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はじめに  このマニュアルについて
本書は 『PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド 』 です。 

本書は、 PERFORCE サーバのイ ン ス ト ール、 構成、 および保守を担当するユーザを対象 と し て 

います。 本書が扱 う 項目には、 本来の 「システム管理者」 の仕事 （ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ー 

ルおよび構成、 稼働時間およびデータの一貫性の確保など） のほかに、 PERFORCE ユーザの設

定、 PERFORCE デ ィ ポのア ク セ ス制御の構成、 PERFORCE ユーザのパス ワー ド の再設定な ど、

「PERFORCE 管理者」 の仕事も含まれています。 

PERFORCE はシステムの特別な許可を必要 と し ませんので、 PERFORCE 管理者は通常、 root レベ

ルのア ク セス を必要 と し ません。 サイ ト の事情によ っては、 必ずし も PERFORCE 管理者がシス

テム管理者であ る必要はあ り ません。

UNIX と Windows、 どち らのバージ ョ ンの PERFORCE サーバも、 コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ

イ ス を介し て管理し ます。 PERFORCE のコマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト について詳し く 知 り た

い場合は、 『コマン ド ・ リ フ ァ レ ン ス』 をご覧 く だ さい。

PERFORCE の使用方法を知り たい場合は

PERFORCE サーバの管理のほかに PERFORCE の使用 も 計画 し てお り 、 ユーザの観点か ら の   

PERFORCE に関する情報が必要な場合は、 P4 ユーザーズ ・ ガ イ ド 』 を参照し て く ださ い。

関連文書はすべて当社の Web サイ ト 、 http://www.perforce.com よ り 入手可能です。

ご意見 ・ ご感想をお待ち し ています

当社では、 ユーザのみな さ んからの本書の関する ご意見をお待ち し ています。 と り わけ、 初め

て PERFORCE をお使いになったユーザのみな さ んのご意見は、 ぜひお聞かせ願いたい と 思いま

す。 本書を読んで十分な情報は得られま し たか ? 　 ご感想をお聞かせ く だ さい。 ご意見 ・ ご感

想の宛先は右記の と お り です。 manual@perforce.com
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はじめに : こ のマニュ アルについて
12 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 1 章  PERFORCE との出会い :  

イ ンス ト ールと ア ッ プグレー ド
本章では、 PERFORCE サーバのイ ン ス ト ール方法 と、 すでにイ ン ス ト ールされている PERFORCE

サーバのア ッ プグレード の方法を説明し ます。

警告 ! すでに イ ン ス ト ール さ れてい る PERFORCE サーバを リ リ ース
2000.2 以前から 2005.1 以降にア ッ プグレード する場合は、事前
に 17 ページの 「サーバをア ッ プグレードする」 の注意事項をお
読み く だ さい。

本章では、 イ ン ス ト ール時に考慮すべき こ と を簡単に概説する と と もに、 セキ ュ リ テ ィ や管理

に関する基本的な情報も紹介し ます。管理者の仕事に関する よ り 詳しい情報は後の章に譲 り ま

す。

Windows と Windows で PERFORCE の動作が異な る場合には、その旨
を記載し ます。Windows にのみ関わる情報については、121 ペー
ジの 「PERFORCE と Windows」 をご覧 く だ さい。

本書に紹介されている例の多 く は UNIX版PERFORCE サーバを前
提にし ていますが、 ほ と んどの場合、 これらの例は Windows に
も UNIX に も共通し ています。

OS X に関する説明はそのま ま Mac OS X に も当てはま り ます。

PERFORCE サーバの Unicode モー ドおよび日本語の入出力に関し ては、本書と と もに提供されて

いる i18nnotes.txt をご参照 く だ さい。

PERFORCE を入手する

PERFORCE は少な く と も 2 つの実行フ ァ イル、 すなわちサーバ （p4d） と 少な く と も 1 つの

PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム （UNIX の場合は p4、 Windows の場合は p4.exe または

p4v.exe） を必要と し ます。

これらのサーバおよびク ラ イ アン ト の実行フ ァ イルは、 PERFORCE 社の Web サイ ト にあ る下記

の Downloads ページから入手する こ と ができ ます。

http://www.perforce.com/perforce/loadprog.html

お使いのプラ ッ ト フ ォームに応じ たフ ァ イルを選び、 デ ィ ス ク に保存し て く だ さい。 

UNIX

UNIX
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第 1 章 : PERFORCE と の出会い : イ ン ス ト ール と ア ッ プグレード
UNIX 環境下でのイ ンス ト ール

p4 および p4d はどのデ ィ レ ク ト リ に も イ ン ス ト ールでき ますが、UNIX では通常、 ク ラ イ アン 

ト ・プロ グ ラ ムは/usr/local/binに置かれ、サーバ・プロ グ ラ ムは一般に /usr/local/bin
または独自のルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ に置かれます。 ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは、 p4d ホ ス ト  

に TCP/IP でア ク セスでき る あ ら ゆるマシンにイ ン ス ト ールでき ます。

PERFORCE サーバ ・ フ ァ イルへのア ク セス を制限する ため、 p4d 実行フ ァ イルは PERFORCE サー

バを実行する目的で生成された PERFORCE ユーザ ・ アカ ウ ン ト によ って所有し、 動作させる よ

う にし て く ださ い。

PERFORCE の使用を開始するには

1. PERFORCE の Web サイ ト から p4 と  p4d のフ ァ イルをダウ ン ロードする。

2. ダウ ン ロード し た p4 および p4d フ ァ イルを実行可能にする。

3. PERFORCE のデータベースおよびバージ ョ ン化フ ァ イルを保持するサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ

レ ク ト リ を作成する。

4. p4d に TCP/IP ポー ト を設定し て、PERFORCE サーバにどのポー ト が接続待ちかを知らせる。

5. サーバ （p4d） を起動する。

6. P4PORT 環境変数を設定し て、 ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム用に PERFORCE サーバ ・ マシン   

の名前または TCP/IP ア ド レ ス と  p4d ポー ト 番号を指定する。

ダウンロー ド し たフ ァ イルを実行可能にする

UNIX （または Mac OS X） では、 実行可能プロ グ ラ ム （p4、 p4d） を実行可能にする必要が   

あ り ます。 プロ グ ラ ムをダウ ン ロード し た ら、 次のよ う に chmod コマン ド を使ってそれら を

実行可能にし て く だ さい。

chmod +x p4 
chmod +x p4d

PERFORCE サーバのルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ を作成する

PERFORCE サーバは、ユーザがサブ ミ ッ ト し たすべてのフ ァ イル と システムが生成し た メ タデー

タ を独自のルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ のフ ァ イルおよびサブデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。 こ のデ ィ

レ ク ト リ をサーバ ・ ルー ト と いいます。

サーバ ・ ルー ト は環境変数 P4ROOT で設定するか、 p4d 起動時に -r root_dir オプシ ョ ンで 

指定し ます。 PERFORCE の ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムが P4ROOT のデ ィ レ ク ト リ または環境変

数を使用する こ と はあ り ません。 p4d が P4ROOT 変数を使用する唯一のプロセスです。

PERFORCE のフ ァ イルはすべてサーバ ・ ルー ト に保存されるので、 サーバ ・ ルー ト の中身は時

間と と もにふ く らみます。 デ ィ ス ク容量の管理については 20 ページの 「イ ン ス ト ール と管理

に関する情報」 で簡単に触れ、 さ らに詳し く は 110 ページの 「デ ィ ス ク容量の割 り 当て」 で説

明し ます。

PERFORCE サーバは特権的ア ク セス を必要と し ません。 p4d を root またはその他の特権ユー

ザ と し て動作させる必要はあ り ません。 詳し く は、 23 ページの 「UNIX: P4D を非特権ユーザ と  

し て動作させる」 をご覧 く だ さい。

サーバ ・ ルー ト はど こにで も置 く こ と ができ ますが、 p4d を動作させる アカ ウ ン ト はサーバ ・

ルー ト と そのすべての下位デ ィ レ ク ト リ に対し て read、write、execute のパー ミ ッ シ ョ ン

を持っていなければな り ません。 セキ ュ リ テ ィ 確保のため、 p4d を動作させる アカ ウ ン ト の

フ ァ イル作成モード マス ク umask(1) は、 他のユーザによ るサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ

へのア ク セス を許可し ない値に設定し ます。
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第 1 章 : PERFORCE と の出会い : イ ン ス ト ール と ア ッ プグレード  
PERFORCE サーバに接続待ちするポー ト を指定する

p4dサーバ と PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ムはTCP/IP で通信し ます。p4dは、起動する と 、

（デフ ォル ト では） ポー ト 1666 で接続待ち し ます。 PERFORCE ク ラ イ アン ト も （デフ ォル ト で

は） p4d サーバが perforce と い う 名前のホ ス ト 上にあ り 、ポー ト 1666 で接続待ち し ている

と 想定し ます。

p4dに別のポー ト で接続待ち させる場合は、そのポー ト をp4d起動時に-p port_numオプシ ョ  

ンで指定するか （例 : p4d -p 1818）、 環境 （レジス ト リ ） 変数 P4PORT で設定し ます。

P4ROOT と は異な り 、環境変数 P4PORTは PERFORCE サーバ と PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ

ムの双方が使用する もので、 PERFORCE サーバ ・ マシン と PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ ワーク ス

テーシ ョ ンの双方で設定し なければな り ません。

PERFORCE ク ラ イアン ト ・ プログラムにサーバの接続ポー ト を指定する

PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは、 p4d サーバがどのマシン上にあ り 、 どの TCP/IP ポー

ト で接続待ち し てい る か を知っ てい る 必要が あ り ま す。 各ユーザの環境変数 P4PORT を

host:port に設定し ます。ただし、hostは p4d が動作し ているマシンの名前、portは p4d が

接続待ち し ているポー ト の番号です。

例 :

P4PORT の設定 ク ラ イアン ト ・ プログラムの動作

dogs:3435 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムはホス ト dogs 上のポー ト 3435 で接続待

ち し ている p4d サーバに接続し ます。

x.com:1818 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムはホス ト x.com 上のポー ト 1818 で接続

待ち し ている p4d サーバに接続し ます。

PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ムが p4d と同じ ホ ス ト 上で動作し ている場合には、P4PORT
で p4d のポー ト 番号だけを設定すれば十分です。 p4d が perforce と い う 名前またはエイ リ

アスのホ ス ト 上で動作し ていて、 ポー ト 1666 で接続待ち し ている場合には、 ク ラ イ アン ト 向

けの P4PORT を未設定のま まにし ます。

P4PORT の設定 ク ラ イアン ト ・ プログラムの動作

3435 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムはク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム と同一のマシ

ン上のポー ト 3435 で接続待ち し ている p4d サーバに接続し ます。 

<not set> PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは perforce と い う 名前またはエイ リ ア

スのホス ト のポー ト 1666 で接続待ち し ている p4d サーバに接続し ます。

p4d ホ ス ト の名前が perforce では な い場合には、 ユーザの ワ ー ク ス テー シ ョ ン の

/etc/hosts フ ァ イルで本来のホ ス ト 名に perforce をエイ リ アス と し て設定するか、Sun の

NIS または Internet DNS を使用し て同様の操作を行 う こ と によ り 、 ユーザの手間をい く らか省 

く こ と ができ ます。

サーバを起動する

環境変数 P4PORT と P4ROOT を設定し た ら、 次のコマン ド によ り p4d をバッ ク グ ラ ウ ン ド で

起動し ます。

p4d &

p4d を動作させるだけな ら、 こ のコマン ド で十分ですが、 ほかにエラー ・ ロ グ、 チェ ッ ク ポ イ

ン ト 、 ジ ャーナルなど を制御するオプシ ョ ンを付ける こ と ができ ます。

例 : PERFORCE サーバ起動コマン ド
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第 1 章 : PERFORCE と の出会い : イ ン ス ト ール と ア ッ プグレード
p4d を起動する と きに -p オプシ ョ ンを付け る と P4PORT を、 -r オプシ ョ ンを付け る と
P4ROOT をオーバーラ イ ド する こ と ができ ます。 同様に、 -J オプシ ョ ンでジ ャーナル ・
フ ァ イルを指定する こ と ができ、 -L オプシ ョ ンでエラー ・ ロ グ ・ フ ァ イルを指定する こ
と ができ ます。 これらのオプシ ョ ンを付けた コマン ド は、 例えば次のよ う にな り ます。 

p4d -r /usr/local/p4root -J /var/log/journal -L /var/log/p4err -p 1818 &

-r、 -J、 -L （およびその他の） オプシ ョ ンについては、 25 ページの 「PERFORCE のサポー
ト : バッ ク ア ッ プ と リ カバ リ 」 で説明し ます。サーバ・ オプシ ョ ンの全 リ ス ト は、137 ペー 
ジの 「PERFORCE サーバ （p4d） ・ リ フ ァ レ ン ス」 に掲載されています。

サーバを停止する

PERFORCE サーバを停止する と きは、 次のコマン ド を使用し ます。

p4 admin stop

p4 admin stop コマン ド を使用する こ と ができ るのは PERFORCE スーパー・ユーザだけです。

99.2 よ り 前の リ リ ースの PERFORCE をご使用の場合は、 p4d サーバのプロセス ID を確認し、

UNIX シェルから手動で このプロセス を終了させる必要があ り ます。 p4d が SIGKILL 信号を

受け取った と きにフ ァ イルを更新中であれば、データベースが不整合を起こす可能性があ るの

で、 kill -9 （SIGKILL） ではな く kill -15 （SIGTERM） を使用し ます。

Windows 環境下でのイ ンス ト ール

PERFORCE を Windows 上にイ ン ス ト ールするには、 PERFORCE 社の Web サイ ト にあ る Downloads

ページから入手でき る PERFORCE イ ン ス ト ーラ （perforce.exe） を使用し ます。

http://www.perforce.com/perforce/loadprog.html

PERFORCE イ ン ス ト ーラには、 次のよ う なオプシ ョ ンが用意されています。

• PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール （“User install”） 

ユーザ・ イ ン ス ト ール・オプシ ョ ンでは PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト （p4.exe）

のみが イ ン ス ト ール さ れます。 その他の Windows 環境の PERFORCE ク ラ イ ア ン ト であ る

PERFORCE ビジ ュ アル ・ ク ラ イ アン ト （P4V） や PERFORCE Windows ク ラ イ アン ト （P4Win） な 

ど と サード パーテ ィ のプラ グ イ ンは、 個別にダウ ン ロードおよびイ ン ス ト ールが可能です。

• PERFORCE の Windows サーバまたはサービ ス と し てのイ ン ス ト ール （“Administrator typical”、  

“Administrator custom”） 

これらのオプシ ョ ンでは、 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム、 PERFORCE Windows サーバ 

（p4d.exe） およびサービ ス （p4s.exe） の実行フ ァ イルを イ ン ス ト ールする こ と ができ、

また、Windows環境下で動作し ている既存の PERFORCE サーバまたはサービ ス を自動的にア ッ

プグレードする こ と も でき ます。

Windows 2000 以上で使用す る 場合、 PERFORCE を サービ ス と し て イ ン ス ト ールす る には 

Administrator の権限、 サーバ と し て イ ン ス ト ールするには Power User の権限が必要です。

• PERFORCE のアン イ ン ス ト ール :

こ のオプシ ョ ンによ り 、 PERFORCE サーバ、 サービ ス、 ク ラ イ アン ト 実行フ ァ イル、 レジス

ト リ ・ キー、 およびサービ ス ・ エン ト リ を削除し ます。 サーバ ・ ルー ト に格納さ れてい る

PERFORCE データベース とデ ィ ポ ・ フ ァ イルは保存されます。

Windows へのイ ン ス ト ールについて詳し く は、 121 ページの 「PERFORCE イ ン ス ト ーラの使用」

をご覧 く だ さい。
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Windows のサービス とサーバ

本書において 「PERFORCE サーバ」 および 「p4d」 と い う 用語は、 いずれも 「PERFORCE ク ラ イ

ア ン ト ・ プ ロ グ ラ ムか ら の要求を処理する プ ロ セ ス」 を指し、 Windows サーバ ・ プ ロ セ ス と  

Windows サービ ス ・ プロセスの違いを明記する こ と が適切な場合を除き、 同義に使われていま 

す。 NT サーバ と NT サービ スの違いが重要な場合には、 その違いを明記し ます。

UNIX システムでは、 このよ う なバッ ク エン ド ・ タ ス ク を担当するのは PERFORCE 「サーバ」 プ

ロ グ ラ ム （p4d） し かあ り ません。 ただ し Windows では、 こ のバ ッ ク エン ド ・ プロ グ ラ ムは

ブー ト 時に実行される Windows サービ ス （p4s.exe） プロセス、 あ るいはコマン ド ・ プロ ン

プ ト から手動で起動するサーバ （p4d.exe） プロセス と し て起動する よ う 構成する こ と ができ

ます。

PERFORCE サービ ス （p4s.exe） と PERFORCE サーバ （p4d.exe） の実行フ ァ イルは、 相互に

コ ピーになっています。 フ ァ イル名が異な るだけで、 この 2 つは全 く 同じ ものです。 実行時、

これらの実行フ ァ イルは起動時に使用し た名前の最初の 3 文字 （p4s または p4d） で動作を決

定し ます。 （すなわち、 p4smyservice.exe と い う 名前のコ ピーを起動すればサービ ス と し

て、 p4dmyserver.exe と い う 名前のコ ピーを起動すればサーバ と し て起動し ます。）

通常、PERFORCE はサーバではな く サービ ス と し て イ ン ス ト ールする こ と をお勧めし ます。サー

ビ ス と サーバの違いについて、 詳し く は 123 ページの 「Windows サービ ス と Windows サーバ」 

をご覧 く だ さい。

PERFORCE の起動と停止

PERFORCE を Windows 環境下でサービ ス と し て イ ン ス ト ールし た場合には、 マシン起動時に必

ずサービ スが起動し ます。 PERFORCE サービ スの動作は ［コ ン ト ロールパネル］ の ［サービ ス］

アプレ ッ ト を用いて制御し ます。

PERFORCE を Windows 環境下でサーバ と し て イ ン ス ト ールし た場合には、 コマン ド ・ プロ ンプ

ト から p4d.exe を起動し ます。 Windows 環境下で p4d に使用でき るオプシ ョ ンは、 UNIX 環

境下で使用するオプシ ョ ン と同じです。

PERFORCE サービ ス （またはサーバ） を停止する と きは、 次のコマン ド を使用し ます。

p4 admin stop

こ のコマン ド は PERFORCE スーパー ・ ユーザだけが使えます。

これ以前のバージ ョ ンの PERFORCE では、 ［コ ン ト ロールパネル］ の ［サービ ス］ アプレ ッ ト を

用いて手動でサービ ス を停止し ます。 コマン ド ・ プロ ンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウで実行し ているサー

バは、 ウ ィ ン ド ウ内に CTRL-C と 入力するか、 コマン ド ・ プロ ンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウの ［閉じ

る］ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て停止し ます。こ のよ う な方法で 99.2 以前のバージ ョ ンの PERFORCE

では手動停止でき ますが、 サーバまたはサービ ス を急停止させるので、 必ずし も 「いい方法」

と はいえません。 99.2 以降では p4 admin stop コマン ド を使用でき るので、 手動停止は行    

わないで く ださ い。

サーバをア ッ プグレー ド する

PERFORCE を Windows にイ ン ス ト ールし ている場合も、 UNIX にイ ン ス ト ールし ている場合も、

ア ッ プグレード をする と きには必ずサーバのバッ ク ア ッ プを取ら なければな り ません（30 ペー

ジの 「バッ ク ア ッ プの手順」 参照）。

警告 ! PERFORCE サーバのア ッ プグ レー ド 前にはア ッ プグ レー ド 対象
のサーバに関連する リ リ ース ノー ト をお読み く だ さい。
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古いク ラ イアン ト ・ プログラムを新しいサーバで使う

古いバージ ョ ンの PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムを、 新しいバージ ョ ンのサーバ と と も

に使用する場合、 基本的には問題な く 動作し ます。 ただし、 新しいサーバの機能には、 ク ラ イ

アン ト ・ プロ グ ラ ムのア ッ プグレード を必要 とする ものも あ り ます。 一般に、 古い ク ラ イ アン

ト ・ プロ グ ラ ムのユーザは、 そのプロ グ ラ ム と同じ リ リ ース ・ レベルのサーバの機能を利用す

る こ と はでき ますが、それ以後のサーバのア ッ プグレード で提供された新しいサーバ機能を利

用する こ と はでき ません。

ただ し、 PERFORCE の リ モー ト ・ デ ィ ポの機能は例外です。 リ モー ト ・ デ ィ ポは、 ご使用の

PERFORCE サーバがすべて リ リ ース 99.2 以降でない限 り 、 動作を保証されていません。

リ リース 2005.1 以降に関する重要な注意事項

リ リ ース 2005.1 では PERFORCE サーバはフ ァ イル長の メ タデータ を リ ビジ ョ ン毎に追跡し ま 

す。 新規にフ ァ イルがサブ ミ ッ ト される と、 フ ァ イル長の メ タデータが自動的にデータベース

に追加されます。 ただし、 2005.1 にア ッ プグレード 後も、 少な く と も 1 度は p4 verify -u   
を実行し、 フ ァ イル長が保存されていない 2005.1 よ り 前のフ ァ イルについてフ ァ イル長の メ  

タデータ を更新し なければな り ません。

大規模なサイ ト （ リ ビジ ョ ン数が一千万を超え る規模） では、 2005.1 にア ッ プグレード し た直 

後、管理者が一度にレポジ ト リ 全体のフ ァ イル長 メ タデータ を更新し よ う とする と メ モ リ ーの

制限をオーバーし て し ま う こ と があ り ます。 こ のよ う な場合は -m maxRevs オプシ ョ ンを使   

用し、 一回のコマン ド で更新する リ ビジ ョ ンの数を制限し て く だ さい。

例えば 

p4 verify -u -m 1000000 //... 

とする と、 フ ァ イル長 メ タデータ を一度に再計算する フ ァ イルの数を 100 万個に制限する こ と

ができ、管理者は p4 verify を何度かに分けて実行し てフ ァ イル長の メ タデータの再計算を  

行 う こ と ができ ます。

リ リース 2001.1 以降に関する重要な注意事項

小規模なシステム （サブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト 1000 未満） の場合、 2001.1 （またはそれ以

降の） サーバを イ ン ス ト ールする と 、 バージ ョ ン 98.2 以降で作成された基礎データベース を

自動的にア ッ プグレード し ます。

中規模以上のシ ス テムの場合は、 データベース を手動でア ッ プグ レー ド し なければな り ませ

ん。 ア ッ プグレード されたデータベースは、 通常は 2001.1 以前のデータベース よ り 小さ く な

り ますが、ア ッ プグレード のプロセスで必要なフ ァ イルを保存する ために既存のデータベース

の約 3 倍のサイ ズが一時的に必要にな る こ と があ り ます。 

注 デ ィ ス ク 容量に制約があ る場合は、 リ リ ース ・ ノ ー ト を見て、
必要なデ ィ ス ク容量を よ り 正確に予測し て く だ さい。

ア ッ プグ レー ド 中のジ ャーナル作成をオフ （P4JOURNAL をオ
フ） にし ておけば、 ア ッ プグレード に必要なデ ィ ス ク容量を減
らすこ と ができ ます。（ただし、ア ッ プグレー ド終了後に再度オ
ンにするのを忘れずに！） 

リ リ ース 97.3 以前から 2001.1 以降にア ッ プグレードする場合には、 自動ア ッ プグレード の手

順も手動ア ッ プグレード の手順も適用されません。おそ ら く 中間チェ ッ ク ポイ ン ト を作成する

必要があ る で し ょ う 。 リ リ ース 97.3 以前のサーバを ア ッ プグ レー ド する場合には、 事前に

PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト にご相談 く ださ い。
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UNIX 環境下でのア ッ プグレー ド

現在の PERFORCE サーバを新しいバージ ョ ンにア ッ プグレー ドするには、 PERFORCE ラ イセン

ス ・ フ ァ イルが有効でなければな り ません。 満了し た ラ イセン スは、 ア ッ プグレード 後のサー

バでは無効です。 （ただし、 ラ イセン スな しの 2 ユーザのシステムを動作させる場合には、 ラ

イセン ス ・ フ ァ イルの制約は問題にな り ません。） 

ア ッ プグレード のプロセス を実行する と きは、必ず 30 ページの 「バッ ク ア ッ プの手順」 に従っ

てサーバをバッ ク ア ッ プし て く だ さい。

よ り 安全を期し て、 ア ッ プグレー ド を行 う と きには p4 verify を実行し て く だ さい。 詳し く  

は、 46 ページの 「サーバ ・ ア ッ プグレード中の認証」 をご覧 く だ さい。 

警告 ! リ リ ース 2001.1 以降へのア ッ プグ レー ド は、 データベース ・
フ ァ イルのア ッ プグレー ド を必要 と し ます。 後でダウ ングレー
ド する と きはバ ッ ク ア ッ プか ら の リ ス ト アが必要にな り ます。
2001.1 以降へのア ッ プグレード を行いながら、 2001.1 よ り 古い
サーバも フ ォールバッ ク ・ オプシ ョ ン と し て と っておき たい場
合には、サーバを停止し た上でサーバ ・ルー ト 全体 （db.* フ ァ
イルを含む） をバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

UNIX リ リース 98.2 以降からのア ッ プグレー ド

有効な ラ イ セン ス を持ってい る （ま たは ラ イ セン スがいっ さ い必要ない） 場合に、 リ リ ース

98.2 以降からのア ッ プグレード を行 う には、 以下の手順に従って く だ さい。

1. プラ ッ ト フ ォームに新しい p4d 実行可能プロ グ ラ ムをダウ ン ロード し ます。

2. p4d のカレ ン ト ・ イ ン ス タ ン ス を停止し ます。 

3. チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成し、 現バージ ョ ンをバッ ク ア ッ プし ます。

4. 希望の場所に新しい p4d を イ ン ス ト ールし ます。

5. p4d -xu を実行し、 データベース をア ッ プグレード し ます。

注 サーバのチェ ンジ数が 1000 未満の場合には、ア ッ プグレー ド は
自動的に行われます。 1000 以上の場合には、 手動で p4d -xu 
を実行する必要があ り ます。 ア ッ プグレード を完全に行 う ため
には、十分なデ ィ ス ク容量を確保し ておかなければな り ません。

6. 新しい p4d をサイ ト の通常のパラ メ ータで再起動し ます。

これでユーザも新しいサーバを使用でき る よ う にな り ます。

Windows 環境下でのア ッ プグレー ド

Windows の場合は、 イ ン ス ト ーラ （perforce.exe） をダウ ン ロード し、 ダ イ ア ロ グに従って

イ ン ス ト ールを行います。

Windows 上のア ッ プグレード ・ プロセスはきわめて堅実です。 ア ッ プグレード 中に何らかのエ

ラー条件が発生し た場合には、 ア ッ プグレード前の PERFORCE サーバまたはサービ スに戻る こ

と ができ ます。 

注 サーバのチェ ンジ数が 1000 未満の場合には、ア ッ プグレー ド は
自動的に行われます。 1000 以上の場合には、 手動で p4d -xu 
を実行する必要があ り ます。 ア ッ プグレード を完全に行 う ため
には、十分なデ ィ ス ク容量を確保し ておかなければな り ません。
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ア ッ プグレー ド 中に疑問または問題が生じ た場合には、 PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト まで

ご連絡 く だ さい。

イ ンス ト ールと管理に関する情報

リ リースおよびラ イセンス情報

PERFORCE サーバは、 サポー ト するユーザの数に応じ て ラ イセン ス されます。

ラ イセン ス情報はサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ の license と い う フ ァ イルに格納されてい

ます。 license フ ァ イルは PERFORCE ソ フ ト ウ ェ アによ って供給されるプレーン ・ テキス ト ・

フ ァ イルです。 license フ ァ イルがない場合、 PERFORCE サーバは 2 人のユーザ と 5 つの ク ラ

イ アン ト ・ ワーク スペースにア ク セス を制限し ます。

p4 license コマン ド を使用する と 、 PERFORCE サーバを停止せずに既存のフ ァ イルを更新す  

る こ と ができ ます。詳し く は、43 ページの「新規ラ イセン ス許可ユーザの追加」をご覧 く だ さい。

現在のラ イセン ス情報は、 license フ ァ イルがあ るサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ から p4d
-V を実行するか、 あ るいはコマン ド ラ イ ン （p4d -V -r server_root） 上または環境変数   

P4ROOT にサーバ ・ ルー ト ・デ ィ レ ク ト リ を指定する こ と によ って、閲覧する こ と ができ ます。

サーバが動作し ている と きには、 p4 info を用いて も ラ イセン ス情報を閲覧する こ と ができ 

ます。

サーバのバージ ョ ンは p4d -V または p4 -V を実行し て も表示されます。

定期的にバッ クア ッ プする

PERFORCE のデータ を定期的にバッ ク ア ッ プする こ と はきわめて重要です。 定期的バ ッ ク ア ッ

プの要点は次の と お り です。

• ジ ャーナルを確実に作成する。

• 定期的にチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する。

• 定期的に p4 verify を使用する。

バッ ク ア ッ プ と リ ス ト アの手順については、 25 ページの 「PERFORCE のサポー ト : バッ ク ア ッ 

プ と リ カバ リ 」 をご覧 く だ さい。

サーバ ・ ルー ト と ジャーナルに別々の物理ド ラ イブを使用する

UNIX であれ、 Windows であれ、 データベース ・ フ ァ イルおよび バージ ョ ン化フ ァ イルが格納 

される P4ROOT デ ィ レ ク ト リ は、 ジ ャーナル ・ フ ァ イル と は別の物理ド ラ イブに 置 く こ と を 

お勧めし ます。

ジ ャーナルを別の ド ラ イブに保存し ておけば、た と えデ ィ ス ク が破損し て P4ROOT を含むド ラ

イ ブが壊れて も、 その破損がジ ャーナル ・ フ ァ イルに影響を及ぼすこ と はあ り ません。 し た

がって、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルを用いて損失または損傷し た メ タデータ を リ ス ト アする こ と が

でき ます。

詳し く は、 25 ページの 「PERFORCE のサポー ト : バッ ク ア ッ プ と リ カバ リ 」 をご覧 く だ さい。 

プロテ クシ ョ ン とパスワー ド を使用する

管理者が PERFORCE スーパー ・ ユーザを定義し ない限 り 、 どの PERFORCE ユーザも PERFORCE

スーパー ・ ユーザであ り 、 あ ら ゆる フ ァ イルに対し てあ ら ゆる PERFORCE コマン ド を実行する

こ と ができ ます。 管理者は新しい PERFORCE サーバを イ ン ス ト ールし た ら、 でき るだけ早 く 、

p4 protect
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を使って PERFORCE スーパー ・ ユーザを定義し て く だ さ い。 詳し く は、 69 ページの 「PERFORCE

の管理 : プロ テ ク シ ョ ン」 をご覧 く だ さい。

例えば、 ユーザ A がパス ワード を定義し ていない場合は、 他のユーザが -u オプシ ョ ンを使用  

する か、 P4USER を A と い う ユーザ名に設定する こ と に よ り 、 ユーザ A と し て操作を行 う    

（ユーザ A にな り すます） こ と ができ ます。 PERFORCE パス ワード を使用すれば、 こ の 「な り す 

ま し」 を防ぐ こ と ができ ます。 詳し く は 『P4 ユーザーズ . ガ イ ド』 をご覧 く だ さい。

ユーザのパス ワー ド を設定 （または再設定） するには、 （PERFORCE スーパー ・ ユーザ と し て）

p4 passwd username を使用し、新たに設定するユーザのパス ワード を入力するか、（やは り   

PERFORCE スーパー ・ ユーザ と し て） p4 user -f username を実行し、 ユーザ指定フ ォーム   

に新しいパス ワード を入力し ます。 前者のコマン ド は 99.1 以降の リ リ ースでサポー ト されて

お り 、 後者のコマン ド は 97.3 以降のすべての リ リ ースでサポー ト されています。

セキ ュ リ テ ィ 意識の高い PERFORCE スーパー ・ ユーザであれば、 p4 protect も使用し て非特 

権ユーザに list 以上のレベルのア ク セスが認められないよ う にし、 また、 どのユーザも必ず

PERFORCE パス ワード を持つよ う に管理するはずです。

成長を見越し た十分なデ ィ スク容量の割当

バージ ョ ン化フ ァ イルの合計サイ ズは時間 と と もに増大するので、 P4ROOT デ ィ レ ク ト リ に現

在のバージ ョ ン化フ ァ イルの合計サイ ズの 3倍のサイ ズを保持するのに十分な容量を割 り 当て

るほかに、 デ ィ ポ ・ フ ァ イルの リ ス ト 、 フ ァ イルの状態、 フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンの履歴を保存

するデータベース ・ フ ァ イルを保持する ために、 さ らに 1 ユーザ 1 フ ァ イル当た り 0.5KB の容

量を割 り 当ててお く と よいでし ょ う 。

さ らに詳しいデ ィ ス ク サイ ズの推定方法については、110 ページの 「デ ィ ス ク容量の割 り 当て」

をご覧 く だ さい。

イ ンス ト ール後のデ ィ スク容量の管理

PERFORCE のバージ ョ ン化フ ァ イルはすべて、 データベース ・ フ ァ イルのほか、 （デフ ォル ト で

は） チェ ッ ク ポ イ ン ト やジ ャーナル と も同様に、 サーバ ・ ルー ト のサブデ ィ レ ク ト リ にあ り ま

す。 デ ィ ス ク容量が少な く なっている と きには、 デ ィ ス ク容量の使用を制限する ために次のよ

う な方法を考えて く だ さい。

• ジ ャーナル・フ ァ イルを別の物理デ ィ ス クに保存する よ う に PERFORCE を設定し ます。環境変

数 P4JOURNAL または p4d -J を用いてジ ャーナル ・ フ ァ イルの保存場所を指定し ます。

• チェ ッ ク ポ イ ン ト を日常的に作成し、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルを小さ く し ます。

• チェ ッ ク ポ イ ン ト を圧縮するか、-zオプシ ョ ンを用いてp4dにチェ ッ ク ポイ ン ト を作成時に

圧縮する よ う 指示し ます。

• p4dコマン ド と -jc prefixオプシ ョ ンを用いてチェ ッ ク ポイ ン ト を別のデ ィ ス ク に書き込 

みます。 または、 デフ ォル ト のチェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イルを使用する場合は、 チェ ッ ク ポ

イ ン ト を別の ド ラ イ ブにバ ッ ク ア ッ プ し た上で、 コ ピーし たチェ ッ ク ポ イ ン ト をルー ト ・

デ ィ レ ク ト リ から消去し ます。 チェ ッ ク ポ イ ン ト を別の ド ラ イブに移動させるのは、 デ ィ ス

ク容量確保の面からばか り でな く 、ハード ウ ェ アの故障からの リ カバ リ を可能にする ために

も よい方法です。ハード ウ ェ アの故障からの リ カバ リ 時には古いチェ ッ ク ポ イ ン ト が必要に

な り 、 チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナルのフ ァ イルがデ ィ ポ と同じデ ィ ス ク にあ る と、 ハード

ウ ェ アの故障時にデータベース を リ ス ト アする こ と ができ な く な る可能性があ り ます。

• UNIX システムでは、 シンボ リ ッ ク ・ リ ン ク を用いる こ と によ り 、 デ ィ ポ ・ デ ィ レ ク ト リ の

一部または全部を他のデ ィ ス ク に再配置する こ と ができ ます。 シンボ リ ッ ク ・ リ ン ク を用い

てデ ィ ポ ・ フ ァ イルを他のボ リ ュームへ移すと きには、 PERFORCE サーバを停止させてから

リ ン ク を作成し ます。
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• 管理し ている システムのデータベース・フ ァ イルがチェ ッ ク ポ イ ン ト のサイ ズの10倍を超え

た と きには、 それをチェ ッ ク ポ イ ン ト から再作成し、 フ ァ イルのサイ ズを小さ く する こ と が

でき ます。119 ページの 「データベース ・ ツ リ ーのバラ ン ス回復のためのチェ ッ ク ポ イ ン ト 」

をご覧 く だ さい。

• p4 sizes コマン ド を使用すれば、 お使いのイ ン ス ト ール全体、 またはイ ン ス ト ール内の指 

定箇所で現在消費されているデ ィ ス ク の総容量を監視する こ と がで き ます。 111 ページの

「デ ィ ス ク空き容量の監視」 をご覧 く だ さい。

大容量フ ァ イルシステムのサポー ト

初期のバージ ョ ンの PERFORCE サーバは、一部のオペレーテ ィ ング・システム と 同様、PERFORCE

データベース ・ フ ァ イル （サイ ト の メ タデータ を保持する P4ROOT デ ィ レ ク ト リ の db.* フ ァ

イル） を 2GB のサイ ズに制限し ます。 db.have フ ァ イルは、 現在ク ラ イ アン ト ・ ワーク ス

ペースに同期し ている フ ァ イルの リ ス ト を保持し、 最も急速に成長する傾向があ り ます。

PERFORCE データベース ・ フ ァ イルのいずれかが 2GB のレベルを超えて成長する こ と が予想さ

れた ら、 PERFORCE サーバを大容量フ ァ イルをサポー ト でき るプラ ッ ト フ ォームにイ ン ス ト ー

ルし て く だ さい。 次のよ う なオペレーテ ィ ング ・ システム と PERFORCE サーバ ・ リ ビジ ョ ンの

組み合わせは、 2GB を超え る大容量のデータベース ・ フ ァ イルをサポー ト し ます。

オペレーテ ィ ング ・ システム OS バージ ョ ン PERFORCE サーバ ・ リ ビジ ョ ン

Windows , 2000, XP 全バージ ョ ン、 

は、 推奨

98.2/8127 以降

Free 全バージ ョ ン 98.2/5713 以降

Linux x86 Kerneis 2.4.0 以降 2002.2/21749 以降

HP-UX HP-UX11.11 以降 2001.1/26433 以降

Solaris 2.6 以降 2.6 以降用にコ ンパイルされた 98.2/7488

Tru64   

(Digital , )

全バージ ョ ン 98.2/5713 以降

6.2 全バージ ョ ン 98.2/5713 以降

 5.3 供給の xfs ア ッ プ

グ レー ド ・ バージ ョ ン

のみ

98.2/5713 以降

レベルで求められている xfs ア ッ プ

グレード

UNIX および NFS のサポー ト

PERFORCE サーバ ・ プロセスは、 NFS を実装し た Solaris 2.6 以降でサポー ト されます。 これはテ 

ス ト によ って実証されています。 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムが直接 P4ROOT のフ ァ

イルにア ク セスする こ と はあ り ません。 P4ROOT へのア ク セス を必要 と し ているプ ロ セスは

p4d サーバのみです。

こ の結果、 Solaris 2.6 以降では、 NFS マウ ン ト されたフ ァ イル ・ システム上でジ ャーナル、 ロ 

グ、 デ ィ ポ、 および db.* フ ァ イルを保存する こ と ができ ます。 ただし、 パフ ォーマン ス を最

大にする ため、 サーバ ・ ルー ト （P4ROOT） は NFS マウ ン ト されたボ リ ュームではな く 、 ロー 

カル ・ デ ィ ス ク上に設定し て く だ さい。

非商用実装の NFS （例えば Linux、 FreeBSD） 上でのフ ァ イル ・ ロ ッ キングについては、 まだ

問題が残っています。 こ れ ら のプ ラ ッ ト フ ォームでは、 ジ ャーナル、 ロ グ、 デ ィ ポ、 および

db.* フ ァ イルは NFS マウ ン ト されたボ リ ュームではな く 、 サーバ ・ マシンのローカル ・ ド ラ

イブに保存し て く だ さい。

上記の問題は PERFORCE サーバ ・ プロセス （p4d） のみに影響し ます。 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・

プロ グ ラ ム （p4、 PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト など） は、 ユーザのホーム ・ デ ィ

NT
NT SP6

BSD

UNIX
UNIX OSF/1

SGI IRIX 

SGI IRIX SGI

OS
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レ ク ト リ に配置された ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースなど、 常に NFS マウ ン ト された ド ラ イ

ブ上の ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースで作業する こ と ができ ます。

Windows: ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブにはユーザ名とパスワー ドが必要

デフ ォル ト では、 PERFORCE サービ スは Windows のローカル ・ システム ・ アカ ウ ン ト のも と で

動作し ます。 Windows はネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブ上のフ ァ イルにア ク セスするのに リ アル ・ ア

カ ウ ン ト 名と パス ワード を必要と するので、 Windows で P4ROOT をネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブに

指定し、 PERFORCE をサービ ス と し て イ ン ス ト ールし よ う と する と 、 イ ン ス ト ーラがアカ ウ ン

ト 名 と パス ワード を要求し ます。 その場合、 PERFORCE サービ スは与え られたデータで構成さ

れ、 System と し てではな く 指定されたユーザ と し て動作し ます。 （サービ ス を動作させる アカ

ウ ン ト はマシン上で Administrator の特権を持っていなければな り ません。）

PERFORCE はルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ がネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブ上にあって も信頼でき る動作を

し ますが、 データベースへの書き込みがすべてネ ッ ト ワーク経由で行われるので、 その場合に

はかな り のパフ ォーマン スが犠牲にな り ます。最適なパフ ォーマン ス を確保するには、Windows

サービ ス をネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブではな く ローカル ・ ド ラ イブで動作する よ う にイ ン ス ト ー

ルし ます。

詳し く は、 125 ページの 「ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブへの PERFORCE サービ スのイ ン ス ト ール」 を

ご覧 く だ さい。

UNIX: P4D を非特権ユーザと し て動作させる

PERFORCE サーバ ・ プロセスには、 特権を持っていな く て も ア ク セスでき ます。 し たがって、 セ

キ ュ リ テ ィ を確保する ためには、 p4d を root と し て動作させないよ う にするか、 または別の

方策と し て、 p4d プロセスの所有者に root レベルの特権を与えます。

p4d を管理する非特権 UNIX ユーザ （例えば perforce） を作成し、 （オプシ ョ ンで） その目的

のための UNIX グループ （例えば p4admin） を作成し ます。 umask （1） コマン ド を利用し て、

サーバ ・ ルー ト （P4ROOT） と その下に生成 さ れたすべてのフ ァ イ ルおよびデ ィ レ ク ト リ を

UNIX ユーザ perforce に し か書き込めない も のに し て、 （オプシ ョ ンで） UNIX グループ

p4admin の メ ンバーには読み取 り 可能な ものにし ます。

こ の設定では、 UNIX ユーザ perforce と し て動作し ている PERFORCE サーバ （p4d） は、 サー

バ ・ ルー ト のフ ァ イルに書き込みができ ますが、 そのフ ァ イルの読み取 り または上書きができ

るユーザはいません。その結果、p4d によ って作成されたフ ァ イル （デ ィ ポ ・ フ ァ イル、チェ ッ

ク ポ イ ン ト 、 ジ ャーナルなど） に対する ア ク セス権を信頼のでき るユーザに与え るには、 それ

らのユーザを UNIX グループ p4admin に追加し ます。

Windows Windows 上では、 デ ィ レ ク ト リ のパー ミ ッ シ ョ ンはデフ ォル ト で
し っか り と設定されています。PERFORCE をサーバ と し て動作させ
てい る と き には、 サーバを コ マン ド ・ プ ロ ンプ ト か ら 起動 し た
ユーザ し かサーバ ・ ルー ト にア ク セ スす る こ と はで き ません。
PERFORCE がサービ ス と し て イ ン ス ト ール さ れてい る場合には、
サーバ ・ ルー ト のフ ァ イルはローカル ・ システム ・ アカ ウ ン ト に
よ って所有され、 Administrator のア ク セス権を持つユーザし
かア ク セスする こ と はでき ません。

エラー ・ ログ

PERFORCE サーバのエラー出力フ ァ イルは、p4d に -L オプシ ョ ンを付けるか、環境変数 P4LOG
を用いて指定する こ と ができ ます。 エラー出力フ ァ イルが定義されていない場合には、 エラー

は p4d プロセスの標準エラー と し てダンプ されます。 p4d はどのエラー ・ メ ッ セージ も必ず 

ユーザに届ける仕組みになっていますが、 エラーが発生し、 そのエ ラーが受信される前に ク ラ

イ アン ト ・ プロ グ ラ ムが切断された場合に も、 p4d はそのエラーをエ ラー出力に記録し ます。
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PERFORCE サーバはデバ ッ グ用の ト レース ・ オプシ ョ ン もサポー ト し ています。 詳し く は、 56

ページの 「PERFORCE サーバ ・ ト レースおよび追跡用オプシ ョ ン」 をご覧 く だ さい。

フ ァ イルへのアクセスを記録する

サイ ト でフ ァ イルへのユーザ ・ ア ク セス を追跡する必要があ る場合は、 p4d に -A オプシ ョ ン

を付け るか環境変数 P4AUDIT を使用する こ と によ り 、 監査を有効にし て PERFORCE サーバの   

監査ロ グ ・ フ ァ イルを指定し ます。 監査が有効になっている場合、 ユーザがフ ァ イルにア ク セ

スする たびにレ コード が監査ロ グ ・ フ ァ イルに格納されます。 こ のオプシ ョ ンはア ク テ ィ ブな

サーバ上で相当多 く のデ ィ ス ク容量を消費する可能性があ り ます。

詳し く は、 57 ページの 「ユーザによ る フ ァ イル ・ ア ク セスの監査」 をご覧 く だ さい。

大文字 / 小文字の区別

PERFORCE サーバが Windows または UNIX のどち らの環境で動作し ているにせよ、 サイ ト が ク

ロ ス プ ラ ッ ト フ ォーム開発を行っ てい る場合には （PERFORCE ク ラ イ ア ン ト ・ プ ロ グ ラ ム を

Windows と UNIX の両方のワーク ステーシ ョ ンで使用し ている場合には）、ユーザは大文字 / 小

文字の区別の問題についてあ る程度の こ と を知ってお く 必要があ り ます。

詳し く は、 53 ページの 「大文字／小文字の区別と マルチプラ ッ ト フ ォーム開発」 をご覧 く だ さ

い。

パフ ォーマンス調整

PERFORCE は、 ネ ッ ト ワーク の帯域幅も CPU の能力も効率よ く 使用し ます。 サーバのパフ ォー

マン ス を左右する最も重要な要素は、 サーバのデ ィ ス ク I/O サブシステムの効率と 、 ユーザ独

自の PERFORCE 操作で参照される フ ァ イルの数です。

パフ ォーマン ス調整について、 詳し く は 109 ページの 「PERFORCE のパフ ォーマン ス調整」 を

ご覧 く だ さい。
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バッ クア ッ プ と リ カバリ
 

PERFORCE サーバは 2 種類のデータ を保存し ます。 バージ ョ ン化フ ァ イル と メ タデータです。

• バージ ョ ン化フ ァ イル と は、 PERFORCE ユーザによ ってサブ ミ ッ ト されたフ ァ イルの こ と で

す。 このフ ァ イルはデ ィ ポ と い う デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーに保存されます。

PERFORCE システムでは、 デ ィ ポご と にサーバのルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ の下にサブデ ィ レ ク

ト リ が 1 つ設け られます。 各デ ィ ポでは、 こ のサブデ ィ レ ク ト リ 直下のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ

リ ーにバージ ョ ン化フ ァ イルが保存されます。

• データベース ・ フ ァ イルは、 チェ ンジ リ ス ト 、 作業状態のフ ァ イル、 ク ラ イ アン ト 仕様、 ブ

ラ ンチ仕様、 また、 バージ ョ ン化フ ァ イルの履歴および現状に関するデータ など を含む メ タ
データ を保存し ます。

データベース ・ フ ァ イルは、 サーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ の最上階層に db.* フ ァ イル と

し て表示されます。 どの db.* フ ァ イルも 1 つのバイナ リ コード化されたデータベース ・

テーブルを含んでいます。

バッ ク ア ッ プ と リ カバリの考え方

デ ィ ス ク容量が不足し た り 、ハード ウ ェ アが故障し た り 、システムが ク ラ ッ シュ し た り する と 、

PERFORCE サーバ上のフ ァ イルが壊れる こ と があ り ます。 こ のため、 PERFORCE のルー ト ・ デ ィ

レ ク ト リ 構造 - バージ ョ ン化フ ァ イル と データベース - は定期的に一括し てバ ッ ク ア ッ プし   

てお く 必要があ り ます。

バージ ョ ン化フ ァ イルは PERFORCE サーバ・ルー ト の下のサブデ ィ レ ク ト リ に保存されてお り 、

バッ ク ア ッ プから、 完全なかたちで、 直接 リ ス ト アする こ と ができ ます。

一方、 PERFORCE のデータベース を構成し ている フ ァ イルは、 従来のバ ッ ク ア ッ プ ・ プロ グ ラ

ムによ り アーカ イブ されている場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完全性が保証されません。その結果、

通常のシステム ・ バッ ク ア ッ プから db.* フ ァ イルを リ ス ト ア し よ う と する と 、 不完全なデー

タベースが リ ス ト ア されるかも しれません。破壊されたデータベースの完全性を確実に取 り 戻

す方法は、 PERFORCE のチェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イルやジ ャーナル ・ フ ァ イルから db.* フ ァ

イルを再構築する以外にあ り ません。

• チェ ッ ク ポ イ ン ト は、 あ る特定の時点におけ るデータベースのスナ ッ プシ ョ ッ ト ま たはコ

ピーのよ う な ものです。

• ジ ャーナルは、最後にスナ ッ プシ ョ ッ ト が と られてから そのデータベースに対し て行われた

更新を記録する ロ グです。

チェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イルは通常、 元のデータベース よ り はるかに小さ く な り 、 圧縮する こ

と によ って、 さ らに小さ く する こ と ができ ます。 それに対し て、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルはかな

り 大き く な る こ と があ り 、 チェ ッ ク ポ イ ン ト が作成される たびに、 古いフ ァ イルは リ ネーム さ
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れて別フ ァ イル と し て保存されていき ます。 こ のため、 古いジ ャーナル ・ フ ァ イルをオフ ラ イ

ンでバッ ク ア ッ プすれば、 ローカルでよ り 多 く のデ ィ ス ク容量を解放する こ と ができ ます。

チェ ッ ク ポ イ ン ト も ジ ャーナルも テキス ト ・ フ ァ イルで、 フ ォーマ ッ ト は同じです。 チェ ッ ク

ポ イ ン ト があれば PERFORCE のデータベースは リ ス ト アでき ますが、 チェ ッ ク ポ イ ン ト 作成以

後のジ ャーナルがあればよ り 確実です。

警告 ! チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナルは、 あ く まで PERFORCE データ
ベース ・ フ ァ イルの記録であ り 、 デ ィ ポ ・ デ ィ レ ク ト リ に格納
されているバージ ョ ン化フ ァ イルではあ り ません ! 

デ ィ ポ ・ フ ァ イル （バージ ョ ン化フ ァ イル） は、 常にチェ ッ ク 
ポ イ ン ト 作成後に OS に標準で用意されているバッ ク ア ッ プ ・
コマン ド でバッ ク ア ッ プし て く だ さい。

PERFORCE のデータベースに保存されている情報は、 バージ ョ ン化フ ァ イル と 同様、 失った ら

取 り 返しのつかないものなので、 チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナルの作成は PERFORCE サーバの

管理に不可欠な作業であ り 、 通常のバッ ク ア ッ プ ・ サイ クルに組み込む必要があ り ます。

チ ェ ッ クポイ ン ト ・ フ ァ イル

チェ ッ ク ポ イ ン ト は、 PERFORCE のデータベースの メ タデータ を再生するのに必要なすべての

情報が納められたフ ァ イルです。 チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する と 、 PERFORCE のデータベース

はロ ッ ク され、 それが 1 つの全体 と し て調和の と れたスナ ッ プシ ョ ッ ト に納められます。

バージ ョ ン化フ ァ イルは、 チェ ッ ク ポイ ン ト と別にバッ ク ア ッ プされます。 つま り 、 チェ ッ ク

ポ イ ン ト はバージ ョ ン化 フ ァ イ ルの内容 を 含んでい な いので、 バージ ョ ン化 フ ァ イ ル を 
チェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イルか ら リ ス ト アする こ と はでき ません。 ただし、 チェ ンジ リ ス ト 、

ラベル、 ジ ョ ブなどは、 すべてチェ ッ ク ポイ ン ト から リ ス ト アでき ます。

データベース を完全に リ ス ト アするには、バージ ョ ン化フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ以前に作成さ

れたチェ ッ ク ポイ ン ト がなければな り ません。 つま り 、 バージ ョ ン化フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ

を始めた時点のデータベースの状態が、チェ ッ ク ポ イ ン ト に完全に記録されている必要があ り

ます。

定期的にチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する こ と は、ジ ャーナルが大き く な り すぎないよ う にする た

めにも重要です。 チェ ッ ク ポ イ ン ト は、 システムのバッ ク ア ッ プの直前に作成する よ う にする

と よいでし ょ う 。

チ ェ ッ クポイ ン ト の作成

チェ ッ ク ポ イ ン ト は、自動的には作成されません。手動で、 あ るいは何らかの方法で PERFORCE

サーバ ・ マシン上でチェ ッ ク ポ イ ン ト のコ マン ド を実行し なければな り ません。 コマン ド は、

p4d の後に -jc (journal-create) のオプシ ョ ンを付けます。

p4d -r root -jc

PERFORCE サーバ （p4d） の動作中にチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する こ と ができ ます。 チェ ッ ク ポ 

イ ン ト はサーバのルー ト デ ィ レ ク ト リ (P4ROOT) に作成されます。

チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する と きには、p4d がデータベース を ロ ッ ク し、P4ROOT デ ィ レ ク ト   

リ の checkpoint.n と い う 名前のフ ァ イルにその内容をダンプし ます。 n は連番です。 p4d  
は、 データベースのロ ッ ク を解除する前にカ レ ン ト ・ ジ ャーナルを P4ROOT デ ィ レ ク ト リ の 

（カ レ ン ト ・ ジ ャーナルが保存されているデ ィ レ ク ト リ に関係な く ） journal.n-1 と い う 名 

前のフ ァ イルにコ ピーし、 その上でカレ ン ト ・ ジ ャーナルを空にし ます。

連番はジ ャーナルの ロールフ ォ ワー ド の性質を示し ています。 よ り 古いチェ ッ ク ポ イ ン ト の

データベース を リ ス ト アする と きは、 こ の連番を合わせます。 checkpoint.6 の時点のデー

タベースは checkpoint.5 に保存されたデータベース と、 それ以降の journal.5 に記録さ
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れた変更を合わせる こ と によ って リ ス ト ア されます。 すなわち、 カ レ ン ト ・ データベースは、

最大番号のチェ ッ ク ポイ ン ト checkpoint.n と カレ ン ト ・ ジ ャーナル journal に記録され

た変更に反映されています。通常は、こ のカレ ン ト ・データベース を リ ス ト アすれば十分です。 

チェ ッ ク ポ イ ン ト やジ ャーナルのプレ フ ィ ク ス またはデ ィ レ ク ト リ 位置を指定するには、 -jc
オプシ ョ ンを使います。 例えば、

p4d -jc prefix

と い う コマン ド でチェ ッ ク ポイ ン ト を作成すれば、 作成されるチェ ッ ク ポイ ン ト 、 ジ ャーナル

のフ ァ イル名は prefix.ckp.n、 prefix.jnl.n にな り ます。 ただし、 prefix の部分はコ  

マン ド ラ イ ンで指定でき、 n は連番です。 プレ フ ィ ク スの指定がなければ、 デフ ォル ト のフ ァ 

イル名 checkpoint.n と journal.n が使用されます。 チェ ッ ク ポイ ン ト およびジ ャーナル 

はプレ フ ィ ク スの一部と し てデ ィ レ ク ト リ を指定すれば、任意のデ ィ レ ク ト リ に保存でき ます

（バッ ク ア ッ プのジ ャーナルは、カレ ン ト ・ジ ャーナルの保存デ ィ レ ク ト リ に関係な く 、P4ROOT
デ ィ レ ク ト リ に保存されます）。 s

PERFORCE サーバが稼動し ている マシンに ロ グ イ ンせずにチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する には、 

次のコマン ド を使います。

p4 admin checkpoint [-z] [prefix]

p4 admin checkpoint は、p4d -jc と 実行するの と 同等です。p4 admin は PERFORCE スー    

パー ・ ユーザしか使えません。

定期的にチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する自動化プロ グ ラ ム を設定する こ と ができ ます。 ただし、

こ のプロ グ ラ ムの出力を常にチェ ッ ク し、チェ ッ ク ポ イ ン ト が順調に作成されている こ と を確

認し て く だ さい。 作成が成功する と 、 チェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イルは圧縮、 アーカ イブ、 デ ィ

ス ク移動が可能です。ほぼ同時にすぐにデ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ に保存されたバージ ョ ン化

フ ァ イルもバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

バッ ク ア ッ プから リ ス ト アする と き、チェ ッ ク ポイ ン ト はデ ィ ポのフ ァ イル と 同じかそれよ り
古い時期に作成された ものでなければな り ません。バージ ョ ン化フ ァ イルはチェ ッ ク ポ イ ン ト

よ り 新し く て も構いませんが、 その逆はいけません。 そし て このタ イ ミ ングのずれをでき るだ

け小さ く するのが望ま しいです。

チェ ッ ク ポ イ ン ト ・ コマン ド 自体が機能し ない と きには、 直ちに PERFORCE のテ ク ニカル ・ サ

ポー ト までご連絡 く だ さ い。 通常、 チェ ッ ク ポ イ ン ト の不具合は資源 （デ ィ ス ク容量、 パー

ミ ッ シ ョ ン等） に問題があ る と きに発生し ますが、 こ う いった問題は適正に処理し ない と デー

タベース を危険に さ らす恐れがあ り ます。

ジャーナル ・ フ ァ イル

ジ ャーナルは、最後のチェ ッ ク ポ イ ン ト 以降のあ ら ゆるデータベースの変更を追跡する実行 ト

ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グです。 2 つのチェ ッ ク ポ イ ン ト の間の架け橋にな り ます。

月曜日のチェ ッ ク ポ イ ン ト と 、 それか ら水曜日までのジ ャーナルがあれば、 それら の 2 つの

フ ァ イル （月曜日のチェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イル と カレ ン ト ・ ジ ャーナル） には、 水曜日に作

成するチェ ッ ク ポ イ ン ト と 同じ情報が含まれています。例えば、水曜の正午に PERFORCE のデー
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タベースが壊れるデ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュが起き た場合、 まだ水曜のチェ ッ ク ポ イ ン ト が作成さ

れていな く て も、 そのデータベース を リ ス ト アする こ と ができ るのです。

警告 ! デ フ ォ ル ト 設定で は、 カ レ ン ト ・ ジ ャ ーナル ・ フ ァ イ ルは
journal と い う 名前で P4ROOT デ ィ レ ク ト リ に置かれます。た
だし、デ ィ ス ク故障でルー ト ・デ ィ レ ク ト リ が壊れた ら、ジ ャー
ナル ・ フ ァ イルにア ク セスでき な く な り ます。

ジ ャーナルが P4ROOT以外のフ ァ イルシステムに書き込まれる
よ う にシステムを設定する こ と を強 く お勧めし ます。 これを行
う には、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルの名前を環境変数 P4JOURNAL 
で指定するか、 p4d の起動時に -J filename オプシ ョ ンを使  
用し ます。

データベース を リ ス ト アするには、 常に最新のジ ャーナル ・ フ ァ イルにア ク セスでき る状態に

し てお く だけで十分ですが、仮に少し前のチェ ッ ク ポ イ ン ト に リ ス ト アする必要が生じ る と す

れば、 古いジ ャーナルを古いチェ ッ ク ポ イ ン ト と と もにアーカ イブする方法も考え られます。

Windows 環境でジ ャーナル作成を有効にする

Windows 環境で、 イ ン ス ト ーラ （perforce.exe） を用いて PERFORCE のサーバまたはサービ ス

を イ ン ス ト ールし た場合には、 ジ ャーナル作成は自動的にオンにな り ます。

イ ン ス ト ーラ を用いずに PERFORCE を イ ン ス ト ールする場合 （こ の方法の一例については、125

ページの 「WINDOWS 環境下での複数の PERFORCE サービ スの使用」 をご覧 く だ さい）、 Windows

環境での手動のイ ン ス ト ールでジ ャーナル作成を有効にするために、journal と い う 名前の空フ ァ イ

ルを作成する必要はあ り ません。

UNIX 環境でジャーナル作成を有効にする

UNIX 環境の場合で も、 ジ ャーナル作成は自動的にオンにな り ます。

も し、 P4JOURNAL が未設定のま ま （さ ら にコ マン ド ラ イ ンで場所が設定さ れていない） であ って も、

ジ ャーナルを作成するデフ ォル ト の場所は、 $P4ROOT/journal と な り ます。

ジ ャーナル作成を有効にし た後

ジ ャーナル作成を有効にし た ら、 すぐに p4d -jc で （必要な ら -J journalfile を付け）  

チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成し ま し ょ う 。 ジ ャーナル作成を有効にし た ら、 ジ ャーナル ・ フ ァ イル

のサイ ズを抑制する ため定期的なチェ ッ ク ポ イ ン ト の作成が必要です。 カレ ン ト ・ ジ ャーナル

が極端に大き く な るのは、 チェ ッ ク ポ イ ン ト が必要な し る しです。

チェ ッ ク ポ イ ン ト 作成のたびに、 それまでのジ ャーナルが リ ネーム され、 新しいジ ャーナルの

作成が始ま り ます。 それまでの journal は journal.n と リ ネーム され （n は連番）、 新しい 

ジ ャーナル ・ フ ァ イルが作成されます。

デフ ォル ト では、 ジ ャーナルはサーバ ・ ルー ト  （P4ROOT） の journal フ ァ イルに書き込ま 

れます。デ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シュ を確実に防ぐ方法はないので、ジ ャーナル・フ ァ イル と PERFORCE

サーバ ・ ルー ト は別のフ ァ イ ルシ ス テム、 で き れば別の物理 ド ラ イ ブに保存 し て く だ さ い。

ジ ャーナルの名前や場所は、 環境変数 P4JOURNAL でジ ャーナル ・ フ ァ イルの名前を指定する

か、 p4d に -J filename オプシ ョ ンを付け る こ と で変え られます。 

警告 ! -J filename オプシ ョ ンでジ ャーナル ・ フ ァ イルを作成し た 
ら、 以後のチェ ッ ク ポ イ ン ト で も必ず同じ フ ァ イルを使用する
よ う にし ない と 、 ジ ャーナルは正し く リ ネーム されな く な り ま
す。
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P4JOURNAL を使 う 方法または p4d に -J journalfile オプシ ョ ンを付け る方法のいずれで 

も、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルの名前は絶対パス、 またはサーバ ・ ルー ト に対する相対パスのどち

ら でも指定でき ます。

例 : ジ ャーナル ・ フ ァ イルの指定

次のコマン ド でサーバを起動する と、

$ p4d -r $P4ROOT -p 1666 -J /usr/local/perforce/journalfile

PERFORCE Server starting...

次のコマン ド でチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成するか、

$ p4d -r $P4ROOT -J /usr/local/perforce/journalfile -jc

Checkpointing to checkpoint.19... 
Saving journal to journal.18... 
Truncating /usr/local/perforce/journalfile...

または P4JOURNAL を /usr/local/perforce/journal に設定し て次のコマン ド を使用す 
る必要があ り ます。

$ p4d -r $P4ROOT -jc

Checkpointing to checkpoint.19... 
Saving journal to journal.18... 
Truncating /usr/local/perforce/journalfile...

環境変数 P4JOURNAL （またはコマン ド ラ イ ンの指定） が PERFORCE サーバ起動時に使用し 
た指定 と 食い違っていれば、 チェ ッ ク ポ イ ン ト は作成されますが、 ジ ャーナルは保存され
ないし、 更新される こ と も あ り ません。 これはなん と し て も避けたいこ と です ! 

ジ ャーナル作成を無効にする

ジ ャーナル作成を無効にするには、 サーバを停止し、 （も し あれば） 既存のジ ャーナル ・ フ ァ

イルを削除し、 環境変数 P4JOURNAL を off に設定し た後、 -J オプシ ョ ンを付けずに p4d を

再起動し ます。

バージ ョ ン化フ ァ イル

チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナル ・ フ ァ イルから再構築されるのは、 PERFORCE のデータベース ・

フ ァ イルだけです。 バージ ョ ン化フ ァ イルは PERFORCE サーバ ・ ルー ト の下のデ ィ レ ク ト リ に

保存されてお り 、 別個にバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

バージ ョ ン化フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト

バージ ョ ン化フ ァ イ ルは、 サーバ ・ ルー ト のサブデ ィ レ ク ト リ に保存 さ れます。 テキ ス ト ・

フ ァ イルは filename,v の形式のフ ァ イル名を付け、 RCS フ ォーマ ッ ト で保存されます。 一

般に、 RCS フ ォーマ ッ ト （,v） のフ ァ イルは、 テキス ト ・ フ ァ イルご と に 1 つあ り ます。 バイ

ナ リ ・ フ ァ イルは、 filename,d と い う 名前の独自のデ ィ レ ク ト リ に完全な内容で保存されま

す。 ユーザが フ ァ イ ル を 保存す る 際に選んだ PERFORCE フ ァ イ ル ・ タ イ プ に応 じ て、 各

filename,d デ ィ レ ク ト リ に 1つ以上のアーカ イブ されたバイナ リ ・フ ァ イルが保存されます。 

1 つの filename,d デ ィ レ ク ト リ に複数のフ ァ イルがあ る場合には、デ ィ レ ク ト リ 内の各フ ァ

イルが同一のバイナ リ ・ フ ァ イルの異な る リ ビジ ョ ンを参照し、 1.n と い う 名前が付け られま

す。 n は リ ビジ ョ ン番号です。

PERFORCE は Macintosh AppleSingle フ ァ イル ・ フ ォーマ ッ ト もサポー ト し ています。 これらの   

フ ァ イルは他のバイナ リ ・ フ ァ イル同様、サーバ上に圧縮されてフル・ フ ァ イル保存されます。

これらは Mac の AppleSingle フ ァ イル・ フ ォーマ ッ ト で保存されます。必要な ら、 これらのフ ァ  
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イルはサーバ ・ ルー ト から直接コ ピーし、 圧縮されていない状態で、 そのま ま Macintosh 上で 

使用でき ます。

PERFORCE はデ ィ ポ ・ フ ァ イルで圧縮を使用するので、 システム管理者はバ ッ ク ア ッ プ媒体の

サイ ズを決める と き、 データの圧縮性をあてにし てはいけません。 テキス ト ・ フ ァ イルもバイ

ナ リ ・ フ ァ イルも、 PERFORCE サーバによ って圧縮されてから （拡張子 .gz） 保存されるか、 圧

縮されずに保存されます。 通常、 デ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ にバイナ リ ・ フ ァ イルが圧縮され

ずに保存される場合、 そのバイナ リ ・ フ ァ イルは圧縮不可能なフ ァ イルだ と考え られます （例

えば、 圧縮フ ォーマ ッ ト で保存されている画像、 ビデオ ・ ス ト リ ームなど）。

チ ェ ッ クポイ ン ト 作成後のバッ ク ア ッ プ

ク ラ ッ シ ュによ る リ ス ト ア後、バージ ョ ン化フ ァ イルが確実にデータベースの情報をすべて反

映し ている よ う にする ためには、 db.* フ ァ イルを、 少な く と もバージ ョ ン化フ ァ イル と 同等

ま たはそれ以上の古 さ のチ ェ ッ ク ポ イ ン ト か ら リ ス ト ア し なければな り ません。 こ のため、

デ ィ ポのデ ィ レ ク ト リ に保存されているバージ ョ ン化フ ァ イルのバッ ク ア ッ プは、チェ ッ ク ポ

イ ン ト 作成後に行って く だ さい。

バージ ョ ン化フ ァ イルは、チェ ッ ク ポ イ ン ト に保存されているデータ よ り 新し く て も よいので

すが、 そのタ イ ミ ングのずれは最小限に と どめた方がよいでし ょ う 。 一般に、 バッ ク ア ッ プ ・

ス ク リ プ ト に よ り チェ ッ ク ポ イ ン ト 作成直後にバージ ョ ン化フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プする必

要があ り ます。

バッ ク ア ッ プの手順

PERFORCE サーバをバ ッ ク ア ッ プするには、 夜間のバッ ク ア ッ プ作業の一環 と し て次の操作を

行って く だ さい。

1. サーバの完全性を確認し、 新しいフ ァ イルの MD5 ダ イ ジェ ス ト およびフ ァ イル長 メ タ  

データ を追加し ます。

p4 verify //...

p4 verify は -q (quiet) オプシ ョ ンで実行する こ と も でき ます。-q オプシ ョ ンを付ける   

と 、 p4 verify はエラーが検出された と きにのみア ウ ト プ ッ ト を出し ます。

p4 verify は、アーカ イブされたすべてのフ ァ イルの MD5 署名を確認し、最初にフ ァ イ   

ルが保存された と きの もの と 比較し ます。また、PERFORCE で認識されているすべてのフ ァ 

イルがデ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ に存在する こ と も確認し ます。

バッ ク ア ッ プ前に p4 verify を実行する こ と によ り 、前回バッ ク ア ッ プ以降のデ ィ ポの   

新しいフ ァ イルのチェ ッ クサムやフ ァ イル長 メ タデータ を確実に作成し て保存し、その情

報を続 く バッ ク ア ッ プの一環と し て確実に保存する こ と ができ ます。

p4 verify を日常的に使用する こ と をお勧めし ます。 バッ ク ア ッ プ前にサーバの破損が  

発見で き るだけでな く 、 ク ラ ッ シ ュ が起き た と きに、 バ ッ ク ア ッ プか ら リ ス ト ア された

フ ァ イルの状態を検出する こ と もでき るからです。 

注 サイ ト がきわめて大きい場合には、 p4 verify は実行に時間が 
かかる可能性があ り ます。 さ らに、 p4 verify の実行中はデー 
タベースがロ ッ ク される ため、 他のほ と んどの PERFORCE コマ 
ン ド が使用でき な く な り ます。 大規模なサイ ト の管理者は、 p4
verifyを毎晩ではな く 週1回実行する よ う 選択し て も よいかも
しれません。

p4 verify コマン ド に関する詳細は、 46 ページの 「署名によ る 
フ ァ イルの認証」 をご覧 く だ さい。
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2. -jc (journal-create) オプシ ョ ンで p4d を呼び出すか、 あ るいは p4 admin コマン ド を用  

いる こ と によ り 、 チェ ッ ク ポイ ン ト を作成し ます。

p4d -jc

または

p4 admin checkpoint

p4d はチェ ッ ク ポ イ ン ト を作成する と きにデータベース全体を ロ ッ クするので、 通常は

バッ ク ア ッ プの手順の途中で PERFORCE サーバを停止する必要はあ り ません。 

注 サイ ト がきわめて大きい場合 （例えば、 db.* フ ァ イルが数 GB

に及ぶ場合） には、 チェ ッ ク ポ イ ン ト の作成にかな り 時間がか
かるでし ょ う 。

そのよ う な場合には、 チェ ッ ク ポイ ン ト の作成 と ジ ャーナルの
更新をシステムの活動が低下する と き まで延ばし たい と思 う か
も しれません。 例えば、 夜間バッ ク ア ッ プでは、 journal フ ァ
イ ルを アーカ イ ブする だけに し、 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト の作成 と
ジ ャーナルの更新は週 1 度行 う よ う にし て も よいでし ょ う 。

3. フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プする前にチェ ッ ク ポ イ ン ト が順調に作成された こ と を確認し ま

す。 （デ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュが起き てから、 実は 3 週間前からチェ ッ ク ポ イ ン ト が正し く

作成されていなかった ! ── と い う こ と にな ら ないよ う にし たいです。） 

チェ ッ ク ポ イ ン ト ・コマン ド が順調に実行された こ と は p4d -jc から返って く るエラー・ 

コード を調べるか、 カレ ン ト ・ ジ ャーナルが更新された こ と を確認する こ と によ ってわか

り ます。

4. チェ ッ ク ポ イ ン ト が順調に作成された後、そのチェ ッ ク ポイ ン ト のフ ァ イル と それまでの

ジ ャーナルのフ ァ イル、 それにバージ ョ ン化フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プし ます。 （ほ と んど

の場合、 現実にはジ ャーナルをバッ ク ア ッ プする必要はあ り ません。 しかし、 一般的には

ジ ャーナルをバッ ク ア ッ プし てお く こ と をお勧めし ます。） 

注 まれに、 チェ ッ ク ポイ ン ト が作られてからデ ィ ポ ・ フ ァ イルが
バッ ク ア ッ プ ・ ユーテ ィ リ テ ィ によ ってバッ ク ア ッ プされる ま
での間に （例えば、 ユーザがバッ ク ア ッ プ中にフ ァ イルを消し
た り 、 フ ァ イル ・ バ ッ ク ア ッ プのプ ロ セス中に Windows 上の
フ ァ イルをサブ ミ ッ ト し た り し て） デ ィ ポ ・ フ ァ イルが変更さ
れる こ と があ り ます。

ほ と んどのサ イ ト は こ う し た問題の影響を受け ません。 し た
がって、 上記のよ う な リ ス クは皆無ではないにし て も、 サーバ
を 1 日 24 時間 / 週 7 日、連続稼働の状態にし てお く こ と をお勧
め し ます。 シ ス テ ムの活動レベルが低下する時間帯にバ ッ ク
ア ッ プが行われる場合には、 特にそ う です。

ただ し、 毎回のバ ッ ク ア ッ プの信頼性を最重視す る な ら ば、
チェ ッ ク ポ イ ン ト 作成前に PERFORCE サーバを停止し て、 バッ
ク ア ッ プ ・ プロセス完了後に再起動する こ と を検討し て く だ さ
い。 そ う すれば、 バッ ク ア ッ プ ・ プロセス中にシステムの状態
が変化する危険性を完全に排除する こ と ができ ます。

db.* フ ァ イルをバッ ク ア ッ プする必要はあ り ません。 最新のチェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャー

ナルに、 それら を再生するのに必要な情報はすべて含まれています。 さ らに重要なのは、

db.* フ ァ イルから リ ス ト ア されたデータベースは、 チェ ッ ク ポイ ン ト から リ ス ト ア され
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るデータベースの よ う に ト ラ ンザ ク シ ョ ン上の完全性が保たれている と は限ら ない こ と

です。 

Windows Windows では、PERFORCE サーバ動作中にシステムをバッ ク ア ッ
プする場合、バッ ク ア ッ プ・プロ グ ラ ムが db.* フ ァ イルのバッ
ク ア ッ プを し ないよ う にし てお く 必要があ り ます。

動作中のサーバで db.* フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし よ う と する
と 、 Windows はバッ ク ア ッ プ ・ プロ グ ラ ムがバッ ク ア ッ プを終
え る まで、それらのフ ァ イルを ロ ッ ク し ます。この間、PERFORCE

サーバはフ ァ イルにア ク セスでき な く な り ます。 ユーザがフ ァ
イルのア ッ プデー ト の操作を し よ う と し て も、 サーバは受けつ
けないでし ょ う 。

db.* フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プの対象から除外でき ない ソ フ ト
ウ ェ ア を お使いの場合は、 バ ッ ク ア ッ プの前に p4 admin 
stop でサーバを停止し、 バッ ク ア ッ プ後に再起動し て く だ さ
い。

リ カバリの手順

データベース ・ フ ァ イルがデ ィ ス ク ・ エラー、 デ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュ等のハード ウ ェ ア故障の

いずれの原因にせよ、 破損し た り 、 失われた り し た場合には、 データベースは保存されている

チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナルで再生する こ と ができ ます。

システムは様々なかたちで壊れます。 このマニュ アルでそのあ ら ゆる ケース を扱 う こ と はでき

ませんが、 少な く と も次の 2 つの代表的なケース を想定し て、 基本的な リ カバ リ の方針を示し

ます。

• PERFORCE データベースだけが破損し、 バージ ョ ン化フ ァ イルは壊れていない場合

• データベース もバージ ョ ン化フ ァ イルも破損し た場合

これらの場合の リ カバ リ の手順は少し異な り ますので、以下にの 2 つの項目で別々に論じ る こ

と にし ます。

データベース またはバージ ョ ン化フ ァ イルに破損の疑いがあ る場合には、 PERFORCE のテ ク ニ

カル ・ サポー ト までご連絡 く だ さい。

データベースが破損し、 バージ ョ ン化フ ァ イルは無事の場合

データベースだけが破損し た場合 （例えば、db.* フ ァ イルを納めていた ド ラ イブが ク ラ ッ シ ュ

し たが、 バージ ョ ン化フ ァ イルはシンボ リ ッ ク ・ リ ン ク を用いて別の物理ド ラ イブに保存し て

いた場合） には、 データベースだけを再生すれば十分です。

必要な もの

• 最後に作成し たチェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イル。最新の P4ROOT デ ィ レ ク ト リ のバッ ク ア ッ プ

から入手可能です。

• カ レ ン ト ・ ジ ャーナル ・ フ ァ イル。 P4ROOT デ ィ レ ク ト リ と は別のフ ァ イルシステムにあ る

ため、P4ROOT デ ィ レ ク ト リ が保持されていたフ ァ イルシステムに対する障害の影響は受け

ていないはずです。

必要ないもの

• バージ ョ ン化フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ。 ク ラ ッ シ ュの影響を受けていなければ、 すでに最新

の状態になっています。
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データベースを リ カバリするには

1. p4d サーバを停止し ます。

p4 admin stop

（p4 admin は PERFORCE スーパー ・ ユーザしか使えません。）

2. データベース （db.*） フ ァ イルを リ ネーム （または移動） し ます。

mv your_root_dir/db.* /tmp

チェ ッ ク ポ イ ン ト から リ カバ リ を行った場合は db.* フ ァ イルが $P4ROOT デ ィ レ ク ト リ    

に存在し ない可能性があ り ます。古い db.* フ ァ イルを リ カバ リ プロセスで使用する こ と  

はあ り ませんが、リ ス ト アに成功し た こ と が確認でき る まで削除し ないこ と をお勧めし ま

す。

3. -jr (journal-restore) オプシ ョ ンで最後に作成し たチェ ッ ク ポ イ ン ト と カレ ン ト ・ ジ ャー 

ナルを指定し p4d を起動し ます。 サーバ ・ ルー ト （$P4ROOT） を明示的に指定する場合

は、 -jr オプシ ョ ンの前に引数 -r $P4ROOT を付けます。

p4d -r $P4ROOT -jr checkpoint_file journal_file 

これでデータベースは最後のチェ ッ ク ポ イ ン ト 作成時点の状態に リ カバ リ し、その上でそ

のチェ ッ ク ポ イ ン ト 作成後のジ ャーナル ・ フ ァ イルに記録された変更が適用されます。

注 チェ ッ ク ポ イ ン ト 作成時に -z （圧縮） オプシ ョ ンを指定し て 
チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 圧縮 し た場合には、 圧縮 さ れて い な い
ジ ャーナル ・ フ ァ イルを圧縮されたチェ ッ ク ポイ ン ト と別に リ
ス ト アする必要があ り ます。

すなわち、 コマン ド

p4d -r $P4ROOT -jr checkpoint_file journal_file 

ではな く 、 次の 2 つのコマン ド を使います。

p4d -r $P4ROOT -z -jr checkpoint_file.gz  
p4d -r $P4ROOT -jr journal_file 

-z オプシ ョ ンを使 う と きには、 拡張子 .gz を明示的に指定し、 
-jrオプシ ョ ンの前に引数-r $P4ROOTを入れるの も忘れないで 
く だ さい。

システムをチ ェ ッ クする

リ ス ト アは完了し ま し た。 35 ページの 「 リ ス ト ア後のシステムの完全性を確認する」 を参照

し、 リ ス ト アが成功し た こ と を確認し て く だ さい。

システムの状態

最新のチェ ッ ク ポ イ ン ト から リ カバ リ し たデータベースは、 カレ ン ト ・ ジ ャーナルに保存され

ていた変更を適用する と、 故障発生時点の最新の状態に戻 り ます。

リ カバ リ 後はデータベース もバージ ョ ン化フ ァ イルも、 ク ラ ッ シ ュする までのすべての変更が

反映されています。 失われたデータはないはずです。

データベース とバージ ョ ン化フ ァ イルの両方が失われるか破損し た場合

データベース と バージ ョ ン化フ ァ イルが と もに破損し た場合には、その両方を リ ス ト アする必

要があ り 、バージ ョ ン化フ ァ イルが リ ス ト ア されたデータベース よ り 古 く ないこ と も確認し て

お く 必要があ り ます。

必要な もの
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• 最後に作成し たチェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イル。最新の P4ROOT デ ィ レ ク ト リ のバッ ク ア ッ プ

から入手可能です。

• バージ ョ ン化フ ァ イル。 最新の P4ROOT デ ィ レ ク ト リ のバッ ク ア ッ プから入手可能なです。

必要ないもの

• カ レ ン ト ・ ジ ャーナル ・ フ ァ イル。

ジ ャーナルは、最後のバッ ク ア ッ プから ク ラ ッ シ ュ までに メ タデータ と バージ ョ ン化フ ァ イ

ルに加え られた変更を記録し ています。こ こ まではク ラ ッ シ ュの前に行われたバッ ク ア ッ プ

からバージ ョ ン化フ ァ イルを リ ス ト ア し よ う と し ているので、チェ ッ ク ポイ ン ト だけが リ カ

バ リ に有用な メ タデータ を含み、 ジ ャーナルの情報はほ と んど役立ちません。

データベースを リ カバリするには

1. p4d サーバを停止し ます。

p4 admin stop

（p4 admin は PERFORCE スーパー ・ ユーザしか使えません。）

2. 破損し たデータベース （db.） ・ フ ァ イルを リ ネーム （または移動） し ます。

mv your_root_dir/db.* /tmp

実際には、 破損し た db.* フ ァ イルを リ ス ト アプロセスで使用する こ と はあ り ませんが、

念のため、 リ ス ト アに成功し た こ と が確認でき る まで削除し ないこ と をお勧めし ます。

3. -jr (journal-restore) オプシ ョ ンに最新のチェ ッ ク ポ イ ン ト のみを指定し て p4d を起動し 

ます。

p4d -r $P4ROOT -jr checkpoint_file 

こ れでデー タ ベース は最後のチ ェ ッ ク ポ イ ン ト 作成時点の状態に リ カバ リ し ますが、

ジ ャーナル ・ フ ァ イルに記録されている変更は適用されません。 （引数 -r $P4ROOT は、 

-jr オプシ ョ ンの前に指定し なければな り ません。）

ジ ャーナル ・ フ ァ イルに記録された変更を適用せずに リ カバ リ する と 、データベースは最

後にバッ ク ア ッ プし た時点の状態に戻 り ます。 このケースでは、 リ ス ト ア されるバージ ョ

ン化フ ァ イルには、最後のチェ ッ ク ポイ ン ト 作成時点までのデ ィ ポの状態しか反映されな

いので、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルに記録されている変更を適用する必要はあ り ません。

バージ ョ ン化フ ァ イルを リ カバリするには

4. データベース を リ カバ リ し た ら、 次に、 システムの リ ス ト アの手順 （例えば UNIX の

restore(1) コ マン ド） に従ってバージ ョ ン化フ ァ イルを リ ス ト アする必要があ り ます。 

そのバージ ョ ン化フ ァ イルがデータベース よ り 古 く ないこ と を確認し て く だ さい。

システムをチ ェ ッ クする

リ ス ト アは完了し ま し た。 35 ページの 「 リ ス ト ア後のシステムの完全性を確認する」 を参照

し、 リ ス ト アが成功し た こ と を確認し て く だ さい。
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最後のシステム ・ バッ ク ア ッ プからデ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュ までの間にデ ィ ポにサブ ミ ッ ト され

たフ ァ イルは、 リ ス ト ア後のデ ィ ポには存在し ません。

注 （デ ィ ポにサブ ミ ッ ト 済だがバ ッ ク ア ッ プ さ れていなかっ た）
“新しい” フ ァ イル は リ ス ト ア後のデ ィ ポに残っていませんが、 
そのよ う なフ ァ イルは 1 人以上のユーザが ク ラ イ アン ト ・ ワー
ク スペースに最新版のコ ピーを保存し ている可能性があ り ます
（いや、 き っ と 保存し ています !）。

そのよ う なフ ァ イルを見つけ るには、 次のよ う に PERFORCE コ
マン ド を使ってユーザに ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースのフ ァ
イル と デ ィ ポのフ ァ イルの違いを調べて も らいます。 コマン ド

p4 diff -se

を実行し た ら、 ワーク スペースのフ ァ イルの中で PERFORCE が
自己のシステムのフ ァ イル と認識し ないフ ァ イルの リ ス ト が表
示されます。 そのフ ァ イルがま さに リ ス ト ア し よ う と し ている
も のであ る こ と を確認し た ら、 ユーザにそのフ ァ イルを edit

で作業状態にし て も らい、 チェ ンジ リ ス ト と し てデ ィ ポにサブ
ミ ッ ト し て も ら う と よいでし ょ う 。

システムの状態

リ ス ト ア後のデ ィ ポ ・ デ ィ レ ク ト リ には、 最新のバージ ョ ン化フ ァ イルは含まれていない （す

なわち、 最後のバッ ク ア ッ プからデ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シュ までの間にサブ ミ ッ ト されたフ ァ イル

はサーバから失われている） 可能性があ り ます。

• 通常、 そのよ う なフ ァ イルの最新 リ ビジ ョ ンは、 ユーザの ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースに

残っている コ ピーから リ ス ト アする こ と ができ ます。

• バージ ョ ン化フ ァ イルだけが失われた場合 （つま り 、 データベースは別のデ ィ ス ク に保存さ

れていて ク ラ ッ シ ュの影響を受けなかった よ う な場合） には、 データベースのコ ピーを作成

し てジ ャーナルをそれに適用し、 最近のチェ ンジ リ ス ト を調べる こ と によ って、 最後のバッ

ク ア ッ プからデ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュ までの間にサブ ミ ッ ト されたフ ァ イルを突き と める こ と

ができ ます。

いずれにせよ、 詳細については PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト までご連絡 く だ さい。

リ ス ト ア後のシステムの完全性を確認する

リ ス ト ア後は p4 verify を実行し、 バージ ョ ン化フ ァ イルがデータベース よ り 古 く ないこ と  

を確認し てお く と よいでし ょ う 。

p4 verify -q //...

こ のコマン ド で、 バージ ョ ン化フ ァ イルの完全性を確認し ます。 -q (quiet) オプシ ョ ンが付い 

ているのでア ウ ト プ ッ ト はエラー検出時のみで、 ア ウ ト プ ッ ト がないのが理想です。

p4 verify コマン ド でバージ ョ ン化フ ァ イルが MISSING と し て検出された場合は、リ ス ト ア 

されなかったフ ァ イルに関する情報がデータベースにあ る こ と を意味し ます。 通常、 こ の現象

は、バージ ョ ン化フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ後に作成されたチェ ッ ク ポイ ン ト と ジ ャーナルから

リ ス ト アが行われる （つま り 、 バージ ョ ン化フ ァ イルの方がデータベース よ り 古い） こ と が原

因で発生し ます。

バッ ク ア ッ プ ・ルーチンの一環と し て、（お勧めし た よ う に） p4 verify を用いて保存し てい  

れば、 リ ス ト ア後にサーバ上で p4 verify を実行し、 リ ス ト アが成功し た こ と を再確認する 

こ と ができ ます。
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第 2 章 : PERFORCE のサポー ト : バッ ク ア ッ プ と リ カバ リ
ク ラ ッ シ ュ後のシステム リ ス ト アが う ま く いかない場合には、 PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー

ト に連絡し、 サポー ト をご依頼 く だ さい。
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第 3 章  PERFORCE の管理 :  

スーパー ・ ユーザのタ スク
 

本章では、 PERFORCE の日常管理に関わる基本的な タ ス ク のほか、 ク ロ スプ ラ ッ ト フ ォーム開 

発課題、 PERFORCE サーバのマシン間移行、 および リ モー ト / ローカル ・ デ ィ ポの操作に関連 

する PERFORCE の高度な設定 について説明し ます。

本章で説明す る 作業の ほ と ん ど は、 PERFORCE プ ロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルに定義 さ れ た 

PERFORCE スーパー ・ ユーザ ( ア ク セ ス ・ レベル super) ま たは管理者 ( ア ク セ ス ・ レベル    

admin) の権限を必要と し ます。 PERFORCE スーパー ・ ユーザまたは管理者のア ク セス管理、 お 

よびプロ テ ク シ ョ ン全般については 69 ページの 「PERFORCE の管理 : プロ テ ク シ ョ ン」 をご覧 

く だ さい。

PERFORCE の リ リ ース 2004.2 で、 パス ワード強度要求および認証方法ポ リ シーを管理する、 新   

し い認証機構 と サーバ構成可能なセキ ュ リ テ ィ 設定が導入さ れま し た。 詳細については、 37

ページの 「認証方法 : パス ワード と チケ ッ ト 」 と  39 ページの 「サーバ ・ セキ ュ リ テ ィ ・ レベ 

ル」 を参照し て く だ さい。

PERFORCE 管理の基本

こ こ では、 PERFORCE スーパー ・ ユーザまたは管理者が日常的に行 う 次のよ う な作業を説明し

ます。

• ユーザ メ ンテナン ス作業 ： パス ワード の再設定、 新規ユーザの作成、 新規ユーザの自動作成

の防止、 旧ユーザが作業状態のま まにし ている フ ァ イルの削除。

• システム管理 ： サーバ ・ セキ ュ リ テ ィ ・ レベルの設定、 フ ァ イル削除によ るデ ィ ス ク容量の

再生、 サブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト の編集、 サーバの完全性の確認、 フ ァ イルタ イプの定義

によ る PERFORCE のフ ァ イルタ イプ検出機構の制御、 -f オプシ ョ ンによ る強制操作。

認証方法 : パスワー ド と チケ ッ ト

PERFORCE では、 パス ワード ・ ベース認証 と チケ ッ ト ・ ベース認証の 2 つの認証方法がサポー   

ト されています。

警告 チケ ッ ト ・ ベース認証は、 パス ワード ・ ベース認証よ り 安全な
認証機構 で す が、 ク ラ イ ア ン ト の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と
PERFORCE サーバの間のネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク を暗号化し 
ません。

安全でないネ ッ ト ワーク を経由し て PERFORCE にア ク セスする  
場合は、 選択し た認証方法にかかわらず、 サード ・ パーテ ィ の
ト ンネ リ ング ・ ソ リ ューシ ョ ン (ssh や VPN など ) を使用し て     
く だ さい。
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パスワー ド ・ ベース認証のし く み

パス ワー ド ・ ベース認証は、 ステー ト レ スです。 つま り 、 パス ワー ド を正し く 設定し た後は、

無期限のア ク セス権限が与え られます。 リ リ ース 2004.2 よ り 前は、 パス ワー ド ・ ベース認証  

機構によ ってパス ワード の強度または存在の要求が強要される こ と はあ り ませんでし た。

リ リ ース 2004.2 で導入されたサーバ ・ セキ ュ リ テ ィ ・ レベルの概念によ って、 管理者はパス  

ワー ド の強度および存在の要求を強要でき ます。 詳細については、 39 ページの 「サーバ ・ セ

キ ュ リ テ ィ ・ レベル」 をご覧 く だ さい。

パス ワード ・ ベース認証は、 レベル 0、 1、 および 2 でサポー ト されます。

チケ ッ ト ・ ベース認証のし く み

チケ ッ ト ベース認証は、 時間制限のあ るチケ ッ ト に も と づいています。 ユーザは、 こ のチケ ッ

ト によ って、 PERFORCE サーバに接続でき ます。 チケ ッ ト は P4TICKETS 環境変数で指定し た  

フ ァ イ ルに保存 さ れ ま す。 こ の変数が設定 さ れ て い な い場合、 Windows では

%USERPROFILE%\p4tickets.txt、UNIX と その他のOSでは$HOME/.p4tickets にチケ ッ 

ト が保存されます。 チケ ッ ト は、 リ リ ース 2004.2 以降の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム  

によ って自動的に管理されます。

すべてのチケ ッ ト の有効期間は有限で、 こ の期間が終了し た後はチケ ッ ト が無効にな り ます。

デフ ォル ト では、 チケ ッ ト は 12 時間 (43200 秒 ) 有効です。 ユーザのグループご と に異な るチ    

ケ ッ ト の有効期間を設定するには、 各グループの p4 group フ ォームの Timeout: フ ィ ール    

ド を編集し ます。 複数のグループに属するユーザのタ イ ムア ウ ト 値は、 そのユーザが属するす

べてのグループの タ イ ムア ウ ト 値の う ちの最大の値です。 無期限のチケ ッ ト を作成するには、 

[Timeout:] を 0 に設定し ます。

チケ ッ ト はパス ワー ド ではあ り ませんが、 ユーザが PERFORCE パス ワー ド を指定で き れば、  

PERFORCE サーバは有効なチケ ッ ト を受け入れます。 こ の動作によ って、 チケ ッ ト ・ ベース認 

証のセキ ュ リ テ ィ 上の利点に、 パス ワード ・ ベース認証によ って提供される ス ク リ プ ト 作成の

容易さが加わ り ます。 チケ ッ ト ・ ベース認証は、 すべてのサーバ ・ セキ ュ リ テ ィ ・ レベルでサ

ポー ト され、 セキ ュ リ テ ィ ・ レベル 3 では必須です。

PERFORCE へのログイ ン

チケ ッ ト ・ ベース認証を使用するには、 p4 login コマン ド を使用し て ロ グ イ ン し て、 チケ ッ  

ト を取得し ます。

p4 login

ユーザはパス ワード の入力を求められ、 そのユーザのチケ ッ ト ・ フ ァ イルにチケ ッ ト が自動的

に作成されます。 ロ グ イ ン中に p4 login を実行し て、 チケ ッ ト の有効期間を延長でき ます。   

ロ グ イ ン中に p4 login を実行する と 、チケ ッ ト の有効期間は初期タ イ ムア ウ ト 設定値の 1/3 だ    

け延長されます ( 最大でチケ ッ ト の初期タ イ ムア ウ ト 設定値まで )。

デフ ォル ト では、 PERFORCE チケ ッ ト はそのユーザの IP ア ド レ スに対し てのみ有効です。 複数   

のマシン上で使用される共有ホーム ・ デ ィ レ ク ト リ があ る場合は、 以下のコマン ド を使用する

と 、 どのマシンから で も PERFORCE にロ グ イ ンでき ます。

p4 login -a

こ のコマン ド は、 すべての IP ア ド レ スか ら使用でき る ホーム ・ デ ィ レ ク ト リ にチケ ッ ト を作  

成し ます。

PERFORCE からのログアウ ト

チケ ッ ト を削除し て 1 つのマシン上で PERFORCE から ロ グア ウ ト するには、 以下のコマン ド を    

使用し ます。

p4 logout
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チケ ッ ト ・ フ ァ イルのエン ト リ が削除されます。 同じ PERFORCE サーバに対し て有効なチケ ッ  

ト が複数あ り 、 それらのチケ ッ ト が他のマシン上にあ る場合は、 他のマシン上のチケ ッ ト は削

除されません ( それらのマシン上でロ グ イ ン し たま まにな り ます )。

複数のマシンから PERFORCE にロ グ イ ン し ている場合、 以下のコマン ド を使用し て、 ロ グ イ ン  

し ていたすべてのマシンで PERFORCE から ロ グア ウ ト する こ と ができ ます。

p4 logout -a

これによ り 、 すべての PERFORCE チケ ッ ト が無効化され、 ユーザはロ グア ウ ト し ます。

チケ ッ ト ・ ステータ スの設定

現在のチケ ッ ト  ( つま り 、 IP ア ド レ ス、 ユーザ名、 および P4PORT の設定 ) がまだ有効であ る    

かど う かを確認するには、 以下のコマン ド を使用し ます。

p4 login -s

チケ ッ ト が有効であ る場合は、 有効期間の残 り 時間が表示されます。

ユーザが現在持っているすべてのチケ ッ ト を表示するには、 以下のコマン ド を使用し ます。

p4 tickets

チケ ッ ト ・ フ ァ イルの内容が表示されます。

サーバ ・ セキュ リ テ ィ ・ レベル

PERFORCE スーパー・ユーザは、security カ ウ ン タ を設定し て、サーバ全体にわた るパス ワー  

ド 使用要求、 パス ワード強度の強要、 およびサポー ト されているユーザ / サーバ認証の方法を

設定でき ます。 security カ ウ ン タ を変更するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

p4 counter -f security seclevel

こ の場合、seclevel は 0、1、2、または 3 です。カ ウ ン タ を設定し た後、サーバを再起動し ます。

サーバ ・ セキュ リ テ ィ ・ レベルの選択

デフォ ルト のセキュ リ ティ ・ レ ベルは 0 ( パス ワ ード は不要、 パス ワ ード 強度は強要さ れない )  

です。

すべてのユーザがパス ワード を持つよ う にするには、 セキ ュ リ テ ィ ・ レベル 1 を使用し ます。  

旧 リ リ ースの ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムのユーザは引き続き弱いパス ワード を入力する こ と が

でき ます。

すべてのユーザが強いパス ワード を持つよ う にするには、 セキ ュ リ テ ィ ・ レベル 2 を使用し ま  

す。 旧 リ リ ースの PERFORCE ソ フ ト ウ ェ アは引き続き動作し ますが、 旧 リ リ ースの PERFORCE   

ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのユーザは、 リ リ ース 2003.2 またはそれ以降の PERFORCE ク ラ イ   

アン ト ・ プロ グ ラ ムを使用し てパス ワード を強いパス ワード に変更する必要があ り ます。

すべてのユーザに強いパス ワード を持つよ う 要求する場合やセ ッ シ ョ ン ・ベースの認証の使用

を要求する場合は、 セキ ュ リ テ ィ ・ レベル 3 と 最新の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア   

を使用し ます。

レベル 0 は、2003.2 よ り 前の リ リ ースのサーバの動作に相当し ます。 レベル 1 および 2 は、以   

前の ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのサポー ト を目的と し て設計されま し た。 レベル 3 は、 最も  

高度なセキ ュ リ テ ィ を提供し ます。
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PERFORCE サーバ ・ セキ ュ リ テ ィ ・ レベル と 、 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムの動作に対  

するその影響を以下に説明し ます。

セキュ リ テ ィ  

レベル

サーバの動作

0  
( または未設定 )

以前の ク ラ イ アン ト をサポー ト 。 パス ワー ド は不要です。 パス ワー ド を使用する場

合、 パス ワード強度は強要されません。

パス ワー ド を持つユーザは、 チケ ッ ト ・ ベース認証のために P4PASSWD 設定または  

p4 login コマン ド を使用する こ と ができ ます。

旧 リ リ ースの PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムのユーザは影響を受けません。

1 リ リ ース 2003.2 以降の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ムのユーザの場合は強いパ    

ス ワード が必要ですが、 既存のパス ワード は再設定されません。

リ リ ース 2003.2 よ り 前の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは、 p4 passwd を使      

用し てパス ワード を設定するか、 p4 user フ ォームにパス ワード を設定する こ と が  

でき ますが、 パス ワード強度は強要されません。

パス ワー ド を持つユーザは、 チケ ッ ト ・ ベース認証のために P4PASSWD 設定または  

p4 login コマン ド を使用する こ と ができ ます。

2 すべての未検証の強度のパス ワード を変更する必要があ り ます。

リ リ ース 2003.2 よ り 前の ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムのユーザはパス ワー ド を設定で  

き ません。

リ リ ース 2003.2 以降のク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムのユーザは、p4 passwd を使用し    

て、 プロ ンプ ト でパス ワード を入力する必要があ り ます。 p4 user フ ォーム または  

p4 passwd -O oldpass -P newpass コマン ド によ るパス ワード の設定は禁止さ      

れます。

Windows では、 パス ワード がレジス ト リ に保存される こ と も、 レジス ト リ から読み取 

られる こ と も な く な り ます (P4PASSWD を環境変数 と し て保存する こ と はで き ます 

が、 p4 set P4PASSWD で設定されたパス ワード は無視されます )。

リ リ ース 2003.2 以降の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ムで強いパス ワード を設定    

し てい る ユーザは、 P4PASSWD 設定 ( パス ワー ド ・ ベース認証の場合 ) ま たは p4    
login コマン ド ( チケ ッ ト ベース認証の場合 ) を使用する こ と ができ ます。

3 すべてのパス ワード ・ ベース認証が拒否されます。

ユーザは、 チケ ッ ト ・ ベース認証を使用する必要があ り ます (p4 login)。

パス ワード に依存する ス ク リ プ ト があ る場合は、 p4 login を使用し て、 そのス ク リ プ  

ト を実行するユーザに対し て有効なチケ ッ ト を作成するか、p4 login -p を使用し   

て、 パス ワード と同じ よ う に PERFORCE コマン ド に渡すこ と のでき る ( つま り 、 コマ   

ン ド ラ イ ンから渡すか、 または P4PASSWD を有効なチケ ッ ト の値に設定し て渡すこ  

と のでき る ) チケ ッ ト の値を表示し ます。

パスワー ドの強度

サーバのセキ ュ リ テ ィ ・ レベル と PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ リ リ ースの特定の  

組み合わせでは、 ユーザは 「強い」 パス ワード を設定する こ と を求められます。 パス ワード が

8 文字以上の長さ で、 以下の記述の う ちの少な く と も 2 つが真であ る場合に、 そのパス ワード   

は強い と 見な されます。

• パス ワード に大文字が含まれている

• パス ワード に小文字が含まれている

• パス ワード にアルフ ァベッ ト 以外の文字が含まれている

例えば、 a1b2c3d4、 A1B2C3D4、 aBcDeFgH などのパス ワード は強い と 見な されます。
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ユーザ ・ パスワー ドの再設定

PERFORCE スーパー・ ユーザは、次のコマン ド を使用し て PERFORCE ユーザのパス ワード を再設   

定する こ と ができ ます。

• リ リ ース 99.1 以降

p4 passwd username

入力を要求された ら、 新しいユーザ用パス ワー ド username を入力し ます。

• 99.1 よ り 前の リ リ ース

p4 user -f username

ユーザ仕様フ ォームの Password: フ ィ ール ド にパス ワード を入力し ます。

ユーザの作成

デフ ォル ト では、存在し ないユーザ名によ ってコマン ド が発行される たびにデータベースに新

規ユーザ・ レ コード が作成されます。また、PERFORCE スーパー・ユーザは次のよ う に -f (force) 

オプシ ョ ンを使って新規ユーザを生成する こ と ができ ます。

p4 user -f username

フ ォーム ・ フ ィ ール ド に作成し たいユーザに関する情報を入力し ます。

p4 user コマン ド には、 フ ォーム ・ エデ ィ タ を使わずに標準入力でき るオプシ ョ ン （-i） も 

あ り ます。 多数のユーザ をすばや く 作成す る には、 ユーザ ・ デー タ を読み取 り 、 p4 user 
フ ォ ーム に よ っ て使用 さ れ る フ ォ ーマ ッ ト で出力を生成 し、 生成 さ れた各フ ォ ーム を p4 
user -i -f にパイプで送る ス ク リ プ ト を作成し ます。

ユーザ （自動） 作成の防止

デフ ォル ト では、 PERFORCE サーバは存在し ないユーザによ って コマン ド が発行される たびに

新規ユーザ ・ レ コード を作成し ます。

PERFORCE グループを作成し、権限を持つユーザ全員を 1 つのグループに割 り 当て、 権限を持つ 

ユーザのグループに属さ ないユーザには書き込み権限を認めない よ う にすれば、 最も簡単に

ユーザの自動作成を防げます。

例 : グループ内のユーザを設定する

PERFORCE スーパー ・ ユーザが、 サーバに新しいユーザを作らせないよ う にし たい と 考え
ます。 そ こ で、 次のよ う に p4 users を実行し、 現時点で自サイ ト にいる 3 人のユーザ 
を登録し ます。

p4 group p4users
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表示される フ ォームには、 次のよ う に記述し ます。

# A PERFORCE Group Specification.
# Group:      The name of the group.
# MaxResults: Limits the rows (or ’unlimited’) any one operation
#               can return to the client. See ’p4 help maxresults’.
# MaxScanRows:Limits the rows (or ’unlimited’) any one operation
#               can scan from any one database table...
# MaxLockTime:Limits the time (in milliseconds, or ’unlimited’)
#               any one operation can lock any database table when
#               scanning data...
# Timeout:    Time in seconds which determines how long a 'p4 login'
#             session ticket remains valid (default is 12 hours).
# Subgroups:  Other groups automatically included in this group.
# Users:      The users in the group.  One per line.
Group:  p4users
MaxResults:     unlimited
MaxScanRows:    unlimited
MaxLockTime:    unlimited
Timeout:        43200
Subgroups:
Users:
        edk
        lisag

さ らに p4 protect を実行し、 プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルを編集し ます。 デフ ォル ト 時、 
テーブルの書き込み権限に関する行は次のよ う に表示されます。

write user * * //...

これは、 あ ら ゆるユーザ （最初の *） に対し て、 あ ら ゆる ホ ス ト （2 番目の *） から、 デ ィ
ポ内のすべての領域 （//... が示すフ ァ イル） への書き込み権限を認めています。

最後に、 スーパーユーザは p4 protect を使ってプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブル内の この行 
を次のよ う に変更し ます。

write group p4users * //...

これで、 write ア ク セスは PERFORCE グループ p4users のユーザだけに限定される よ う
にな り ま し た。 p4users の メ ンバーは、 あ らゆる ホ ス ト （*） から PERFORCE を使用する
こ と ができ、 デ ィ ポ内のすべての領域 （//...） に対し て書き込みを行 う こ と ができ ます。

プ ロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルに別の行を追加 し ない限 り 、 すべてのユーザ （今では p4
protect の中で定義されています）に権限が認められてお り （または認められておらず）、
新しいユーザが PERFORCE の使用を試みよ う と し て も、 サーバは自動的に新しいユーザを
作成する こ と はあ り ません。

プロ テ ク シ ョ ンの さ らに詳しい取 り 扱いについては 69 ページの 「PERFORCE の管理 : プロ テ ク 

シ ョ ン」 をご覧 く だ さい。

旧ユーザの削除

ユーザはそれぞれ PERFORCE のラ イセン ス を 1 つずつ使用し ています。PERFORCE 管理者は、次   

のコマン ド を使ってユーザを削除し、 空きのラ イセン ス を作る こ と ができ ます。

p4 user -d username

ユーザを削除する前に、チェ ンジ リ ス ト 上でユーザが作業状態にし ている フ ァ イルを取 り 消す

（ま たはサブ ミ ッ ト する） 必要があ り ます。 フ ァ イルを作業状態に し ている ユーザを削除し よ 

う と する と 、 PERFORCE はその旨のエラー ・ メ ッ セージを表示し ます。

ユーザを削除する と PERFORCE のラ イセン スが解放されますが、 グループやプロ テ ク シ ョ ン ・ 

テーブルは自動的には更新されません。 p4 group または p4 protect を使用し て これらの   

テーブルからユーザを削除し て く だ さい。
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新規ラ イセンス許可ユーザの追加

PERFORCE のラ イセン スは、 license と い う フ ァ イルによ り 制御されています。 このフ ァ イル

はサーバのルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ に格納されています。

ラ イセン ス ・ フ ァ イルを追加または更新するには、 PERFORCE サーバを停止し、 license フ ァ

イルをサーバのルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし て PERFORCE サーバを再起動し ます。

リ リ ース 2006.2 では、 p4 license -i を使用し て標準入力から新しいラ イセン ス ・ フ ァ イ   

ルを読み込むこ と によ り 、PERFORCE サーバを停止する こ と な く 既存の license フ ァ イルを更   

新する こ と ができ ます。

PERFORCE から取得し た新しいラ イセン ス ・ フ ァ イルのほ と んどは、 サーバの IP ア ド レ スが変   

更されている場合を除き、 p4 license を使用し て イ ン ス ト ール可能です。 サーバの IP ア ド    

レ スが変更されている場合、または現時点で license フ ァ イルが存在し ない場合は、PERFORCE

サーバを停止し、 ラ イセン ス ・ フ ァ イルを手動で所定の場所にコ ピーし、 サーバを再起動する

必要があ り ます。
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旧ユーザによる作業中のフ ァ イルの取り消し

不在または廃止されたユーザ （例えば退職者） によ って作業状態のま まになっている フ ァ イル 

を元に戻すには、 作業状態の ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様を PERFORCE 管理者が削除し 

ます。

例えば、 p4 opened のア ウ ト プ ッ ト が次のよ う に表示された と き、

//depot/main/code/file.c#8 - edit default change (txt) by 
jim@stlouis

ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様 “stlouis” は次のコマン ド で削除でき ます。

p4 client -d -f stlouis

ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様を削除する と、 そのワーク スペースで作業状態にあ る フ ァ

イルもすべて取 り 消され、 ワーク スペースに関連付け られた作業中チェ ンジ リ ス ト と、 ワーク

スペースに関連付け られた修正レ コード が削除されます。 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様

を削除し て も、 ワーク スペースの所有者が実際に使っていたワーク スペースのフ ァ イルには影

響し ません。 それらのフ ァ イルは引き続き他のユーザによ ってア ク セス可能です。

フ ァ イル削除によるデ ィ スク容量の再生

警告 ! p4 obliterate は注意し て使って く だ さい。これは PERFORCE 
の中で実際にフ ァ イ ルのデータ を削除する唯一の コ マン ド で
す。

デ ィ ポは常に拡張し ています。 これは必ずし も望ま しいこ と ではあ り ません。 ユーザが不注意

なブラ ンチやサブ ミ ッ ト によ って数百の不要なフ ァ イルを作成し ていた り 、使用されな く なっ

た古いフ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ があ る こ と も あ り ます。 p4 delete は単に最新 リ ビジ ョ ン内 

でフ ァ イルを削除扱いにするだけなので、サーバのデ ィ ス ク容量に空きができ るわけではあ り

ません。

デ ィ ス ク 容量に空 き を 作 る には、 PERFORCE 管理者が p4 obliterate を 使い ま す。 p4 
obliterate filename は、デ ィ ポから あ る フ ァ イルのすべての履歴を削除し、それを最初か 

ら存在し なかった も同然にする こ と ができ ます。

注 ソ フ ト ウ ェ ア構成管理システムの目的は、 どのフ ァ イルにどの
よ う な操作が行われたか と い う 履歴をサ イ ト に保持 さ せる こ
と にあ り ます。 p4 obliterate コマン ド はこの目的に反し ま 
す。 このコマン ド は、 本来、 デ ィ ポ内に存在し な く なったフ ァ
イ ルの情報をデータベース か ら 削除する こ と だけ を目的 と し
た コマン ド であ り 、 通常の ソ フ ト ウ ェ ア開発プロセスの一部 と
し て使用する ためのコマン ド ではあ り ません。

p4 obliterate がコ ンピ ュータの能力のかな り の部分を使用 
する こ と にも ご注意 く だ さい。 フ ァ イルを削除するには、 メ タ
データ全体を フ ァ イ ル引数ご と に ス キ ャ ンする必要があ り ま
す。 コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 が ピ ー ク に 達 す る 期 間 に、 p4
obliterate を実行する こ と は避けて く だ さい。

デフ ォル ト では、 p4 obliterate filename は何も し ません。 何をするかを表示するだけで  

す。 実際にフ ァ イルを破壊するには、 p4 obliterate -y filename を使います。

あ る フ ァ イルの 1 つの リ ビジ ョ ンだけを破壊するには、 コマン ド ラ イ ンに消し たい リ ビジ ョ ン

の番号 （例えば リ ビジ ョ ン 5） だけを指定し ます。

p4 obliterate -y file#5
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リ ビジ ョ ン範囲の指定も可能です。 あ る フ ァ イルの リ ビジ ョ ン 5 ～ 7 を破壊するには、 次のよ

う に指定し ます。

p4 obliterate -y file#5,7

警告 ! リ ビジ ョ ンを指定する と きには、 指定に間違いがないかど う か
を確かめて く だ さい。 リ ビジ ョ ンを指定し ていない と、 すべて
の リ ビジ ョ ンが消去されます !

p4 obliterate を使 う と きは注意が必要です。 フ ァ イル と リ ビ 
ジ ョ ンの指定に間違いがないこ と を確認する までは、必ず-y オ 
プシ ョ ンな しで使って く だ さい。

p4 obliterate コマン ド にはも う 1つ、-zオプシ ョ ン も あ り ます。デ ィ ポの 1つの領域から別 

の領域へフ ァ イルのブラ ンチを作成する と きには “怠惰な コ ピー” が作成されます。 フ ァ イル

そのものはコ ピーされず、 ブラ ンチ作成だけが記録されます。 事情によ り “怠惰な コ ピー” を

取 り 消し、デ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ にブラ ンチし たフ ァ イルの新しいコ ピーを作成する場合

は、 p4 obliterate -y -z filename で怠惰な コ ピーを “消去” し、 新しいコ ピーを作成    

でき ます。

-zオプシ ョ ンを使って怠惰なコ ピーを削除する と、一般的に使用可能なデ ィ ス ク容量が増えま
す。 削除し たフ ァ イルを指し ているいずれの メ タデータ も壊すこ と な く 、 アーカ イブ ・ フ ァ イルを手動

で削除でき る よ う にする と い う こ と が、 一般的には p4 obliterate -y -z の唯一の使用目的です。

フ ァ イルにア ク セス し よ う する と、 次のエラー ・ メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。

Operation:user-sync 
Librarian checkout path failed

こ の場合の path は事前に消去 さ れた フ ァ イ ルのパス です。 以前に古い PERFORCE サーバ

（98.2/10314 よ り 前の リ リ ース）で p4 obliterate を使用し ていた こ と が原因 と思われます。 

PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト まで対策をご相談 く だ さい。

チ ェ ンジ リ ス ト の削除と チ ェ ンジ リ ス ト の記述の編集

p4 changeに -f (force) オプシ ョ ンを付け る と 、PERFORCE 管理者はサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス  

ト の記述、 日付、 ユーザ名を変更でき ます。 p4 change -f changenumber と 記述し ます。   

こ のコマン ド によ り 標準のチェ ンジ リ ス ト のフ ォームが表示されるだけでな く 、 スーパーユー

ザが、 チェ ンジ リ ス ト の時刻、 コ メ ン ト 、 日付および関連するユーザ名を編集でき ます。

-f オプシ ョ ンは p4 obliterate でフ ァ イルを消去されたサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト の削 

除にも使えます。 p4 change -d -f changenumber と 記述し ます。

例 : チェ ンジ リ ス ト 123 の更新と チェ ンジ リ ス ト 124 の削除

p4 change に -f (force) オプシ ョ ンを付けます。

p4 change -f 123 
p4 change -d -f 124

チェ ンジ リ ス ト 123 の User: と Description: のフ ィ ール ド が編集され、 チェ ンジ リ
ス ト 124 は削除されます。
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署名による フ ァ イルの認証

p4 verify filenames コマン ド によ り 、 PERFORCE 管理者はフ ァ イルの各 リ ビジ ョ ンについ   

て保存されている MD5 ダ イ ジェ ス ト を検証でき ます。 ユーザがデ ィ ポにフ ァ イルを保存し た  

と き作成された署名は、 ク ラ ッ シュ時に リ カバ リ が正し く 行われた こ と を後で確認する ために

利用でき ます。 リ カバ リ し たフ ァ イルの署名が保存されていた署名と 一致すれば、 そのフ ァ イ

ルは正し く リ カバ リ された こ と にな り ます。 新しい署名が PERFORCE データベースの該当する 

フ ァ イル・ リ ビジ ョ ンの署名と一致し なければ、PERFORCE は署名の後ろに BAD! と 表示し ます。

毎晩システム ・ バッ ク ア ッ プを行 う と きには、 事前に p4 verify を実行し、 不一致がないこ 

と を確認し てからバッ ク ア ッ プに移る と よいでし ょ う 。

p4 verify実行中に BAD!が表示される と きは、データベースかバージ ョ ン化フ ァ イルが破損 

し ている可能性があ り ます。 PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト までご連絡 く だ さい。

サーバ ・ ア ッ プグレー ド中の認証

サーバ ・ ア ッ プグレード の前、 およびア ッ プグレード後も以下のよ う に p4 verify を実行す 

る こ と をお勧めし ます。

1. ア ッ プグレード の前に、 コマン ド、

p4 verify -q //...

を実行し、 サーバの完全性を確認し ます。

2. チェ ッ ク ポ イ ン ト を取 り 、そのチェ ッ ク ポ イ ン ト と バージ ョ ン化フ ァ イルを安全な場所に

コ ピーし ます。

3. サーバのア ッ プグレード を実行し ます。

4. ア ッ プグレード 後に、 コマン ド、

p4 verify -q //... 

を実行し、 新しいシステムの完全性を確認し ます。

p4 typemap でフ ァ イルタ イプを定義する

デフ ォル ト では、PERFORCE は自動的にフ ァ イルの先頭 8192 バイ ト を解析し、text か binary
かのタ イプを判断し ます。 先頭 8192 バイ ト のすべてのバイ ト について最上位ビ ッ ト が立って

いなければ text と 見な し、 そ う でなければ、 binary と 見な し ます。

こ のデフ ォル ト の動作は-t filetypeオプシ ョ ンを用いてオーバラ イ ドする こ と ができ ます 

が、 フ ァ イルタ イプがおおむね （常にではない !） 正し く 検出される場合、 ユーザは容易に こ

のオプシ ョ ン を指定 し 忘れて し ま い ます。 RTF （Rich Text Format） や Adobe PDF （Portable   

Document Format） のよ う に確実なフ ァ イル ・ フ ォーマ ッ ト は、 一連のコ メ ン ト ・ フ ィ ール ド 

またはテキス ト 形式のデータで始ま り ます。 も し コ メ ン ト があ る程度長い と、 このよ う なフ ァ

イルは PERFORCE サーバによ って誤って text と し て検出されます。

p4 typemap コマン ド によ り 、システム管理者が PERFORCE のフ ァ イルタ イプ と フ ァ イル名の仕 

様を リ ン ク させる テーブルを設定でき る よ う になったため、 こ の問題は解決されま し た。 追加

されている フ ァ イルが設定し た タ イプマ ッ プ ・ テーブルの入力と一致する と、 フ ァ イルタ イプ

がオーバーラ イ ド され、 一致し ない場合には、 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムがフ ァ イ

ルタ イプを割 り 当てます。 例えば、 すべての PDF フ ァ イル と RTF フ ァ イルを binary と し て    

処理するには、 p4 typemap を使用し て タ イプマ ッ プ ・ テーブルを以下のよ う に修正し ます。

Typemap: 
        binary //....pdf 
        binary //....rtf
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最初の 3 個のピ リ オ ド （“...”） はルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ 下の全フ ァ イルをマ ッ ピングの対象

に含める PERFORCE のワ イル ド カード です。 4 個めのピ リ オ ド と フ ァ イル拡張子は、 その指定

を フ ァ イル名の最後が “.pdf” （または “.rtf”） で終わる フ ァ イルに適用する指定です。 

以下の表に、 一般的なフ ァ イル拡張子と、 それに対する PERFORCE フ ァ イルタ イプおよび修飾

子を示し ます。

フ ァ イルタ イプ PERFORCE 

フ ァ イルタ イプ

説明

.asp text ア ク テ ィ ブサーバページ ・ フ ァ イル

.avi binary+F Windows ビデオ ・ フ ァ イル

.bmp binary Windows ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ァ イル

.btr binary Btrieve データベース ・ フ ァ イル

.cnf text カンフ ァ レ ン ス ・ リ ン ク ・ フ ァ イル

.css text カスケード ・ ス タ イルシー ト ・ フ ァ イル

.doc binary Microsoft Word フ ァ イル

.dot binary Microsoft Word テンプレー ト

.exp binary+w エ ク スポー ト ・ フ ァ イル （Microsoft Visual C++）

.gif binary+F GIF 画像フ ァ イル

.htm text HTML フ ァ イル

.html text HTML フ ァ イル

.ico binary ア イ コ ン ・ フ ァ イル

.inc text ア ク テ ィ ブサーバ ・ イ ン クルード ・ フ ァ イル

.ini text+w アプ リ ケーシ ョ ン初期設定フ ァ イル

.jpg binary JPEG 画像フ ァ イル

.js text Java ス ク リ プ ト 言語ソース コード ・ フ ァ イル

.lib binary+w ラ イブラ リ フ ァ イル （複数のプロ グ ラ ミ ング言語）

.log text+w ロ グフ ァ イル

.mpg binary+F MPEG ビデオ ・ フ ァ イル

.pdf binary Adobe PDF フ ァ イル

.pdm text+w Sybase Power Designer フ ァ イル

.ppt binary Microsoft PowerPoint フ ァ イル

.xls binary Microsoft Excel フ ァ イル

.zip binary+F ZIP アーカ イブフ ァ イル

注 フ ァ イ ルの内容に日本語 （複数バ イ ト 文字） を含むテ キ ス ト
フ ァ イルは、 フ ァ イルタ イプを text ではな く unicode と す
る必要があ り ます。

上記の表で推奨されたすべてのフ ァ イル拡張子を PERFORCE のフ ァ イルタ イプにマ ッ ピングす

るには、 次のよ う に p4 typemap テーブルを使用し ます。
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# PERFORCE File Type Mapping Specifications. 
# 
#  TypeMap:     a list of filetype mappings; one per line. 
#               Each line has two elements: 
#               Filetype: The filetype to use on ’p4 add’. 
#               Path:     File pattern which will use this filetype. 
# See ’p4 help typemap’ for more information. 
 
TypeMap: 
 
        text //....asp 
        binary+F //....avi 
        binary //....bmp 
        binary //....btr 
        text //....cnf 
        text //....css 
        binary //....doc 
        binary //....dot 
        binary+w //....exp 
        binary+F //....gif 
        text //....htm 
        text //....html 
        binary //....ico 
        text //....inc 
        text+w //....ini 
        binary //....jpg 
        text //....js 
        binary+w //....lib 
        text+w //....log 
        binary+F //....mpg 
        binary //....pdf 
        text+w //....pdm 
        binary //....ppt 
        binary //....xls 

binary+F //....zip

詳し く は、 『PERFORCE コマン ド ・ リ フ ァ レ ン ス』 の p4 typemap のページをご覧 く だ さい。

p4 typemap でサイ ト 全体の悲観的ロ ッ ク を実施する

デフ ォル ト では、 PERFORCE は同時並行開発をサポー ト し ていますが、 フ ァ イルを編集目的で 

作業状態にするのは一度に一人のユーザだけであ る こ と が想定される環境では、部分フ ァ イル

タ イプで修飾子 +l （排他的作業状態） を使用し て悲観的ロ ッ ク を実施する こ と ができ ます。次

のよ う に [typemap:] を定義する と、+l修飾子がデ ィ ポ内にあ るすべての新規追加されたフ ァ  

イルに対し自動的に適用されます。

TypeMap: 
+1 //depot/...

こ のタ イプマ ッ プを使用する と、 タ イプマ ッ プの更新後、 ユーザがデ ィ ポに追加し たフ ァ イル

には自動的に +l 修飾子が適用されるので以降、 そのフ ァ イルを編集目的で作業状態にでき る

のは一度に一人のユーザに限られます。 タ イプマ ッ プ ・ テーブルはデ ィ ポへの新規追加分にの

み適用されます。 し たがって、 タ イプマ ッ プ ・ テーブルをサイ ト 全体で排他的作業状態に更新

し た後、 それ以前に +l オプシ ョ ン を付けずにサブ ミ ッ ト し た フ ァ イルは p4 edit -t+l  
filename コ マン ド を使って編集目的で作業状態に し、 再度サブ ミ ッ ト し なければな り ませ 

ん。 同様に、 すでにフ ァ イルを編集目的で作業状態にし ているユーザは、 p4 reopen -t+l  
filename コマン ド でフ ァ イルタ イプを更新し なければな り ません。
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-f オプシ ョ ンによる強制動作

PERFORCE スーパー ・ ユーザや管理者は、 特定のコマン ド に -f オプシ ョ ンを指定する こ と に

よ って、 一般ユーザは実行でき ないよ う な特定の操作を強制的に実行でき ます。 PERFORCE 管

理者がこ のオプシ ョ ンを使用でき るのは、 p4 branch、 p4 change、 p4 client、 p4 job、    

p4 label、 p4 unlock です。 PERFORCE スーパー ・ ユーザはさ らに、 p4 user に も使用でき    

ます。 こ のオプシ ョ ンの用法と 意味は次の とお り です。

コマン ド シン タ ッ クス 機能

p4 branch p4 branch -f branchname ブ ラ ンチ仕様編集時に更新日の変更を

可能にし ます。

p4 branch -f -d branchname 所有権を無視し、 ブ ラ ンチを削除し ま

す。

p4 change p4 change -f [changelist#] チェ ンジ リ ス ト 仕様編集時に更新日の

変更を可能にし ます。

p4 change -f changelist# 対象 と な る チ ェ ン ジ リ ス ト の コ メ ン

ト ・ フ ィ ール ド と ユーザ名の編集を可

能にし ます。

p4 change -f -d changelist# 対象 と な る空のチェ ンジ リ ス ト を削除

し ます。

p4 client p4 client -f clientname ク ラ イ ア ン ト 仕様編集時に更新日の変

更を可能にし ます。

p4 client -f -d clientname 所有権を無視し、 ク ラ イ アン ト を削除

し ます。 その ク ラ イ アン ト に よ る作業

中のフ ァ イルがあ る場合も含めます。

p4 job p4 job -f [jobname] 読み取 り 専用フ ィ ール ド の手作業に よ

る更新を可能にし ます。

p4 label p4 label -f labelname ラベル仕様編集時に更新日の変更を可

能にし ます。

p4 label -f -d labelname 所有権を無視し、 ラベルを削除し ます。

p4 unlock p4 unlock -c changelist -f file 所有権を無視し、 作業中の番号付チェ

ンジ リ ス ト にあ る作業状態のフ ァ イル

に対 し て、 （p4 lock で設定 さ れた） 

ロ ッ ク を解除し ます。

p4 user p4 user -f username 所有権を無視し、 すべてのフ ィ ール ド

の更新を可能に し ます。 こ の コ マン ド

を実行するには super 権限が必要です。

p4 user -f -d username 所有権を無視し、 ユーザを削除し ます。

このコマン ド を実行するにはsuper権限

が必要です。

高度な PERFORCE 管理

フ ァ イアウォールの利用

PERFORCE ク ラ イ アン ト は、 TCP/IP を利用し て PERFORCE サーバ と通信し ます。 サーバはそれ

が動作し ているマシン上の指定のポー ト で接続待ち し、 ク ラ イ アン ト はそのポー ト に接続要求

を出し ます。

サーバが接続待ちするポー ト はサーバ起動時に指定されています。 ポー ト 番号は、 他のネ ッ ト

ワーク ・ サービ ス と衝突せず、 かつ 1024 よ り 大き ければ、 任意の番号を使用でき ます。 ク ラ

イ アン ト ・ マシン上のポー ト 番号は動的に割 り 当て られます。
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ネットワーク

3710

( 任意のポート )

p4dboxuserbox

P4PORT=p4dbox:3710

フ ァ イ ア ウ ォールは （信頼された） ローカル ・ ネ ッ ト ワークの外部から来たパケ ッ ト がローカ

ル ・ ネ ッ ト ワーク に到達するのを防止するネ ッ ト ワーク の構成要素です。 この防止動作はネ ッ

ト ワーク ・ プロ ト コルの低いレベルで行われ、 信頼された IP ア ド レ ス以外から来たパケ ッ ト

はすべて完全に無視されます。

次の図では、 ク ラ イ アン ト がネ ッ ト ワーク の 信頼されていない部分にいます。 その接続要求 

は PERFORCE サーバ搭載マシンに到達し ません。 結果的に、 フ ァ イ ア ウ ォール越しに ク ラ イ ア

ン ト を操作し よ う と し ているユーザは PERFORCE を利用でき ないこ と にな り ます。

3710

p4dboxファイアウォール

ローカルの
信頼された

何だ偉そうに
信用できない
やつだ

“ 待ってるのに接続要求が来ない。”

userbox

“ おい、p4dbox はどこだ ?”

ネットワーク

セキュア ・ シ ェル

上記の問題を解決するには、信頼されたネ ッ ト ワークの中からサーバに接続要求を出す必要が

あ り ます。 このためには、 セキ ュ ア ・ シェル （ssh） と い う パッ ケージを用いる と 、 安全です。

セキ ュ ア ・ シェル （ssh） は、 リ モー ト ・ システムにロ グ イ ン し、 そ こ でコマン ド を実行する 

こ と を可能にする UNIX の rsh (remote shell) コマン ド に代わる ものです。 “セキ ュ ア （安全  

な） ” と い う 語は、 接続が暗号化され、 信頼されていないネ ッ ト ワーク を通過し て もデータ を

読み取られない、 と い う 意味で使われています。 rsh のよ う な単純なユーテ ィ リ テ ィ では、 す

べての ト ラ フ ィ ッ クが -- パス ワード さ え も -- 暗号化されず、中間にあ るすべてのホ ス ト で読    

み取る こ と ができ るので、 セキ ュ リ テ ィ 上、 非常に危険です。

セキ ュ ア ・ シェルは、 UNIX の多数のプラ ッ ト フ ォームに対応し た ソース形式で、 http://www. 
openssh.com から無料で入手でき ます。このページは、Data Fellows の Windows 、Macintosh 用の商  

用実装のページ（http://www.datafellows.com）や SSH のページ（http://www.ssh.com）

と同様に、 OS/2 用および Amiga 用の ssh のポー ト にも リ ン ク し ています。

OpenSSH の FAQ も、 メ イ ンサイ ト においてオン ラ イ ンで見る こ と ができ ます。

問題の解決法

ssh のイ ン ス ト ール後に即可能な こ と は、ssh を使ってフ ァ イ ア ウ ォール ・ マシンにロ グ イ ン

し、 フ ァ イ ア ウ ォールから PERFORCE ク ラ イ アン ト を動作させる こ と です。 これは、 簡単では

あ り ますが、 十分な解決法ではあ り ません。 通常はローカル ・ マシン上で ク ラ イ アン ト ・ フ ァ

イ ルを ア ク セ ス可能にす る べ き で、 も ち ろん フ ァ イ ア ウ ォール ・ マシ ンが開発用プ ラ ッ ト

フ ォームに適合する と い う 保証も あ り ません。

解決法 と し て よいのは任意の TCP/IP 接続を転送する ssh の機能を利用する方法です。ssh を

使えば、 ク ラ イ アン ト がフ ァ イ ア ウ ォール ・ マシンから （信頼された） ローカル ・ ネ ッ ト ワー
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ク を介し てサーバに接続し よ う と し ている よ う に見せかけ る こ と ができ ます。 現実には、 ク ラ

イ アン ト はローカル ・ マシン上にいますが、 そ こ から送られるパケ ッ ト は、 すべてまずは ssh
によ って設定された安全な通信経路を介し てフ ァ イ ア ウ ォールへ送られます。

今、サーバが p4dbox.bigcorp.com、フ ァ イ ア ウ ォール・マシンが firewall.bigcorp.com
にあ る と し て、 ローカル ・ ポー ト は任意に 4242 を選択し、 PERFORCE サーバはポー ト 3710 で

接続待ち し ている と想定し ます。

3710

p4dboxファイアウォール

信頼された
ローカル・

ssh ベースの
暗号化接続

userbox

4242

“ どうも 4242 にいるのが
“userbox:

“3710 にクライアント
PERFORCE サーバみたいだな ”

ネットワーク

4242 <-> p4dbox:3710” からの要求が来た !”

ク ラ イ アン ト のポー ト 4242 を最終目的地 と するパケ ッ ト はまずフ ァ イ ア ウ ォールに送られ、

ssh がそれを安全に ク ラ イ アン ト へ転送し ます。 同様に、 フ ァ イ ア ウ ォール ・ マシンのポー ト

4242 に対し て行われた接続は、 最終的に PERFORCE サーバのポー ト 3710 につなが り ます。

UNIX では、 TCP/IP 接続を設定し、 転送する ssh コマン ド を次のよ う に記載し ます。

ssh -L 4242:p4dbox.bigcorp.com:3710 firewall.bigcorp.com

こ の時点で、firewall.bigcorp.com にロ グ イ ンするパス ワード を発行し てお く 必要があ り

ます。 接続が確立された ら、 ssh はローカル ・ マシンのポー ト 4242 で接続待ち し、 受け取っ

たすべての情報を、 暗号化された接続を介し て firewall.bigcorp.com に転送し、 フ ァ イ 

ア ウ ォールはさ らにそれを通常の通信経路で p4dbox.bigcorp.comのポー ト 3710に転送し

ます。

あ と必要なのは、環境変数P4PORTを 4242に設定し、ポー ト 4242を使用する よ う に、PERFORCE

ク ラ イ アン ト に 対し て伝え る こ と だけです。

通常、 P4PORT=4242 と い う 設定は、 ポー ト 4242 で接続待ち し ているマシン上の PERFORCE

サーバに接続し よ う と する こ と を意味し ます。 しかし、 この場合には、 ssh がそのサーバの役

目を果た し ます。ク ラ イ アン ト がローカル・マシンのポー ト 4242 に送った ものはすべて、ssh
によ ってフ ァ イ ア ウ ォールに送られ、それが さ らにp4dbox.bigcorp.comの本当のPERFORCE

サーバに転送されます。 こ の手順はすべて、 ク ラ イ アン ト に と って透過的なので、 ク ラ イ アン

ト がローカル・マシンのポー ト 4242 からの ト ラ フ ィ ッ ク を転送し よ う と し ている ssh と 通信

し ているか、 本当の PERFORCE サーバ と 通信し ているかは、 問題ではあ り ません。

唯一問題なのは、 本来な ら フ ァ イ ア ウ ォール ・ マシン上で発生すべきではないロ グ イ ン ・ セ ッ

シ ョ ンがあ る こ と です。

これは リ モー ト ・ システム上で次のコマン ド を実行する こ と によ り 解決でき ます。

ssh -L 4242:p4dbox.bigcorp.com:3710 firewall.bigcorp.com -f sleep 
9999999 -f

上記は firewall.bigcorp.com 上の ssh に対し て、 パス ワード のプロ ンプ ト の後、 長時間

の sleep コマン ド をバッ ク グ ラ ウ ン ド で生成させる ためのコマン ド です。 実質的にはこれで

ssh リ ン ク が設定されて維持され、 終了する ロ グ イ ン ・ セ ッ シ ョ ンはな く な り ます。

最後に、 ssh は “正し い こ と をする” よ う に構成で き るので、 上記のよ う な長いコ マン ド を

セ ッ シ ョ ンのたびに打ち込む必要はあ り ません。 例えば、 Windows 版 ssh には、 その構成を行

う ための GUI があ り ます。
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留意すべき こ と が 1 つあ り ます。 ト ラ フ ィ ッ クがローカル ・ マシンのポー ト 4242 から、 安全

と 想定されるサーバに転送される と 、 ローカル ・ マシン も信頼されたネ ッ ト ワーク の一部にな

り ます。 そのローカル ・ マシンが本当に安全かど う かを慎重に確認し て く だ さい。 Windows 版

ssh には、 転送に使用されるポー ト へのローカル接続のみを許可するオプシ ョ ンがあ り 、 これ

はいい予防策にな り ます。 ローカル ・ マシンはポー ト 4242 を使えますが、 第三者のマシンは

無視される こ と になるわけです。

P4PORT で IP ア ド レスを指定する

ほ と んどの場合、 PERFORCE サーバの P4PORT は、 ポー ト 番号だけで構成されています。 p4d
起動時に P4PORT で IP ア ド レ スおよびポー ト 番号の両方を指定すれば、 PERFORCE サーバはそ

れ以外の IP ア ド レ スからの要求はいっ さ い無視する よ う にな り ます。

これはデフ ォル ト 動作ではあ り ませんが、 例えば、 特定のネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イ ス ま

たは IP ア ド レ スに対し てのみ接続待ちをする よ う に p4d を構成し たい と きには有用です。 例

えば、 P4PORT=localhost:port と設定する と 、 PERFORCE サーバはすべての非ローカル接続

の要求を無視し ます。

UNIX の inetd で起動する

通常のイ ン ス ト ールを行った PERFORCE サーバは、UNIX 上でバッ ク グ ラ ウ ン ド ・ プロセス と し

て動作し、 ク ラ イ アン ト からの接続要求を待ちます。 inetd と p4d -i を使用し て、 接続要 

求があった と きに初めて p4d を起動する よ う にする /etc/inetd.conf の後に次の行を記述

し ます。

p4dservice stream tcp nowait username /usr/local/bin/p4d p4d -i -
rp4droot

また、 /etc/services の後には次の行を記述し ます。

p4dservice nnnn/tcp

ただし、

• p4dservice はこ の PERFORCE サーバ用に選んだサービ ス名です。

• /usr/local/bin は p4d のバイナ リ ・ フ ァ イルを保持し ているデ ィ レ ク ト リ です。

• p4droot はこ の PERFORCE サーバ用に使用するルー ト ・デ ィ レ ク ト リ （P4DROOT） です。 （例 

えば、 /usr/local/p4d）

• username はこ の PERFORCE サーバを動作させる ために使用する UNIX ユーザ名です。

• nnnn はこの PERFORCE サーバが使用するポー ト 番号です。

/etc/inetd.confの行に、“ 2 つめ”の p4dを必ず記述し てく ださ い。 inetdはこ れを argv[0] 
と し て OS に渡し ます。その と き、最初の引数は -i オプシ ョ ンで、 これによ って p4d は、デー

モン と し てバ ッ ク グ ラ ウ ン ド で動作するのではな く 、 stdin/stdout 上で接続された単一の ク ラ

イ アン ト に対し てサービ ス を行います。（これが inetd によ って起動されるサービ スの規定で

す。） 

これは起動ス ク リ プ ト から p4d を動作させる 1 つの方法です。 これは、 特別なサービ スの提

供にも利用でき ます。 例えば、 PERFORCE 社では、 UNIX 上で動作する テス ト ・ サーバが多数あ

り 、 それぞれが独自のポー ト 番号を持つ inetd サービ ス と し て定義されています。

こ の方法には、 注意すべき点があ り ます。

• inetd は過度な接続を許可し ないこ と があ るので、 数千の p4 コマン ド を呼び出し、 そのそ

れぞれが inetd を介し て p4d のイ ン ス タ ン ス を生じ る よ う なス ク リ プ ト によ って、 inetd
のサービ スが一時的に使用不可にな る こ と があ り ます。 システムによ っては、 この限度を無

視するか、 引き上げる ために inetd の設定を変え る必要があ るでし ょ う 。
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• 毎回 p4d実行可能プロ グ ラ ムが実行される ため、簡単にサーバを使用不可にする方法があ り

ません。 サーバを無効にするには、 /etc/inetd.conf を修正し、 inetd を再起動する必

要があ り ます。

大文字／小文字の区別と マルチプラ ッ ト フ ォーム開発

初期 （97.2 以前） の リ リ ースの PERFORCE サーバは UNIX 環境、 Windows 環境を問わず、 すべ

てのフ ァ イル名、 パス名、 およびデータベースのエンテ ィ テ ィ 名を、 大文字 / 小文字の区別を

つけて扱っていま し た。

例えば、 //depot/main/file.c と //depot/MAIN/FILE.C は、 完全に異な る 2 つのフ ァ

イル と し て扱われま し た。 こ のため、 UNIX 上のユーザが Windows 上で動作し ている PERFORCE

サーバに接続し ている場合に、 様々な問題が生じ ま し た。 すなわち、 Windows サーバの基本的

なフ ァ イルシステムでは、 UNIX ユーザによ ってサブ ミ ッ ト される、 大文字／小文字が区別さ

れる名前のフ ァ イルを保存でき なかったからです。

リ リ ース 97.3 で、 この状況は変わ り ま し た。 UNIX サーバだけが、 大文字／小文字が区別され

る名前をサポー ト し ています。 と はいえ、 UNIX と Windows の両方にまたがる環境で開発プロ

ジェ ク ト を行っている場合には、いまだにユーザは大文字／小文字区別の問題にぶつかる こ と

があ り ます。

97.2 以前のサーバを Windows でご使用の場合には、 support@perforce.com に連絡し て、 サーバ

やデータベースのア ッ プグレード をご相談 く だ さい。

現在 リ リ ース されているサーバでは、

• UNIX 上の PERFORCE サーバは、 大文字／小文字が区別される名前をサポー ト し ています。

• Windows 上の PERFORCE サーバは大文字 / 小文字の区別を無視し ます。

• プラ ッ ト フ ォームに関係な く 、 キーワード によ る ジ ョ ブ検索では、 常に大文字 / 小文字の区

別を無視し ます。

以下の表は、 これらの規則を要約し ています。

大文字 / 小文字の区別 UNIX サーバ Windows サーバ

パス名、 フ ァ イル名 する し ない

データベースのエンテ ィ テ ィ 名 （ワーク スペース名、 ラベル名等） する し ない

ジ ョ ブ検索のキーワード し ない し ない

PERFORCE サーバが動作し ているプラ ッ ト フ ォームは p4 info で確認でき ます。

PERFORCE サーバが UNIX 上にある場合

PERFORCE サーバが UNIX 上にあ り 、UNIX 上に も Windows 上に も ユーザがいる場合には、UNIX

ユーザは大文字 と 小文字が違 う だけの名前のフ ァ イルをサブ ミ ッ ト し ない よ う に十分に注意

し なければな り ません。UNIX サーバはそれらのフ ァ イルをサポー ト でき ますが、Windows ユー

ザがワーク スペース を同期させれば、 互いにフ ァ イルを上書きする こ と にな り ます。

逆に、 Windows ユーザは新しいフ ァ イルを追加する と きにフ ァ イル名やパス名の大文字 / 小文

字を一貫させる必要があ り ます。 彼らは //depot/main/one.c と //depot/MAIN/two.c 
のフ ァ イルが UNIX ユーザのワーク スペースに同期された場合には 2 つの異な るデ ィ レ ク ト リ

に格納される こ と を知ら ないか も しれません。

UNIX サーバは常に ク ラ イ アン ト 名、 ラベル名、 ブラ ンチ ・ ビ ュー名等の大文字 / 小文字の違

いを認識し ます。接続する Windows ユーザは、 新しいワーク スペース名がデフ ォル ト では小文

字で登録される こ と を知ってお く 必要があ り ます。 例えば、 新規ユーザが ROCKET と い う 名前

で Windows マシン上に ク ラ イ アン ト 仕様を生成する と 、その名前はデフ ォル ト では rocket と

な り ます。 後でそのユーザが P4CLIENT を ROCKET （または Rocket） と設定すれば、 サー 
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バはその ク ラ イ アン ト は未定義 と 言って き ます。 自分の定義し た ワーク スペース を使 う には、

P4CLIENT を rocket と設定する （またはそれを解除する） 必要があ り ます。

PERFORCE サーバが Windows 上にある場合

PERFORCE サーバが Windows 上で動作し ていれば、UNIX ユーザは大文字と小文字が違 う だけの

フ ァ イルが同じネーム スペースに保存される こ と を知っておかなければな り ません。

例えば、 次のよ う な名前で 3 つのフ ァ イルを保存し よ う と する と、

p4 add dir/file1 
p4 add dir/file2 
p4 add DIR/file3

すべて同じデ ィ ポ・デ ィ レ ク ト リ に保存される こ と を知ってお く 必要があ り ます。Windows サー

バに割 り 当て られるデ ィ ポのパス名 と フ ァ イル名は最初に参照された も のにな り ます。 （こ の

場合は、 デ ィ ポのパス名は DIR ではな く dir にな り ます。）

サーバの動作を監視する

p4 monitor コマン ド を使用し て、PERFORCE サーバ上で実行中の PERFORCE 関連プロセスに関 

する情報を取得し ます。

プロセスの監視を有効にする

サーバ・プロセスの監視には最小限のシステム・ リ ソース しか必要 と し ませんが、p4 monitor 
でプロセスの監視が動作でき る よ う に、 設定を行 う 必要があ り ます。 プロセスの監視を有効に

するには、 次のよ う にカ ウ ン タ monitor を設定し ます。

p4 countor -f monitor 1

monitor カ ウ ン タ を設定し た後、 その変更を有効にするには、 PERFORCE サーバを再起動し な

ければな り ません。

休止中プロセスの監視を有効にする

デフ ォル ト では、 IDLE プロセス （多 く の場合、 PERFORCE API に基づ く カス タ ム ・ アプ リ ケー  

シ ョ ンに関連付け られている） は p4 monitor の出力に含まれていません。 p4 monitor の  

出力に休止中プロセス を含めるには、 監視レベル 2 を使用し て く だ さい。

p4 counter -f monitor 2

変更を有効にするには、 PERFORCE サーバを再起動し なければな り ません。

実行中のプロセスを表示する

PERFORCE サーバで実行中のプロセス を表示するには、 コマン ド

p4 monitor show

を使用し ます。

デフ ォル ト では p4 monitor の出力の各行は、 次のよ う にな り ます。

pid status owner hh:mm:ss command [args]

こ こ で、 pid は UNIX のプロセス ID （Windows のス レ ッ ド ID） です。 status は R も し く は T
で、 実行中か終了し ているかを示し ます。 owner は、 そのコマン ド を実行し ているユーザの

PERFORCE ユーザ名です。 hh:mm:ss は、 その コ マ ン ド を実行 し てか ら 経過 し た時間です。

commandとargsは、PERFORCEが受け取った コマン ド と引数です。例えば、次のよ う にな り ます。

$ p4 monitor show
74612 R qatool     00:00:47 job
78143 R edk        00:00:01 filelog
78207 R p4admin    00:00:00 monitor
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実行時、 コマン ド と共に指定された引数を表示するには、-a （引数） オプシ ョ ンを使用し ます。

$ p4 monitor show -a
74612 R qatool     00:00:48 job job004836
78143 R edk        00:00:02 filelog //depot/main/src/proj/file1.c //dep
78208 R p4admin    00:00:00 monitor show -a

ユーザ環境に関する追加情報を取得する には、 -e オプシ ョ ン を使用し ます。 -e オプシ ョ ン  

は、 以下のよ う なフ ォームの出力を生成し ます。

pid client IP-address status owner workspace hh:mm:ss command 
[args]

こ の場合、 client は PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム ( およびバージ ョ ン文字列または    

API プロ ト コル ・ レベル )、 IP-address はユーザの PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムの    

IP ア ド レ ス、workspace はユーザの現在の ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース設定です。例えば、  

以下のよ う にな り ます。

$ p4 monitor show -e
74612 p4        192.168.10.2   R qatool    buildenvir 00:00:47 job
78143           192.168.10.4   R edk       eds_elm    00:00:01 filelog
78207 p4        192.168.10.10  R p4admin   p4server   00:00:00 monitor

デフ ォル ト では、 すべてのユーザ名と ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース名 ( 該当する場合 ) は 10   

文字で切 り 捨て られ、 行は 80 文字で切 り 捨て られます。 この切 り 捨てを無効にするには、 -l  
( 長いフ ォーマ ッ ト ) オプシ ョ ンを使用し ます。

$ p4 monitor show -a -l
74612 R qatool     00:00:50 job job004836
78143 R edk        00:00:04 filelog //depot/main/src/proj/file1.c //dep
ot/main/src/proj/file1.mpg
78209 R p4admin    00:00:00 monitor show -a -l

-a、 -l、 -e の各オプシ ョ ンを使用でき るのは、 PERFORCE 管理者 と スーパーユーザのみです。

プロセスを終了させる

PERFORCE サーバ上のプロセスが大量の リ ソース を消費し ている と き、 管理者やスーパーユー

ザは p4 monitor terminate によ って、 そのプロセス を終了させる こ と ができ ます。

いったん終了が予約される と、 50000 行または列を ス キ ャ ンする までの間に、 そのプロセスは

PERFORCE サーバによ って終了されます。 終了を予約する こ と ができ るプロ セスは、 少な く と

も 10 秒間実行し続けているプロセスのみ と な り ます。 プロセス を終了させられたユーザに対

し ては、 次の メ ッ セージが通知されます。

Command has been canceled, terminating request

対話形式のフ ォームを使用するプロセス （p4 job、 p4 user など） も終了を予約する こ と が  

でき ますが、 ユーザによ ってフ ォームに入力されたデータは保持されます。 p4 obliterate 
など、 一部のコマン ド は終了させる こ と ができ ません。

プロセス ・ テーブルのエン ト リ を ク リ アする

あ る状況下 （例えば、 PERFORCE のプロセスがま さに実行中の と きに Windows マシンが リ ブー

ト される） においては、 プロセスが終了し た後であって も、 プロセス ・ テーブル内にエン ト リ

が残る場合があ り ます。

PERFORCE の管理者 と スーパー ・ ユーザは、 p4 monitor clear pid を実行する こ と によ っ   

て、 これらの誤ったエン ト リ をプロ セス ・ テーブルか ら削除する こ と ができ ます。 こ の と き、

pid はその誤ったプロセス ID です。 （実行中であ るか否かにかかわらず） テーブルからすべて

のプロセス を ク リ アするには、 p4 monitor clear all を実行し ます。
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p4 monitor clear によ ってプロセス ・ テーブルから削除された実行中プロセスは、 終了処  

理を実行し ます。

PERFORCE サーバ ・ ト レースおよび追跡用オプシ ョ ン

コマン ド ・ ト レーシング またはパフ ォーマン ス追跡を実行可能にするには、p4d 起動コマン ド 

に適切な -v var=value オプシ ョ ンを指定し ます。 ロ グ ・ フ ァ イルの名前は P4LOG または   

-L logfile オプシ ョ ンで指定し ます。 例えば次のよ う に記述し ます。

p4d -r /usr/perforce -v server=1 -p 1666 -L /usr/perforce/logfile

ロ グ記録を開始する前に、 十分なデ ィ ス ク容量を確保し てお く 必要があ り ます。

Windows Windows のサービ ス と し て Perforce を起動 し てい る 場合、 p4   
set コマン ド を使用し て P4DEBUG を レジス ト リ 変数に設定し 
て く だ さい。 これらの ト レース ・ オプシ ョ ンは、 コマン ド ・ ラ
イ ンか ら p4d.exe をサーバ ・ プロセス と し て起動し て設定す  
る こ と も でき ます。

PERFORCE サーバ (p4d) でサーバ ・ デバッ グ ・ レベルを設定し て も、 PERFORCE プロ キシ (p4p) プ   

ロセスのデバッ グ ・ レベルには何の影響も あ り ません。 こ の逆も同様です。

通常、 PERFORCE サーバ ・ コマン ド の ト レーシングおよび追跡のオプシ ョ ンは、 システム管理 

者が PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト と共同で問題の診断 ・ 調査を行 う 場合にのみ有用です。

コ マン ド の ト レーシング

サーバ ・ コマン ド ・ ト レース ・ オプシ ョ ンおよびその意味は次の とお り です。

ト レース ・ オプシ ョ ン 意味

server=1 サーバ ・ コマン ド をサーバのロ グフ ァ イルに記録し ます。

（サーバは、 98.1 以降であ る必要があ り ます。）

server=2 レベル 1 で記録されるデータのほか、 サーバ ・ コマン ド の完了、CPU

使用時間の基本情報を記録し ます。 経過時間は秒単位でレポー ト さ

れ ま す。 UNIX では、 CPU 使用 （シ ス テ ム、 ユーザ時間） は、

getrusage() によ り 、 ミ リ 秒でレポー ト されます。

（サーバは、 2001.1 以降であ る必要があ り ます。）

server=3 レベル 2 で記録 さ れ るデー タ のほか、 p4 sync、 p4 flush (p4   
sync -k) コマン ド のコ ン ピ ュー ト ・フ ェーズについての使用情報を 

追加し ます。

（サーバは、 2001.2 以降であ る必要があ り ます。）

コマン ド ・ ト レーシングでは、 出力は特定のロ グ ・ フ ァ イルに記録され、 日付、 時間、 ユーザ

名、 IP ア ド レ ス、 およびサーバによ り 処理される各 リ ク エス ト のコマン ド を示し ます。

パフ ォーマンス追跡

ユーザ ・ コマン ド が事前定義の リ ソース使用量のし きい値を超え る と、 Perforce サーバによ り  

サーバ ・ ロ グに診断結果が生成されます。

tracking オプ

シ ョ ン

意味

track=0 追跡を無効化

track=1 すべてのコマン ド を追跡

track=2 ユーザ数が 10 未満のサーバについて使用量の超過を追跡

track=3 ユーザ数が 100 未満のサーバについて使用量の超過を追跡
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追跡の出力の厳密なフ ォーマ ッ ト は変更される場合があ り 、 こ こ では記述し ません。

PERFORCE サーバ (p4d) でサーバ ・ デバッ グ ・ レベルを設定し て も、 PERFORCE プロ キシ (p4p)    

プロセスのデバッ グ ・ レベルには何の影響も あ り ません。 この逆も同様です。

通常、 PERFORCE サーバの ト レース ・ オプシ ョ ンは管理者が PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト と

共同で問題の診断 ・ 調査にあたっている と きにのみ有用です。

ユーザによる フ ァ イル ・ アクセスの監査

リ リ ース 2006.1 では、 PERFORCE サーバは個々のフ ァ イルへのア ク セス を監査用ロ グフ ァ イル   

に記録する こ と ができ ます。

デフ ォル ト では監査機能は無効に されてお り 、 これを有効にするには、 P4AUDIT を監査用ロ 

グフ ァ イルの場所を示すよ う 設定するか、サーバ起動時に -A auditlog オプシ ョ ンを指定し 

なければな り ません。

監査が有効にされている と、 サーバから ク ラ イ アン ト へフ ァ イル ・ コ ンテンツが転送される た

びに、 サーバが監査用ロ グフ ァ イルに一行追加し ます。 ア ク テ ィ ブなサーバ上では、 監査用ロ

グフ ァ イルは非常に急速に増大し ます。

監査用ロ グ内の行は次の形式で出力されます。

日付 　 時間 　 ユーザ @ ク ラ イ アン ト 　 ク ラ イ アン ト IP ア ド レ ス 　 コマン ド 　 フ ァ イル # リ ビジ ョ ン

例を示し ます。

$ tail -2 auditlog

2006/05/09 09:52:45 karl@nail 192.168.0.12 diff //depot/src/x.c#1 
2006/05/09 09:54:13 jim@stone 127.0.0.1 sync //depot/inc/file.h#1

コマンドが PERFORCE サーバを起動しているマシン上で実行されると、クライアント IP アドレ  
ス は 127.0.0.1 と表示されます。

PERFORCE サーバを新しいマシンに移動する

既存の PERFORCE サーバを別のマシンに移行する手順は次の点によ って変わって き ます。

• 同一のアーキテ クチャのマシンへの移動か

• テキス ト ・ フ ァ イル （CR/LF） のフ ォーマ ッ ト は同じだが、 アーキテ クチャの異な るマシン

への移動か

• アーキテ クチャ も テキ ス ト ・ フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト も異な るマシンへの移動か

新しいマシンの IP ア ド レ ス / ホ ス ト 名が変わる場合には、 さ らに考慮すべき こ と があ り ます。

PERFORCE サーバはルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ に 2 種類のデータ を保存し ています。 バージ ョ ン化
フ ァ イル と それを記述する メ タデータ か ら な るデータベースです。 バージ ョ ン化フ ァ イルは

ユーザが作成 ・ 保管する フ ァ イルです。 データベースは PERFORCE が保管し ているバイナ リ ・

フ ァ イルで、バージ ョ ン化フ ァ イルの履歴および現在の状態を保持し ています。PERFORCE サー

バを別のマシンに移すと きには、必ずこれらのバージ ョ ン化フ ァ イル と データベース も新しい

マシンに移さ なければな り ません。

track=4 ユーザ数が 1000 未満のサーバについて使用量の超過を追跡

track=5 ユーザ数が 1000 を超え るサーバについて使用量の超過を追跡

tracking オプ

シ ョ ン

意味
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バージ ョ ン化フ ァ イル と データベースの さ らに細かい違いや、 バッ ク ア ッ プ、 リ ス ト アの手順

については、 25 ページの 「バッ ク ア ッ プ と リ カバ リ の考え方」 をご覧 く だ さい。

PERFORCE サーバの別のマシンへの移行については、次の PERFORCE Tech Note も ご覧 く だ さい。

http://www.perforce.com/perforce/technotes/note010.html

同一アーキテ クチャのマシン間の移動

新旧マシンのアーキテ ク チャ が同じ （例えば SPARC/SPARC、 x86/x86） な ら、 バージ ョ ン化 

フ ァ イルもデータベース も 2 台の間で直接コ ピーでき、 必要なのはサーバ ・ ルー ト のデ ィ レ ク

ト リ ・ ツ リ ーを新しいマシンに移すこ と だけです。 tar、 cp、 xcopy.exe など、 あ ら ゆる方

法が使えます。P4ROOT デ ィ レ ク ト リ にあ る もの - db.* フ ァ イル （データベース） と デ ィ ポ ・  

サブデ ィ レ ク ト リ （バージ ョ ン化フ ァ イル） - をすべて コ ピーし て く だ さい。

1. サーバのバッ ク ア ッ プを作成し （事前に p4 verify も行 う こ と ）、 チェ ッ ク ポ イ ン ト を  

取 り ます。

2. 古いマシン上で p4d を終了し ます。

3. 古いマシン上の古いサーバ ・ ルー ト （P4ROOT） と そのすべてのサブデ ィ レ ク ト リ の内容

を新しいマシンの新しいサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

4. 新しいマシン上で、 希望のオプシ ョ ンを使って、 p4d を起動し ます。

5. 新しいマシンで p4 verify を実行し、データベース と バージ ョ ン化フ ァ イルが新しいマ 

シンに正し く 移された こ と を確認し ます。

（同一アーキテ クチャ間の移動の場合、バッ ク ア ッ プ、チェ ッ ク ポ イ ン ト 、移行後の p4 verify 
は、厳密には必要あ り ませんが、移行の前後でシステムの完全性確認、チェ ッ ク ポ イ ン ト 、バッ

ク ア ッ プを行ってお く のはよいこ と です。）

異なるアーキテ クチャで同一テキス ト ・ フ ォーマ ッ ト のマシン間の移動

2 台のマシン間で内部データ表現 （ビ ッ グエンデ ィ アンか リ ト ルエンデ ィ アン） の規定に違い

があ るが （例えば、 Linux-on-x86/SPARC、 NT-on-Alpha/NT-on-x86） 、 オペレーテ ィ ング ・ シ 

ステムは と もに同じ CR/LF テキス ト ・ フ ァ イル規定を採用し ている場合も、 簡単にサーバ ・

ルー ト のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーを新しいマシンに移すこ と ができ ます。

バージ ョ ン化フ ァ イルはアーキテ クチャ間で移動可能ですが、 db.* フ ァ イルに保存されてい

るデータベースは違います。 こ の問題を解決する には、 PERFORCE サーバのデータベース の

チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成し、 そのチェ ッ ク ポ イ ン ト を利用し て、 新しいマシン上にデータベー

ス を再構成し ます。 チェ ッ ク ポイ ン ト はテキス ト ・ フ ァ イルであ る ため、 あ ら ゆる アーキテ ク

チャの PERFORCE サーバで読み取る こ と ができ ます。 詳し く は、 26 ページの 「チェ ッ ク ポ イ ン

ト の作成」 をご覧 く だ さい。

チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成し た ら、tar、cp、xcopy.exe など を用いてそのチェ ッ ク ポ イ ン ト ・

フ ァ イル と デ ィ ポ ・デ ィ レ ク ト リ を新しいマシンにコ ピーし ます。（db.* フ ァ イルはチェ ッ ク

ポ イ ン ト から再生されるので、 コ ピーする必要はあ り ません。）

1. 古いマシン上で p4 verify を使用し、 データベースの完全性を確認し ます。

2. 古いマシン上で p4d を終了し ます。

3. 古いマシン上でチェ ッ ク ポ イ ン ト を生成し ます。

p4d -jc checkpointfile

4. 古いマシン上の古いサーバ ・ ルー ト （P4ROOT） と そのすべてのサブデ ィ レ ク ト リ の内容

を新しいマシン上の新しいサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。
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（厳密には db.* フ ァ イルを コ ピーする必要はあ り ません。 必要なのはチェ ッ ク ポ イ ン ト

と デ ィ ポ ・ デ ィ レ ク ト リ だけです。 db.* フ ァ イルは、 チェ ッ ク ポ イ ン ト から再生されま

す。 すべてを コ ピーする方が都合がよ ければ、 すべてを コ ピーし て構いません。）

5. db.* フ ァ イルも コ ピーし た場合、 必ず新しいマシン上で新しい P4ROOT から切 り 離し て

く だ さい。

6. 作成し たチェ ッ ク ポ イ ン ト から新しいマシンのアーキテ クチャに適し た新しいdb.*フ ァ

イルのセ ッ ト を再構成し ます。

p4d -jr checkpointfile

7. 新しいマシン上で、 希望のオプシ ョ ンを使って、 p4d を起動し ます。

8. 新しいマシンで p4 verify を実行し、データベース と バージ ョ ン化フ ァ イルが新しいマ 

シンに正し く 移された こ と を確認し ます。

Windows と UNIX との間の移行 

こ の場合は、 システムのアーキテ クチャ も CR/LF テキス ト ・ フ ァ イル規定も異な り ます。 同

様にチェ ッ ク ポイ ン ト を作成し て コ ピーし、新しいプラ ッ ト フ ォーム上でデータベース を再構

成する必要があ り ますが、バージ ョ ン化フ ァ イルを格納し ているデ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ を

移すと きは、 プラ ッ ト フ ォーム間の異な る改行規定にも対処し なければな り ません。

デ ィ ポのサブデ ィ レ ク ト リ には、 テキ ス ト ・ フ ァ イルもバイナ リ ・ フ ァ イルも格納されます。

テキス ト ・ フ ァ イル （RCS フ ォーマ ッ ト な ら最後が “,v”） と バイナ リ ・ フ ァ イル （個々にデ ィ

レ ク ト リ を持ち、 各デ ィ レ ク ト リ の最後が “,d” ） は、 テキス ト ・ フ ァ イルでは行末を変換す 

る ため （バイナ リ ・ フ ァ イルはそのま ま）、 別々の方法で移す必要があ り ます。

前述の他の移行の場合と同様、 移行後は必ず p4 verify を実行し て く だ さい。

警告 ! Windows は大文字 / 小文字の区別を し ないオペレーテ ィ ング ・
システムです。UNIX 上で大文字 / 小文字の違いによ って別フ ァ
イル と 認識されている フ ァ イルは、 Windows マシンに移される
と 、 同じネーム スペース を占めます。 例えば、 Makefile と い
う フ ァ イル と makefile と い う フ ァ イルは、UNIX上では別フ ァ
イル と し て認識されますが、 Windows マシン上では同じ フ ァ イ
ル と し て扱われます。 大文字 / 小文字の区別がな く な る こ と に
よ るデータ損失の リ ス クがあ る ため、UNIX サーバから Windows
への移行はお勧めし ません。

PERFORCE サーバを Windows から UNIX へ、 またはその逆に移行する と きは、 PERFORCE テ ク ニ

カル ・ サポー ト までご相談 く だ さい。

サーバの IP ア ド レスの変更

新しいマシンの IP ア ド レ スが古いマシンの と き と異な る場合は、 プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブル

の IP ア ド レ スに基 く プロ テ ク シ ョ ンを更新する必要があ り ます。 PERFORCE サーバのプロ テ ク

シ ョ ンの設定については、 69 ページの 「PERFORCE の管理 : プロ テ ク シ ョ ン」 をご覧 く だ さい。

ラ イセン ス をお持ちの場合で も、 新 IP ア ド レ ス を反映し た新しいラ イセン ス ・ フ ァ イルが必

要にな り ます。 PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト に連絡し て更新された ラ イセン ス を取得し て

く だ さい。
PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド 59



第 3 章 : PERFORCE の管理 : スーパー ・ ユーザのタ ス ク

   
サーバのホス ト 名の変更

新しいサーバ ・ マシンのホ ス ト 名が旧マシンの と き と 異な る場合は、 P4PORT の設定を変更す

る必要があ り ます。 旧マシンが廃棄または リ ネーム される場合は、 旧マシンに適合するエイ リ

アス を新しいマシンに設定すれば、 P4PORT の設定変更が不要にな り ます。

複数のデ ィ ポを利用する

新規のデ ィ ポを定義するには p4 depot depotname コマン ド を使います。 デ ィ ポのタ イプ   

は local、 remote、 spec の う ちいずれかにな り ます。

PERFORCE サーバには複数のデ ィ ポを置 く こ と ができ、 ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ム も複数のデ ィ

ポの フ ァ イ ルにア ク セ ス で き ます。 こ れ ら のデ ィ ポは、 通常 ク ラ イ ア ン ト がア ク セ スす る

PERFORCE サーバに置 く こ と も、 他の PERFORCE サーバ、 すなわち リ モー ト PERFORCE サーバに

置 く こ と もでき ます。

ローカル・デ ィ ポはユーザの PERFORCE ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ムが通常ア ク セスする PERFORCE

サーバに存在し ます。 ローカル ・ デ ィ ポ使用時には、 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは 

ユーザの環境変数 P4PORT または同等の設定で指定された PERFORCE サーバ と 通信し ます。

リ モー ト ・ デ ィ ポ使用時には、 ユーザの PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムは、 ユーザの環

境変数 P4PORT または同等の設定で指定された PERFORCE サーバを、 第 2 の PERFORCE サーバ、

すなわち リ モー ト PERFORCE サーバに対する中継点と し て利用し ます。 ローカルの PERFORCE

サーバは、 リ モー ト の PERFORCE サーバにあ る フ ァ イルの一部にア ク セスする ため、 リ モー ト

の PERFORCE サーバ と 通信し ます。 リ モー ト ・ デ ィ ポは、 主に独立し た組織間におけ る コード

の共有 （ 「コード ・ ド ロ ッ プ」 と 言います） を容易にする ために使用されます。 これについて

は、 62 ページの 「 リ モー ト ・ デ ィ ポ と 分散開発」 に記載されています。

リ モー ト ・ デ ィ ポは、 負荷バラ ン スやネ ッ ト ワーク ・ ア ク セスの問題の総合的な解決策ではあ

り ません。 共有開発や、 負荷分散、 ネ ッ ト ワーク ・ ア ク セスの問題をサポー ト するには、 129

ページの 「第 9 章 PERFORCE プロ キシ」 をご覧 く だ さい。

スペ ッ ク ・ デ ィ ポは特殊なデ ィ ポです。 スペ ッ ク ・ デ ィ ポが存在する場合、 ク ラ イ ア ン ト ・

ワーク スペース仕様、 ジ ョ ブ、 ブラ ンチ仕様などのユーザ編集フ ォームに対する変更を追跡し

ます。 スペッ ク ・ デ ィ ポは一つのサーバに対し て一つしか作成でき ません。

デ ィ ポのネー ミ ング

デ ィ ポ名は、 ブラ ンチ名、 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース名、 ラベル名と ネーム スペース を共

用し ます。 例えば、 //rel2 は デ ィ ポ rel2、 ワーク スペース rel2、 ブラ ンチ rel2、 または   

ラベル rel2 の う ちいずれかを一意に指すものです。同時に rel2 と い う デ ィ ポ と ラベルを両   

方持つこ と はでき ません。

新しいローカル ・ デ ィ ポを定義する

新しいローカル ・ デ ィ ポを定義する （すなわち、 カレ ン ト PERFORCE サーバのネーム スペース 

に新しいデ ィ ポを作成する） には、 新しいデ ィ ポの名前を付けて p4 depot を呼び出し、 画 

面に表示される フ ォーム内の Map: のフ ィ ール ド のみを変更し ます。

例えば、 ローカル PERFORCE サーバのネーム スペースに保存されたフ ァ イルを持つ book と い

う 新しいデ ィ ポを、 book と い う ルー ト ・ サブデ ィ レ ク ト リ （すなわち、 $P4ROOT/book） に
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生成するには、 コマン ド p4 depot book を入力し、 表示される フ ォームを次のよ う に埋め  

ます。

Depot: book 
Type: local 
Address: subdir 
Suffix: .p4s 
Map: book/...

Address: フ ィ ール ド と  Suffix: フ ィ ール ド はローカル・デ ィ ポには適用されないため、無   

視されます。

デフ ォル ト では、 ローカル ・ デ ィ ポ上の Map: フ ィ ール ド は、 デ ィ ポ名 と 一致し ているデ ィ

ポ ・ デ ィ レ ク ト リ を指し示し、 サーバ上で設定されているサーバルー ト （P4ROOT） からの相

対パス と な り ます。デ ィ ポでバージ ョ ン管理する フ ァ イルを別のボ リ ュームやド ラ イブに保持

するには、 Map: フ ィ ール ド に絶対パス を指定し ます。 こ のパスは P4ROOT 下にあ る必要はあ

り ません。 Windows 上で Map: フ ィ ール ド に絶対パス を指定する場合は、 デ ィ ポ ・ フ ォームで   

ス ラ ッ シ ュ (d:/newdepot/ など ) を使用する必要があ り ます。

スペ ッ ク ・ デ ィ ポを利用し てバージ ョ ン化仕様を有効にする

スペッ ク ・デ ィ ポを利用し てバージ ョ ン化仕様を有効にするユーザがユーザ編集フ ォームに対

する変更履歴を取得する には、 バージ ョ ン化仕様を有効にする必要があ り ます。 スペ ッ ク ・

デ ィ ポにはどの よ う な名前で も付け られますが、 タ イ プを spec にする必要があ り ます。 ま  

た、 一つのサーバに対し て一つしか作成でき ません。 （スペッ ク ・ デ ィ ポが既に存在する場合、

別のスペッ ク ・ デ ィ ポを作成し よ う と する と エ ラーが出力されます）。

スペッ ク ・ デ ィ ポを作成し てバージ ョ ン化仕様を有効にする と 、 すべてのユーザ生成フ ォーム

（ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様、 ジ ョ ブ、 ブラ ンチ仕様など） は自動的にスペッ ク ・ デ ィ

ポにテキ ス ト フ ァ イル と し てアーカ イブ されます。 スペッ ク ・ デ ィ ポでのフ ァ イル名はサーバ

によ り 自動的に生成され、 以下の PERFORCE 構文で表示されます。

//specdepotname/formtype/objectname[suffix]

スペ ッ ク ・ デ ィ ポを作成する

//spec と い う 名前のスペッ ク ・ デ ィ ポを作成するには、 p4 depot spec と入力し、 その結    

果表示される フ ォームに次のよ う に入力し ます。

Depot: book 
Type: local 
Address: subdir 
Map: spec/... 
Suffix: .p4s

Address: フ ィ ール ド はスペッ ク ・ デ ィ ポには適用されないため、 無視されます。

Suffix: は任意選択ですが、スペッ ク ・デ ィ ポにあ るオブジェ ク ト にフ ァ イル拡張子を指定す

る こ と に よ って、 P4V や P4Win などのグ ラ フ ィ カル ・ ク ラ イ アン ト ・ プ ロ グ ラ ム を使用する    

ユーザの利便性が向上し ます。 それは、 PERFORCE 仕様で使われる拡張子 と、 各自が使用し た

いテキス ト ・ エデ ィ タ と を関連付ける こ と ができ るからです。 生成される フ ァ イルのデフ ォル

ト の拡張子は .p4s です。

例えば、 spec と い う 名前のスペッ ク ・ デ ィ ポを作成し、 デフ ォル ト の拡張子 .p4s を使用す

る場合、 以下のコマン ド を使用し て job000123 に対する変更履歴を調べる こ と ができ ます。

p4 filelog //spec/job/job000123.p4s

または P4V や P4Win を使用し、 ワーク ステーシ ョ ン上でフ ァ イル拡張子 .p4s と 関連付け ら    

れている任意のエデ ィ タ を使って job000123.p4s への変更を確認する こ と も でき ます。
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スペ ッ ク ・ デ ィ ポに現在のフ ォームからデータ を読み込む

スペッ ク ・ デ ィ ポを作成し た ら、 p4 admin updatespecdepot コマン ド でそ こにデータ を   

読み込むこ と ができ ます。 こ のコマン ド を実行する と 、 PERFORCE サーバは保管フ ォーム （具

体的には、 client、 depot、 branch、 label、 typemap、 group、 user、 および job の各 

フ ォーム） を スペッ ク ・ デ ィ ポにアーカ イブし ます。 

現在のフ ォームをすべてアーカ イブするには、 -a オプシ ョ ンを以下のよ う に使用し ます。

p4 admin updatespecdepot -a

特定のフ ォーム ・ タ イプを持つスペッ ク ・ デ ィ ポにデータ を読み込むには （例えば、 非常に大

規模なサイ ト で 1 度に 1 つのテーブルだけを更新し たい場合など）、コマン ド ラ イ ンで -s オプ

シ ョ ンを使用し てフ ォームのタ イプを指定し ます。 例 ：

p4 admin updatespecdepot -s job

どち らの場合で も、 まだアーカ イブ されていないフ ォームのみがスペッ ク ・ デ ィ ポに追加され

ます。 スペッ ク ・ デ ィ ポの作成後は p4 admin updatespecdepot を 1 度実行するだけで済み  

ます。

デ ィ ポのリ ス ト 表示

カ レ ン ト PERFORCE サーバが認識し ているすべてのデ ィ ポの リ ス ト は p4 depots コマン ド で 

表示する こ と ができ ます。

デ ィ ポの削除

デ ィ ポを削除するには、 p4 depot -d depotname コマン ド を使います。

デ ィ ポを削除するには、 事前に p4 obliterate を実行し、 デ ィ ポ内のすべてのフ ァ イルを 

削除し ておかなければな り ません。

ローカル ・ デ ィ ポおよびスペッ ク ・ デ ィ ポにおいて、 p4 obliterate は関連する メ タデータ 

と と もにバージ ョ ン化フ ァ イルを削除し ます。 リ モー ト ・ デ ィ ポにおいて、 p4 obliterate 
は ローカルに保持し てい る ク ラ イ ア ン ト および ラベルの記録のみを消去し ます。 リ モー ト ・

サーバ上にあ る フ ァ イル と メ タデータは、 そのま ま残 り ます。

p4 obliterateを実行する前、特にデ ィ ポ内のすべてのフ ァ イルを削除する よ う な と きには、 

44 ページの 「フ ァ イル削除によ るデ ィ ス ク容量の再生」 に記述されている警告を読んで理解し

て く ださ い。

リ モー ト ・ デ ィ ポと分散開発

リ モー ト ・ デ ィ ポは、 共用開発ではな く 共用コー ド をサポー ト する よ う に設計されています。

独自の PERFORCE システムを持つ独立し た組織が、 他のシステムのデ ィ ポに保存されたフ ァ イ

ルを参照し た り 、 その変更を反映し た り する こ と を可能にし ます。 簡潔にま と める と 、 次のよ

う にな り ます。

• 「 リ モー ト ・ デ ィ ポ」 と は、 ローカルの PERFORCE サーバ上に存在するデ ィ ポであ り 、 タ イプ

が remote です。

• リ モー ト ・ デ ィ ポのユーザは多 く の場合、 独立し た組織間で ソ フ ト ウ ェ アの統合を担当し て

いる ビル ド ・ エンジニアか、 も し く は提供資料の管理者です。

• リ モー ト ・ サーバの管理者 と 一緒にいる リ モー ト ・ デ ィ ポのユーザに対し て、 どのフ ァ イル

が有効であ るかを管理し ます。 ローカル ・ デ ィ ポのユーザに対し てではあ り ません。

• セキ ュ リ テ ィ の要求については、 65 ページの 「 リ モー ト ・ デ ィ ポへのア ク セス を制限する」

をご覧 く だ さい。
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いつリ モー ト ・ デ ィ ポを使用するか

PERFORCE は大規模なネ ッ ト ワーク の待ち時間に対処する よ う に設計されてお り 、 本来、 遠隔

地に ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース を持つユーザをサポー ト し ます。 PERFORCE は、 参加者の

地理的な分散に関係な く 、 1 台のサーバで共用開発プロ ジェ ク ト をサポー ト でき るのです。

共同開発プロ ジェ ク ト を分割し、 複数の PERFORCE システムで行って も、 スループ ッ ト が改善

される こ と はな く 、 通常は管理が複雑にな るだけでし ょ う 。 サイ ト が分散型の開発に参加し て

いる場合には、 通常は単一の PERFORCE サーバ上のデ ィ ポ内にすべてのコード を置き、 個々の

開発サイ ト の頻繁にア ク セス される フ ァ イルを PERFORCE プロ キシによ ってキ ャ ッ シ ュする よ

う にし た方がよいでし ょ う 。

ただし、他の組織の成果物を定期的にイ ンポー ト し た り エ ク スポー ト し た り する よ う な場合に

は、 コード ・ ド ロ ッ プの手順を合理化する ために PERFORCE の リ モー ト ・ デ ィ ポは利用価値が

あ る と 言え るでし ょ う 。

リ モー ト ・ デ ィ ポはどのよ う に動作するか

別のサーバのデ ィ ポにあ る フ ァ イルに対し て、 PERFORCE ク ラ イ アン ト がどのよ う にユーザの

デフ ォル ト PERFORCE サーバにア ク セスするかを、 次の図に示し ます。

こ の例では、 oak:1234 の PERFORCE サーバにおける管理者は、 pine:1818 の PERFORCE サー

バから フ ァ イルを取 り 出そ う と し ています。

P4PORT=oak:1234

1234

1818
oak

pine

Depot name: depot
Type: local
Address: subdir
Map: depot/...

Depot name: from-pine
Type: remote
Address: pine:1818
Map: //depot/outbound/...

Depot name: depot
Type: local
Address: subdir
Map: depot/...

//depot/outbound/file.c

...//from-pineは

p4 integ //from-pine/file.c //depot/codedrops/file.c

ユーザ

...pine:1818に聞こう ...
ローカルにないから ...

個々の開発者が リ モー ト ・ デ ィ ポから ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースへフ ァ イルを同期する こ

と は可能ですが、 一般的に リ ソースの使い方が効率的ではあ り ません。

組織における ビル ドや提供資料の管理者に と って、 リ モー ト ・ デ ィ ポから ローカル ・ デ ィ ポの

領域へフ ァ イルを反映する こ と が、 効率的な リ モー ト ・ デ ィ ポの使い方 と言えます。 反映し た

後、 開発者は、 ローカル ・ デ ィ ポ内にあ る反映済みのフ ァ イルのコ ピーにア ク セスする こ と が

でき ます。

リ モー ト ・ デ ィ ポからのコード ・ ド ロ ッ プを承諾するには、 ローカル ・ デ ィ ポ内に リ モー ト ・

デ ィ ポ内のフ ァ イルからのブラ ンチを作成し、 そのローカル ・ ブラ ンチの中へ リ モー ト ・ デ ィ

ポからの変更を反映し ます。 こ の反映は、 一方通行の操作 と な り ます。 すなわち、 ローカル ・

ブ ラ ン チで実施 し た変更 を リ モー ト ・ デ ィ ポへ反映す る こ と はで き ま せん。 自サ イ ト の
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PERFORCE 環境の中へ反映し たフ ァ イルのコ ピーに対し ては、 自サイ ト の開発チームが責任を

持ちます。デ ィ ポ上のフ ァ イルは、他のPERFORCE環境におけ る開発チームの管理下に残 り ます。

リ モー ト ・ デ ィ ポの制約

リ リ ース 99.2 以前は、 リ モー ト ・ デ ィ ポは、 同じ リ リ ース ・ レベルで動作し ている PERFORCE   

サーバによ ってのみア ク セスでき ま し た。 リ リ ース 99.2 またはそれ以降の リ リ ースでは、 リ   

モー ト ・ デ ィ ポは リ リ ース ・ レベル間で相互運用が可能です。

リ モー ト ・ デ ィ ポは、 単一組織での共同開発ではな く 、 組織間でのコード共用を容易にする も

のです。 結果的に、 リ モー ト ・ デ ィ ポへのア ク セスは一方通行の操作に制限され、 リ モー ト ・

デ ィ ポを使ってサーバの メ タデータ （ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース、 チェ ンジ リ ス ト 、 ラベ

ルなどの情報） をア ク セスする こ と はでき ません。

コー ド ・ ド ロ ッ プのために リ モー ト ・ デ ィ ポを使用する

コード ・ ド ロ ッ プを実現するには、 2 つの組織間に役割を持たせる必要があ り ます。 すなわち、

コード ・ ド ロ ッ プを受領するサイ ト と 、 コード ・ ド ロ ッ プを提供するサイ ト です。 多 く の場合、

次の 3 点が設定されていなければな り ません。

• コード ・ ド ロ ッ プを受領するサイ ト の PERFORCE 管理者は、コード ・ ド ロ ッ プを提供するサイ

ト を参照する リ モー ト ・ デ ィ ポを、 自分のサイ ト 内に構築し なければな り ません。

これは、 64 ページの 「 リ モー ト ・ デ ィ ポを定義する」 に説明されています。

• コード ・ ド ロ ッ プを提供するサイ ト の PERFORCE 管理者は、受領側のサイ ト にあ る リ モー ト ・

デ ィ ポから、 自分のサイ ト の PERFORCE サーバへのア ク セス を許可する よ う 環境設定すべき

です。

これは、 65 ページの 「 リ モー ト ・ デ ィ ポへのア ク セス を制限する」 に説明されています。

• 受領サイ ト の構成管理者または統合管理者は、 彼らの管理下において、 リ モー ト ・ デ ィ ポか

ら ローカル ・ デ ィ ポへフ ァ イルを反映し なければな り ません。

これは、 66 ページの 「コード ・ ド ロ ッ プを受領する」 に説明されています。

リ モー ト ・ デ ィ ポを定義する

新しい リ モー ト ・ デ ィ ポを定義するには、 次のよ う に実行し ます。

1. p4 depot depotname によ ってデ ィ ポを作成し ます。

2. Type: を remote に設定し ます。

3. Address: フ ィ ール ド に リ モー ト ・サーバの名前 と 接続待ちのポー ト 番号を設定する こ と

によ って、 ローカルの PERFORCE サーバから リ モー ト の PERFORCE サーバに接続でき る よ

う にし ます。

リ モー ト ・ サーバのホ ス ト と ポー ト を Address: フ ィ ール ド に設定する書式は、 ち ょ う

ど P4PORT を設定するの と 同じ書式です。

4. リ モー ト ・サーバの空間において参照し たい部分へのマ ッ ピングを Map: フ ィ ール ド に設

定し ます。

リ モー ト ・ デ ィ ポに対し て、 そのマ ッ ピングは リ モー ト ・ デ ィ ポの空間を相対参照するサ

ブデ ィ レ ク ト リ を含みます。例えば、//depot/outbound/... と い う マ ッ ピングは、 リ

モー ト ・ サーバ上にあ る depot と い う 名前のデ ィ ポにおけ る outbound サブデ ィ レ ク ト

リ を指し ます。

Map: フ ィ ール ド はこのサブデ ィ レ ク ト リ を指す単一の行で構成され、 デ ィ ポ ・ シン タ ッ

ク スで指定され、 最後にはワ イル ド カー ド “...” を含んでいなければな り ません。
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も し ク ラ イ アン ト ・ ビ ュー と マ ッ ピ ングについて よ く ご存知ない場合は、 『P4 ユーザー

ズ ・ ガ イ ド』 をご覧 く だ さい。 PERFORCE のマ ッ ピング機能に関する一般的な情報が記載

されています。

5. Suffix: フ ィ ール ド は リ モー ト ・ デ ィ ポには適用されませんので無視し て く だ さい。

ローカル ・ サイ ト 内の誰かが リ モー ト ・ デ ィ ポのフ ァ イルをア ク セスする場合は、 リ モー ト ・

デ ィ ポの管理者が、 リ モー ト ・ デ ィ ポおよび Map: フ ィ ール ド に指定されたデ ィ ポ内のサブ

デ ィ レ ク ト リ への read 権限を、 ユーザ remote に対し て設定し なければな り ません。

例 : リ モー ト ・ デ ィ ポを定義する

ラ イザはあ るプロ ジェ ク ト に取 り 組んでお り 、 サード ・ パーテ ィ 開発会社からのラ イブラ
リ ・ セ ッ ト を、 彼女のサ イ ト の開発者に対し て提供し よ う と し ています。 そのサー ド ・
パーテ ィ 開発会社はホ ス ト pine に PERFORCE サーバを設置し ていて、 ポー ト 1818 で接
続待ちを し ています。彼らの方針と し ては、depot と い う 名前のデ ィ ポにあ る outbound
と い う サブデ ィ レ ク ト リ に、 彼らのラ イブラ リ の リ リ ース を置 く こ と と し ます。

ラ イザは新しいデ ィ ポを作成し、 そのデ ィ ポから コード ・ ド ロ ッ プをア ク セスでき る よ う
にし ます。 彼女はこのデ ィ ポを from-pine と 名付け、 p4 depot from-pine と入力  
し、 次のよ う にフ ォームを埋めます。

Depot:       from-pine 
Type:        remote 
Address:     pine:1818 
Map:         //depot/outbound/...

これでラ イザの PERFORCE サーバに from-pine と い う リ モー ト ・デ ィ ポが作成されます。
こ のデ ィ ポ （//from-pine） は、 サブデ ィ レ ク ト リ outbound 配下にあ るサード ・ パー
テ ィ のデ ィ ポのネーム スペース をマ ッ ピ ング し ます。

リ モー ト ・ デ ィ ポへのア クセスを制限する

リ モー ト ・ デ ィ ポは、 常に remote と い う 仮想ユーザによ ってア ク セス されます。 こ の仮想

ユーザには、 PERFORCE のラ イセン スは不要です。

デフ ォル ト では、PERFORCE サーバ上のすべてのフ ァ イルが リ モー ト から ア ク セス可能です。特

定のサーバに対する リ モー ト ・ ア ク セス を制限または排除するには、 p4 protect を使って、 

そのサーバ上でユーザ remote へのパー ミ ッ シ ョ ンを設定し ます。

p4 protect のテーブルに次のよ う なパー ミ ッ シ ョ ン行を追加する こ と によ って、 すべての 

フ ァ イルおよびすべてのデ ィ ポについて、ユーザ remote のア ク セス を拒否する こ と をお勧め

し ます。

list user remote *  -//...

remote デ ィ ポは読み取 り の目的でしか利用でき ないので、 書き込みまたは特権のア ク セス を

排除する必要はあ り ません。

セキュ リ テ ィ 構成の例

66 ページの 「コード ・ ド ロ ッ プを受領する」 で説明された 2 つの組織を使って、 それぞれの組

織におけるセキ ュ リ テ ィ 構成の基本例を示し ます。

ローカル ・ サイ ト （oak） において

• すべてのユーザに対し て、//from-pine へのア ク セス を拒否し ます。oak サイ ト 開発者は、

リ モー ト ・デ ィ ポの メ カニズムによ って pine サーバ上のフ ァ イルにア ク セスする必要があ

り ません。
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• 統合またはビル ド管理者に対し て、//from-pineへの read ア ク セス を許可し ます。oak サ

イ ト において リ モー ト ・デ ィ ポ //from-pine へのア ク セス を要求する唯一のユーザは、 リ

モー ト ・デ ィ ポから ローカル・デ ィ ポへの反映を実行するユーザ （こ の例では “adm”） です。

これを実現する ために oak の PERFORCE 管理者は、 p4 protect のテーブルに次の行を含 

める必要があ り ます。

list user ** -//from-pine/... 
read user adm * //from-pine/... 

リ モー ト ・ サ イ ト （pine） では、 pine 上にあ る コ ー ド へのア ク セ ス は、 完全に pine の

PERFORCE 管理者の管理下にあ り ます。 少な く と も こ の PERFORCE 管理者は、 次の こ と をする必

要があ り ます。

• あ らかじめ、ユーザ remote に対し て、すべての IP ア ド レ スからのすべてのデ ィ ポに対する

ア ク セス を拒否し ます。

list user remote * -//...

こ の行を p4 protect テーブルに追加する こ と は、 システム管理者が リ モー ト ・ デ ィ ポを 

使用し よ う と し ているかど う か と は関係な く 、 あ ら ゆる PERFORCE 環境に対し て手堅い運用

です。

• サーバ pine 上でコード ・ ド ロ ッ プを配置する領域に対し て、ユーザ remote に対する read
ア ク セ ス を許可 し ます。 こ の例では、 提供 さ れ る コ ー ド ・ ド ロ ッ プはサーバ pine 上の

//depot/outbound/... サブデ ィ レ ク ト リ において公開されます。

• コード・ド ロ ッ プを受領する こ と を認可された PERFORCE サーバの IP ア ド レ スに対し てのみ、

ユーザ remote の read ア ク セス を許可し ます。oak の IP ア ド レ スが 192.168.41.2 の場

合、pineのPERFORCE管理者はp4 protectテーブルに次の行を追加し なければな り ません。

read user remote 192.168.41.2 //depot/outbound/...

コー ド ・ ド ロ ッ プを受領する

2 つの PERFORCE 環境の間で提供物のや り 取 り やコード ・ ド ロ ッ プの実施をするには ：

1. pine:1818 で作業する開発者は、 外部提供する ためのコード の内容を書き終えます。

2. pine:1818 のビル ド管理者または リ リ ース管理者は、 コード ・ ド ロ ッ プの外部提供を意

図し た pine:1818 上の領域に、 提供可能 と なった コー ド をブ ラ ンチし ます。 こ の例で

は、 リ リ ース される コード は //depot/outbound/... にブラ ンチされます。

3. oak:1234 の PERFORCE 管理者は、oak サーバ上に //from-pine と い う 名前の リ モー ト ・

デ ィ ポを構築し ます。 この リ モー ト ・ デ ィ ポの Map: フ ィ ール ド では、 oak サーバにおい

て pine:1818 の //depot/outbound/... 配下を参照する ための指定を行います。

4. リ リ ース可能の通知を受ける と、oak:1234 のビル ド管理者または リ リ ース管理者は、 リ

モー ト ・ デ ィ ポ //from-pine/... 配下のフ ァ イルを ローカル ・ デ ィ ポの適当な領域

（//depot/codedrops/pine のよ う な） に反映する こ と によ って、 コード ・ ド ロ ッ プを

実施し ます。

5. oak:1234 の開発者は、 今やローカルの //depot/codedrops/pine 配下にあ る pine
のコード を使用でき る よ う にな り ま し た。 pine のコー ド に対し てパッ チが必要であ る な
66 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 3 章 : PERFORCE の管理 : スーパー ・ ユーザのタ ス ク  
らば、 oak の開発者は //depot/codedrops/pine 配下でそのよ う なパッチを作成する

こ と ができ ます。 pine グループは、 引き続きそのコード を管理し ます。

P4PORT=oak:1234

oak:1234 pine:1818

p4 integrate //from-pine/... //depot/codedrops/pine/...

adm

//from-pine/...

//depot/codedrops/...

//depot/outbound/...

pine上のローカル・ディポ

P4PORT=oak:1234
p4 sync //depot/codedrops/...

dev
oak上のリモート・ディポ

oak上のローカル・ディポ
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プロテ クシ ョ ン
PERFORCE はデ ィ ポに対し て権限のないア ク セス、 または不注意によ る ア ク セス を防ぐプロ テ

ク シ ョ ン ・ スキームを提供し ます。 プロ テ ク シ ョ ン ・ スキームによ り 、 どのコマン ド が、 どの

フ ァ イルについて、 誰によ って、 どのホ ス ト から実行でき るかが限定されます。 プロ テ ク シ ョ

ンの設定は p4 protect コマン ド を使って行います。

いつプロテク シ ョ ンを設定するか ?

p4 protect は、PERFORCE を初めて イ ン ス ト ールし た直後に実行し て く だ さい。p4 protect   
を実行する までは、 すべての PERFORCE ユーザはスーパー ・ ユーザであ り 、 デ ィ ポ内のあ ら ゆ  

る も のにア ク セス し てそれら を変更する こ と ができ ます。 p4 protect を初めて実行する と 、  

プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルが作成され、 そのユーザにすべての IP ア ド レ スか ら のスーパー ・  

ユーザ権限を提供し、その他のユーザのア ク セス ・ レベルをすべての IP ア ド レ スからの全フ ァ  

イルに対する write 権限に下げます。

PERFORCE プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルは、 サーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ の db.protect フ ァ

イルに保存されます。 p4 protect が権限のないユーザによ って最初に実行された と きには、 

こ のフ ァ イルを取 り 除 く こ と に よ ってデ ィ ポをプ ロ テ ク ト されていない状態に戻すこ と がで

き ます。

“p4 protect” によるプロテ クシ ョ ンの設定

p4 protect の設定フ ォームは、 下図のよ う に Protections: と い う 複数行から成る単一の 

フ ォーム ・ フ ィ ール ド で構成されてお り 、 各行にサブフ ィ ール ド が設け られています。

例 : プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブル例 :

Protections: 
read         user        emily        *             //depot/elm_proj/... 
write        group       devgrp       *             //... 
write        user        *            195.3.24.*    -//... 
write        user        joe          *             -//... 
write        user        lisag        *             -//depot/... 
write        user        lisag        *             //depot/doc/... 
super        user        edk          *             //...

（実際に表示される 5 つのサブフ ィ ール ド は、 縦にきれいにな らんでいないかも しれませ
ん。 こ こ では、 見やす く する ために、 縦にな らべています。）

設定フ ォームの 5 つのサブ フ ィ ールド

各行では、 個々のパー ミ ッ シ ョ ンを 5 つのサブフ ィ ール ド で記述し て指定し ます。
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これらのサブフ ィ ール ド の意味は次の と お り です。

サブ フ ィ ールド 意味

ア ク セス ・ レベル list、 read、 open、 write、 review、 admin、 super のどのア ク セス ・ レベ

ルを認めるかを指定し ます。 各レベルについては次表をご覧 く ださい。

ユーザ / グループ 指定対象がユーザかグループかを指定し ます。 user または group 以外は記述

でき ません。

名前 その行のア ク セス ・ レベルが定義されているユーザまたはグループの名前を記

述し ます。 ワ イル ド カード “*” も使えます。 “*” と だけ記述すれば、 全員にア

ク セス ・ レベルの指定が適用されます。 “*e” と すれば、 名前の最後が “e” で

終わるすべてのユーザ （またはグループ） にア ク セス ・ レベルの指定が適用さ

れます。

ホス ト その行のア ク セス ・ レベルが許可されている ホス ト の TCP/IP ア ド レ ス を記述し

ます。4 オ ク テ ッ ト をピ リ オ ド で区切った表記法の数値ア ド レ ス と し て記述し な

ければな り ません （例えば、 192.168.41.2）。

ワ イル ド カード “*” も使えます。 “*” と だけ記述すれば、 その行に指定された

ア ク セス ・ レベルがすべてのホ ス ト に認め られます。 ワ イル ド カー ド はア ド レ

スの一部に も使え、 “192.168.41.*” と 記述する と、 192.168.41 内のあ ら

ゆるサブネ ッ ト 、 “*3*” は “3” を含むすべての IP ア ド レ ス を指し ます。

ホス ト の IP ア ド レ スはイ ン ターネ ッ ト ・ プロ ト コルその も ので指定する
ので、 こ のフ ィ ール ド はネ ッ ト ワー ク と 同等のセキ ュ リ テ ィ があ り ま
す。

も し PERFORCE プロ キシを使用し ている場合は、 131 ページの 「P4P のオプシ ョ

ン」 を参照し、 PERFORCE プロ キシ経由で PERFORCE サーバへ接続し ているユー

ザに対し て、 どのよ う にホ ス ト ・ ベースのプロ テ ク シ ョ ン を使用するのか確認

し て く ださい。

フ ァ イル ア ク セ ス ・ レ ベル を 定義す る デ ィ ポ の フ ァ イ ル を 指定 し ま す。 指定には、

PERFORCE のワ イル ド カード も使えます。

“//...” はすべてのデ ィ ポの中のすべてのフ ァ イルを意味し ます。

アクセス ・ レベル

ア ク セス ・ レベルは各行の先頭に記述し ます。 次の 7 段階のア ク セス ・ レベルがあ り ます。

アクセス ・ レベル 意味

list フ ァ イルの メ タデータ を表示する PERFORCE コマン ド （例えば p4 filelog） を 

実行する こ と を認めます。 フ ァ イルの内容を参照または変更する こ と は認めま

せん。

read p4 client、p4 sync など、フ ァ イルを読むのに必要な PERFORCE コマン ド の実  

行を認めます。 read 権限には list 権限が含まれます。

open ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースか らデ ィ ポのフ ァ イルを読み取 り 、 それを開い

て編集する こ と を認めます。 ただし、 書き込みを し てフ ァ イルをデ ィ ポに戻す

こ と は認められていません。 open は write と 似ていますが、 open の場合、

ユーザは p4 submit や p4 lock の実行は認められていません。 

open 権限には、 read と list の権限も含まれます。

write フ ァ イルを編集、 削除、 追加する コマン ド の実行を認めます。 write 権限には、

read、 list、 open の権限も含まれます。

この権限は、protect、depot、obliterate、verify 以外のすべての PERFORCE

コマン ド の実行を認めます。

review デーモンをレ ビ ューする こ と を認めます。 この権限には、 list と read の権限

のほか、 p4 review コマン ド の使用も認められます。 このコマン ド はデーモン 

を レ ビ ューする と きにのみ必要です。
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各 PERFORCE コマン ド には、 最低限必要なア ク セス ・ レベルが決ま っています。 例えば、 あ る 

フ ァ イルに p4 sync を実行するには、 ユーザは少な く と も そのフ ァ イルへの read 権限を認 

められていなければな り ません。

個々のコマン ド を実行するのに必要なア ク セス ・ レベルは、 通常はそのコマン ド が何をするか

でわか り ます。 例えば、 p4 print が read 権限を必要と する こ と は、 誰で も理解でき るで 

し ょ う 。各 PERFORCE コマン ド の実行に最低限必要なア ク セス ・ レベルの全 リ ス ト については、

74 ページの 「プロ テ ク シ ョ ン実装のし く み」 をご覧 く だ さい。

どのユーザにどのアクセス ・ レベルを認めるべきか ?

最も単純なア ク セス ・ レベルの割 り 当て方は、 PERFORCE システムを管理する必要のないユー

ザ全員に write 権限、 管理するユーザに super 権限を与え る方法ですが、 こ のよ う な単純な 

割 り 当て方では不十分な場合があ り ます。

個々のファ イ ルについて編集する 必要のないユーザは、 特定ファ イ ルに対する Read 権限を認

めても ら う 方がよ いでし ょ う 。 例えば、 エンジニアなら 、 ソ ース・ ファ イ ルに対する write 権

限はあっても 、 文書ファ イ ルに対し ては、 read 権限だけでよ いかも し れま せん。 ま た、 コ ード

を扱わないマネージャ も すべてのファ イ ルについて read権限にし た方がよ いかも し れま せん。

open 権限はフ ァ イルのローカル編集を可能にし ますが、 書き込み とデ ィ ポへのサブ ミ ッ ト は

認めないので、 特殊な状況でのみ指定し ます。 ユーザがローカルで変更をテス ト し て も、 その

変更を他のユーザに見せる必要がない場合には、write 権限よ り open 権限を与えます。例え

ば、バグのテス タは特定のバグがなぜ発生するかの理論をテス ト する ためにコード を変更し た

いでし ょ う が、 その変更がデ ィ ポに書き込まれる こ と はあ り ません。 おそ ら く 、 コード ラ イ ン

はそのま まにし ておき、開発チームによ る入念なレ ビ ューを経て初めて ローカルの変更はデ ィ

ポにサブ ミ ッ ト されます。 このよ う な場合には、 コード 変更が承認される までは open 権限に

し ておき、 承認後にア ク セス ・ レベルを write に上げ、 変更がサブ ミ ッ ト される よ う にする

と よいでし ょ う 。

デフ ォル ト 設定

p4 protect が呼び出される までは全ユーザがスーパー ・ ユーザの特権を も っています。 p4 
protect が最初に実行される と 、デフ ォル ト で 2 つのパー ミ ッ シ ョ ンが設定されます。デフ ォ

ル ト のプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルは次のよ う に表示されます。

write        user        *        *        //... 
super        user        edk      *        //...

これは、 全ホ ス ト の全ユーザに全フ ァ イルへの write 権限を認め、 最初に p4 protect を呼 

び出し たユーザ （この場合は edk） にスーパー ・ ユーザの特権を認める こ と を示し ています。

admin PERFORCE 管理者用です。 メ タデータに影響する PERFORCE コマン ド の実行を認

めますが、 サーバの動作にかかわる ものは認めません。 PERFORCE の write と

review の権限のほかに、 タ イ プマ ッ プ ・ テーブルの更新、 フ ァ イ ルの検証

（verify） および抹消 （obliterate）、 ジ ョ ブ仕様のカス タマイ ズが実行でき、

他のユーザのブ ラ ンチ仕様、 ク ラ イ アン ト 仕様、 ジ ョ ブ、 ラベルおよびチェ ン

ジ リ ス ト をオーバラ イ ドする こ と ができ ます。

super PERFORCE スーパー ・ ユーザ用です。 すべての PERFORCE コマン ド の実行を認め

ます。 write、 review、 admin の権限のほかに、 デ ィ ポや ト リ ガの生成、 プロ

テ ク シ ョ ンやユーザ ・ グループの編集、 ユーザの削除、 パス ワード の リ セ ッ ト 、

サーバの停止などの権限も認められます。

アクセス ・ レベル 意味
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重複設定の解釈

複数行に設定されたユーザのア ク セス ・ レベルは、 ユーザ名やク ラ イ アン ト IP ア ド レ スが合

致する行の設定の組み合わせで定義されます。 （排他的プロ テ ク シ ョ ンはやや事情が異な り ま

すが、 それについては次のセ ク シ ョ ンで説明し ます。）

例 : 重複設定の解釈

ラ イザは PERFORCE ユーザ名が lisag で、 IP ア ド レ ス 195.42.39.17 のワーク ステー
シ ョ ンを操作し ています。 今、 プロ テ ク シ ョ ン ・ フ ァ イルが次のよ う に表示された と し ま
す。

read         user     *        195.42.39.17    //... 
write        user     lisag    195.42.39.17    //depot/elm_proj/doc/... 
read         user     lisag    *               //... 
super        user     edk      *               //...

ラ イザには最初の 3 行が適用されます。 ユーザ名は lisag で、 現在は 1 行目 と 2 行目に
指定されたホ ス ト の ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース を使用し ています。 つま り 、 デ ィ ポの
サブデ ィ レ ク ト リ elm_proj/doc のフ ァ イルには書き込みでき ますが、 他のフ ァ イルは
読むこ と しかでき ません。 ラ イザは以下を試みます。

p4 edit //depot/elm_proj/doc/elm-help.1 と入力する と、 受け付け られます。

p4 edit //depot/elm_proj/READ.ME と 入力する と 、 正規のパー ミ ッ シ ョ ンがない と   
言われます。read権限しかないフ ァ イルに書き込みを し よ う と し ているのです。p4 sync 
//depot/elm_proj/READ.ME と入力する と、受け付け られます。必要なのは read権限だ
けで、 これは 1 行目で認められているからです。

ラ イザは さ ら に IP ア ド レ ス 195.42.39.13 の別のマシンに乗 り 換え ます。 p4 edit 
//depot/elm_proj/doc/elm-help.1 と入力する と、拒否されます。 そのマシンを使用
中には、 3 行目の設定しか該当し ないので、 read 権限しかないのです。

排他的プロテ クシ ョ ン

フ ァ イルのフ ィ ール ド の先頭にマ イナス （-） を記述すれば、 ユーザのア ク セス を拒否する こ 

と ができ ます。 これは特定のフ ァ イルへのア ク セス を大半のユーザには認めながら、 ご く 一部

のユーザがそのフ ァ イルにア ク セスするのは拒否する よ う な場合に有用です。

排他的マ ッ ピングを正し く 活用するには、 次のよ う なその特性を理解する必要があ り ます。

• プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの中に排他的プロ テ ク シ ョ ンが含まれている場合には、 上下の順

番が意味を持ちます。 排他的プロ テ ク シ ョ ンは、 テーブル内のその行よ り 上の関連する設定

をすべて無効にし ます。

• 排他的プロ テ ク シ ョ ンの設定行には、 いかな る ア ク セス ・ レベルが指定されていよ う と、 指

定し たフ ァ イルおよび IP ア ド レ スに関するすべてのア ク セスが拒否されます。 排他的プロ

テ ク シ ョ ンの設定行のア ク セス・レベルの指定は意味があ り ません。詳細については 74 ペー

ジの 「プロ テ ク シ ョ ン実装のし く み」 を参照し て く だ さい。

例 : 排他的プロ テ ク シ ョ ン

管理者は p4 protect を用いて次のよ う にプロ テ ク シ ョ ンを設定し ま し た。

write       user        *           *        //... 
read        user        emily       *        //depot/elm_proj/... 
super       user        joe         *        -//... 
list        user        lisag       *        -//... 
write       user        lisag       *        //depot/elm_proj/doc/...
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1 行目は一見、全ユーザに全デ ィ ポの全フ ァ イルへの write 権限を認めている よ う ですが、
下の排他的プロ テ ク シ ョ ンによ って、 一部のユーザは除外されています。

3 行目はジ ョ ーについて、 どのホ ス ト からのどのフ ァ イルへのア ク セス も拒否し ます。 以
下の行 も ジ ョ ーには何 ら のア ク セ ス も 認めてい ません。 こ のため、 ジ ョ ーは実質的に
PERFORCE から ロ ッ ク ・ ア ウ ト されている こ と にな り ます。

4 行目は ラ イザのあ ら ゆ る ホ ス ト か ら のあ ら ゆ る フ ァ イルへのア ク セス を禁じ ています
が、 5 行目が新たに彼女に特定のデ ィ レ ク ト リ の全フ ァ イルへの write 権限を認めてい
ます。 4 行目と 5 行目が入れ替わる と 、 ラ イザは PERFORCE のどのコマン ド も実行でき な
く な り ます。

どの行がどのユーザまたはフ ァ イルに適用されるのか

p4 protects コマン ド を使用し て、 あ るユーザやグループまたはフ ァ イル ・ セ ッ ト に適用さ 

れるプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの行を表示する こ と ができ ます。

オプシ ョ ンを指定し ない場合、 p4 protects は現在のユーザに適用されるプロ テ ク シ ョ ン ・ 

テーブル内の行を表示し ます。 file 引数が指定された場合、 そのフ ァ イルに適用されるプロ

テ ク シ ョ ン ・ テーブル内の行のみが表示されます。 -m オプシ ョ ンを使用する と 、 適用可能な

最大ア ク セス レベルの概要が一語で表示されます。

PERFORCE スーパーユーザは p4 protects -a を使用し て全ユーザの行を表示し た り 、 p4  
protects -u user、 -g group、 または -h host の各オプシ ョ ンを使用し て特定のユー    

ザ、 グループ、 ホ ス ト IP ア ド レ スの行を表示し た り する こ と ができ ます。

グループのアクセス権の設定

PERFORCE グループはプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの管理を容易にし ます。 同じ よ う な権限を必

要と するユーザの名前を 1 つのグループに保存でき ます。その上でそのグループ名をテーブル

に記述すれば、 そのグループのユーザ全員が指定の権限を も ちます。

グループは p4 group で管理し、 プロ テ ク シ ョ ンは p4 protect で割 り 当てます。 これらの  

コマン ド は、 PERFORCE スーパー ・ ユーザだけが使えます。

グループの生成と編集

p4 group groupname を未使用の groupname で呼び出すと 、groupname のついた新しいグ  

ループが作成されます。 p4 group を既存の groupname で呼び出すと 、 そのグループのユー 

ザ ・ リ ス ト の編集が可能にな り ます。

グループにユーザ を追加す る には、 p4 group groupname コ マ ン ド に よ っ て生成 さ れた  

フ ォームの Users: フ ィ ール ド にユーザ名を追加し ます。 ユーザ名は Users: フ ィ ール ド の  

ヘッ ダの下に入力し ます。各ユーザ名は別々の行にイ ンデン ト を付けて入力し ます。1 つのユー

ザ名をい く つのグループに登録し て も構いません。

グループは個別のユーザだけでな く 他のグループを含むこ と も で き ます。 既存のグループの

ユーザ全員を作業中のグループに追加するには、p4 groupのフ ォームの Subgroups: フ ィ ー 

ル ド にそのグループ名を入れます。ユーザ名と グループ名は別々のネーム スペース を占める た

め、 グループ と ユーザは同じ名前を持つこ と ができ ます。

グループ と プロテ クシ ョ ン

p4 protect のフ ォームでグループを使用する と きは、プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの当該行に 

ユーザ名ではな く グループ名を指定し、 その行の 2 番目のサブフ ィ ール ド を user ではな く

group にし ます。 そのグループのユーザ全員に指定の権限が認められます。
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例 : PERFORCE グループの権限の設定

下のプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルはグループ devgrp の メ ンバー全員に list、 ユーザ edk
に super の権限を認めています。

list        group        devgrp      *        //... 
super       user         edk         *        //...

ユーザが複数のグループに属し ていれば、 設定と 設定がかち合 う こ と があ り ます。 例えば、 除

外マ ッ ピングを使用し て、 group1 の メ ンバーに対し てデ ィ ポのあ る領域へのア ク セス を拒否 

し、 group2 の メ ンバーに対し てはデ ィ ポの同じ領域へのア ク セス を許可し た場合、 group1 
と group2 の両方の メ ンバーであ るユーザは、 プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブル内でどち らの行が後 

に記述さ れている かに よ ってア ク セ スの可否が決ま り ます。 現実にユーザに認め られる権限

は、 そのユーザが属するすべてのグループの名前をそのユーザの名前に置き換え、 本章で先に

説明し た複数設定の解釈の仕方を当てはめる こ と によ って判断でき ます。

グループの削除

グループを削除するには、 次のコマン ド を使います。

p4 group -d groupname

p4 group groupname で特定のグループのユーザ ・ リ ス ト を呼び出し、 すべてのユーザを削  

除する こ と も でき ます。 そのグループは、 ユーザ ・ リ ス ト を閉じ る と削除されます。

プロテ クシ ョ ン実装のし く み

こ のセ ク シ ョ ンでは、 PERFORCE がそのプロ テ ク シ ョ ン ・ ス キームを実行する ために従 う アル

ゴ リ ズムを説明し ます。プロ テ ク シ ョ ンはこ のセ ク シ ョ ンを読まな く て も を適切に使用でき ま

す。 こ こ で紹介するのはプロ テ ク シ ョ ン実行の背後にあ る ロ ジ ッ ク です。

フ ァ イルに対するユーザの権限は以下の手順によ り 決定されます。

• あ る コマン ド を実行するのに最低限必要なア ク セス ・ レベルを決定するには、 ア ク セス ・ レ

ベル ・ テーブル （75 ページの 「PERFORCE コマン ド が必要 とする ア ク セス ・ レベル」 参照）

でそのコマン ド を検索し ます。 下記の例では、 p4 print が実行する コマン ド で、 そのコマ 

ン ド を実行する ために最低限必要なア ク セス ・ レベルは read です。

• PERFORCEはプロ テ ク シ ョ ン・テーブルに対する 2回の走査の う ちの1回目を行います。どち ら

の走査で もプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルを下から上へ見ていき、 最初の該当行を さがし ます。

最初の走査はユーザがフ ァ イルの有無を知る こ と を許されている かど う かを判断する ため

に行われます。 こ の検索では、 単純にユーザ名、 ホス ト IP ア ド レ ス、 およびフ ァ イルの引

数が合致する最初の行を さがし ます。最初に見つかった合致行が包含的なプロ テ ク シ ョ ンで

あれば、ユーザは少な く と も フ ァ イルを listするパー ミ ッ シ ョ ンを持っているので、PERFORCE

は 2 回目の走査に移 り ます。 逆に、 最初に見つかった合致行が排他的マ ッ ピングになってい

た場合、 または合致する行が見つから ないま まプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの一番上まで行っ

た場合には、 そのユーザはフ ァ イルの list 権限も な く 、 File not on client のよ う な   

メ ッ セージが表示されます。

例 : プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの走査

プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルが次のよ う になっている もの と し ます。

write       user        *        *      //... 
read        user        edk      *      -//... 
read        user        edk      *      //depot/elm_proj/...

エ ド が p4 print //depot/file.c を実行する と 、 PERFORCE はプロ テ ク シ ョ ン ・ テー  
ブルを下から上へ調べ始め、 まず最終行にぶつか り ます。 こ こに指定されたフ ァ イルはエ
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ド が印刷し たいフ ァ イル と は異なる ため、 この行は関係あ り ません。 次に、 下から 2 行目
を調べます。 こ の行はエ ド のユーザ名、 IP ア ド レ ス、 印刷し たいフ ァ イル と 合致し てい
ますが、 排他的マ ッ ピングなので、 エ ド はフ ァ イルを list する こ と を許されません。

• 1 回目の走査が成功し た ら、2 回目の走査が行われます。この走査も 1 回目の走査 と 同じです

が、 今回はア ク セス ・ レベルが考慮されます。

最初にユーザ名、 IP ア ド レ ス、 フ ァ イルの引数が合致し た行が包含的なプロ テ ク シ ョ ン行

で、 指定されたア ク セス ・ レベルが与え られた コ マン ド の実行に必要なレベル以上であれ

ば、 ユーザにはそのコマン ド を実行するパー ミ ッ シ ョ ンが与え られます。

最初にユーザ名、IP ア ド レ ス、 フ ァ イルの引数が合致し た行が排他的なプロ テ ク シ ョ ン行の

場合、 あ るいは合致する行が見つから ないま まプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルの一番上まで行っ

た場合には、 そのユーザにはコ マン ド 実行のパー ミ ッ シ ョ ンは与え ら れず、 “You don’t 
have permission for this operation” などの メ ッ セージが表示されます。

PERFORCE コマン ドが必要とするアクセス ・ レベル

下の表は各コマン ド の実行に最低限必要なア ク セス ・ レベルを示し ています。例えば、p4 add 
は少な く と も open 権限を必要と するので、 open、 write、 admin または super 権限があれ

ば、 p4 add を実行でき ます。

コマン ド アクセス ・ レベル コマン ド アクセス ・ レベル

add open jobspec b admin

admin super label a e open

annotate read labels a b list

branch e open labelsync open

branches list license super

change e open lock write

changes a list login list

client e list logout list

clients list monitor list f

counter c review obliterate admin

counters list opened list

delete open passwd list

depot a b super print read

depots a list protect a super

describe read protects g list

describe -s list reopen open

diff read resolve open

diff2 read resolved open

dirs list revert open

edit open review a review

filelog list reviews a list

files list set list

fix open sizes list
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a このコマン ド は特定のフ ァ イルに作用する ものではあ り ません。 つま り 、 ユーザがデ ィ ポ
の少な く と も 1 つのフ ァ イルに対し て権限を指定されていれば、 コマン ド実行のパー
ミ ッ シ ョ ンは認められています。

b このコマン ド の -o オプシ ョ ンは、 フ ォームの編集ではな く 読み取 り を可能にする もので、
list 権限さ えあれば十分です。

c 既存のカ ウ ン タの値を参照するには、 list 権限が必要です。 カ ウ ン タの値を変更し た り 、
新しいカ ウ ン タ を生成し た り するには、 review 権限が必要です。

d p4 integrate を実行するには、 反映先フ ァ イルに対する open 権限と反映元フ ァ イルに
対する read 権限が必要です。

e 既存の メ タデータや他のユーザのデータ をオーバラ イ ドする ための -f オプシ ョ ンには、
admin 権限が必要です。

f プロセス を終了または消去するには super 権限が必要です。 引数を参照するには admin 権
限が必要です。

g p4 protects で -a オプシ ョ ンおよび -u オプシ ョ ンを使用するには、 super 権限が必要
です。

p4 describe など、フ ァ イルを リ ス ト する コマン ド は、ユーザが少な く と も list 権限を持つ 

フ ァ イルだけを リ ス ト し ます。

一部の コ マ ン ド （例えば、 事前にサブ ミ ッ ト さ れたチ ェ ン ジ リ ス ト を編集す る と き の p4
change） は、PERFORCE スーパー・ ユーザにしか実行でき ない -f オプシ ョ ンを伴います。詳し

く は 49 ページの 「-f オプシ ョ ンによ る強制動作」 をご覧 く ださ い。

fixes a list submit write

fstat list sync read

group b super tag open

groups a list tickets none

have list triggers super

help none typemap admin b

info none unlock e open

integrate d open user a b list

integrated list users a list

job b e open verify admin

jobs a list where a none

コマン ド アクセス ・ レベル コマン ド アクセス ・ レベル
76 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 5 章  PERFORCE のカス タ マイズ :  

ジ ョ ブ仕様
PERFORCE のジ ョ ブでは、 チェ ンジ リ ス ト を機能拡張要求、 問題報告、 その他ユーザ定義タ ス

ク に リ ン ク させる こ と ができ ます。 また、 PERFORCE はサー ド ・ パーテ ィ の欠陥追跡ツールを

PERFORCE と 連携させる手段と し て、 P4DTI （PERFORCE Defect Tracking Integration） も提供し ま    

す。 詳し く は 84 ページの 「サー ド ・ パーテ ィ の欠陥追跡システム と の連携」 をご覧 く だ さい。

PERFORCE ユーザによ る p4 job の使用方法については、 『コマン ド ラ イ ン ・ ユーザーズ ・ ガ イ 

ド 』 をご覧 く だ さい。 本章では、 管理者によ る ジ ョ ブ ・ システムの変更について説明し ます。

PERFORCE のデフ ォル ト ・ ジ ョ ブ ・ テンプレー ト には、 ジ ョ ブ追跡用のフ ィ ール ド が 5 つあ り

ます。 PERFORCE で管理するプロ ジ ェ ク ト の規模が小さ い う ちは、 これらのフ ィ ール ド だけで

十分ですが、 プロ ジ ェ ク ト の規模が大き く なって く る と 、 これらのフ ィ ール ド の情報だけでプ

ロ ジェ ク ト を管理する こ と が困難にな る場合があ り ます。 ジ ョ ブ ・ テンプレー ト の内容は、 p4
jobspec コマン ド を使用し て変更する こ と ができ ます。 p4 jobspec は、 PERFORCE 管理者だ 

けが使用でき る コマン ド です。

本章では、 PERFORCE ジ ョ ブ ・ テンプレー ト の変更のし く みを説明し ます。

警告 ! PERFORCE ジ ョ ブ ・ テンプレー ト への不適切な変更は、 サーバ ・
データベース破損の原因にな る恐れがあ り ます。 本章の章末に
記載されたジ ョ ブ ・ テンプレー ト への変更に関する警告、注意、
勧告をご覧 く だ さい。

PERFORCE のデフ ォル ト ・ ジ ョ ブ ・ テンプレー ト

PERFORCE のジ ョ ブがどのよ う に指定されるかを理解する ために、PERFORCE のデフ ォル ト ・ジ ョ

ブ ・ テンプレー ト について考えてみま し ょ う 。 こ の章で示されている例は、 こ のテンプレー ト

を適宜修正し て作成されています。
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PERFORCE のデフ ォル ト ・ ジ ョ ブ ・ テンプレー ト を使用する と、 以下のフ ォーマ ッ ト のジ ョ ブ

が生成されます。

# A PERFORCE Job Specification. 
# 
#  Job:         The job name.  ‘new’ generates a sequenced job number. 
#  Status:      Either ‘open’, ‘closed’, or ‘suspended’. Can be changed. 
#  User:        The user who created the job. Can be changed. 
#  Date:        The date this specification was last modified. 
#  Description: Comments about the job.  Required. 
Job:    new 
Status: open 
User:   edk 
Date:   1998/06/03 23:16:43 
Description: 
        <enter description here> 

こ のジ ョ ブの生成に使用し たテンプレー ト は、p4 jobspec によ り 表示し て編集する こ と がで 

き ます。 デフ ォル ト ・ ジ ョ ブ ・ テンプレー ト は、 以下のよ う に表示されます。

# A PERFORCE Job Specification. 
# 
#  Updating this form can be dangerous! 
#  See ‘p4 help jobspec’ for proper directions. 
Fields: 
        101 Job word 32 required 
        102 Status select 10 required 
        103 User word 32 required 
        104 Date date 20 always 
        105 Description text 0 required 
Values: 
        Status open/suspended/closed 
Presets: 
        Status open 
        User $user 
        Date $now 
        Description $blank

Comments: 
        # A PERFORCE Job Specification. 
        # 
        # Job: The job name. ‘new’ generates a sequenced job number. 
        # Status: Either ‘open’, ‘closed’, or ‘suspended’. Can be changed. 
        # User: The user who created the job. Can be changed. 
        # Date: The date this specification was last modified. 
        # Description: Comments about the job. Required.
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ジ ョ ブ ・ テンプレー ト のフ ィ ールド

p4 jobspec によ って表示される ジ ョ ブ ・ テンプレー ト には、以下の 4 つのフ ィ ール ド があ り  

ます。 サーバに保存されているすべての PERFORCE ジ ョ ブのテンプレー ト は、 これらのフ ィ ー

ル ド によ り 定義されます。 以下の表に、 フ ィ ール ドおよびフ ィ ール ド ・ タ イプを示し ます。

フ ィ ールド / フ ィ ール

ド ・ タ イプ

意味

Fields: 各ジ ョ ブに含める フ ィ ール ド の リ ス ト です。

各フ ィ ール ド は ID 番号、 名前、 データ タ イプ、 長さ、 属性で構成さ
れます。

Values: データ タ イプが select のフ ィ ール ド の リ ス ト です。

各 select データ タ イプのフ ィ ール ド について、 フ ィ ール ド名、 スペース、

およびス ラ ッ シュで区切った選択肢の リ ス ト から なる 1 行を追加し なけれ

ばな り ません。

Presets: 各フ ィ ール ド と、 そのデフ ォル ト 値の リ ス ト です。

デフ ォル ト 値は、 PERFORCE によ ってサポー ト されている変数または固定文

字列のいずれかです。

Comments: p4 job フ ォームの先頭に表示される コ メ ン ト です。

このコ メ ン ト は PERFORCE の Windows ク ラ イ アン ト P4Win によ って も使用

されます。

Fields: フ ィ ールド

p4 jobspec の Fields: フ ィ ール ド には、ジ ョ ブで追跡する フ ィ ール ド の リ ス ト が表示され、 

p4 job のフ ォーム上に出現する順序を定義し ます。

デフ ォル ト の Fields: フ ィ ール ド には、 以下のフ ィ ール ド が含まれます。

Fields: 
        101 Job word 32 required 
        102 Status select 10 required 
        103 User word 32 required 
        104 Date date 20 always 
        105 Description text 0 required

警告 ! 101 ～ 105 のフ ィ ール ド に対し ては、 変更、 リ ネーム、 再定義
はし ないで く だ さい。 これらのフ ィ ール ド は PERFORCE が使用
するので、 削除も変更も し てはいけません。 p4 jobspec は、 
ジ ョ ブに新しいフ ィ ール ド （すなわち、 106 以降） を追加する
目的のみに使用し て く だ さい。

･ フ ィ ール ド 101 は PERFORCE に必要です。 リ ネームする こ と も削除

する こ と もでき ません。

･ フ ィ ール ド 102 ～ 105 は、PERFORCE のク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム専

用です。 これらのフ ィ ール ド を リ ネーム または削除する こ と は可能

ですが、 望ま し く あ り ません。 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム

は、 チ ェ ン ジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト さ れ る たびに フ ィ ール ド 102

（Status: フ ィ ール ド） の値を closed に設定し ます。 これは、 シ

ステム管理者がフ ィ ール ド 102 を、 closed を許容値 と し て含まな

いフ ィ ール ド と し て使用する よ う に再定義し て も変わ り ません。 む

し ろ、 このよ う な再定義は予測不可能な混乱を生じ る危険性があ り

ます。
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各追跡対象フ ィ ール ド は、 1 つずつ別の行に、 以下の 5 つの記述子で記述し ます。

フ ィ ールド 記述子 意味

ID 番号 各追跡対象フ ィ ール ド のイ ンデッ ク ス と なる固有の整数識別子です。 フ ィ ール ド

が生成されジ ョ ブがシ ス テムに入力された後も、 フ ィ ール ド 名は変更可能です。

ただし、 ID 番号を変更する と、 そのフ ィ ール ド のデータにア ク セスする こ と がで

き な く な り ます。

指定でき る ID 番号の範囲は、 106 ～ 199 です。

名前 p4 job フ ォームに表示する追跡対象フ ィ ール ド の名前です。

データ タ イプ 次表に記述し た 5 つのデータ タ イプ （word、 text、 line、 select、 date） の

いずれかを示し ます。

長さ PERFORCE の Windows ク ラ イ アン ト P4Win に表示される追跡対象フ ィ ール ド のテ

キス ト ・ ボ ッ ク スの推奨サイ ズです。 複数行入力でき る テキス ト ・ ボ ッ ク ス を表

示する場合は、 0 と指定し ます。 1 行のテキス ト ボ ッ ク スにする場合は、 最大入

力文字数を指定し ます。

この値は PERFORCE のコマン ド ラ イ ンから編集する ジ ョ ブには影響せず、 サーバ

に保存された実際の値の長さ と も関係あ り ません。

属性 追跡対象フ ィ ール ド が読み取 り 専用か否か、 デフ ォル ト 値が使用されているか否

かなどを指定し ます。 以下の指定が可能です。

･ optional: 任意の値を指定する こ と ができ ます。 削除も可能です。

･ default: デフ ォル ト 値が与え られます。 変更または消去が可能です。

･ required: デフ ォル ト 値が与え られます。 変更はでき ますが、 空白にし てお 

く こ と はでき ません。

･ once: 読み取 り 専用です。 最初にデフ ォル ト 値に設定され、 以後変更はでき ま 

せん。

･ always: 読み取 り 専用です。 ジ ョ ブを保存するたびに、値がデフ ォル ト 値に リ  

セ ッ ト されます。 変数 $now でジ ョ ブ更新日を変更する と き、 変数 $user で

ジ ョ ブを最後に更新し たユーザの名前を変更する と きにのみ有用です。

PERFORCE バージ ョ ン 98.2 と本バージ ョ ン と では、属性の指定形式が異な り ます。

バージ ョ ン 98.2 から本バージ ョ ンにア ッ プグレード し た場合には、p4 jobspec 
によ り バージ ョ ン 98.2 の属性指定は自動的に新しい指定形式に変換されます。

前記のフ ィ ール ドデータ タ イプの意味は、 以下の とお り です。

データ タ イプ 説明 例

word 1 語です。 ユーザ ID: edk

text 1 行または複数行のテキス ト ブロ ッ ク です。 ジ ョ ブの記述。

line 1 行以内のテキス ト です。 ユーザの実名 : Ed K.

select 複数の選択肢の う ちの 1 つです。

こ のデータ タ イ プのフ ィ ール ド は、 対応する選

択肢がValues:フ ィ ール ド に指定されていなけ

ればな り ません。

ジ ョ ブの状態。 次のいずれか :  

open/suspended/closed

date 日付です。 ジ ョ ブ生成の日付と時刻 :  

1998/07/15:13:21:46

Values: フ ィ ールド

データ タ イプが select のフ ィ ール ド ご と に、 選択肢を 1 行で記述し ます。 各行には、 追跡対

象フ ィ ール ド の名前 と スペース 1 個に続けて、 選択肢を ス ラ ッ シ ュで区切って記述し ます。
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PERFORCE のデフ ォル ト ・ジ ョ ブ仕様では、Status: フ ィ ール ド のデータ タ イプだけが select
になっていて、 その選択肢は以下のよ う に設定されています。

Values: 
        Status open/suspended/closed

注 PERFORCE バージ ョ ン 2000.1 と それよ り 前のバージ ョ ン と では、
Values:フ ィ ール ド とPresets:フ ィ ール ド の指定形式が異な
り ます。

旧ジ ョ ブ仕様に基づ く ス ク リ プ ト は修正を要する場合があ り ま
す。（ジ ョ ブに対する ス ク リ プ ト が、ジ ョ ブ仕様には関わ り のな
い場合は修正不要です。）

Presets: フ ィ ールド

属性が optional 以外のフ ィ ール ド は、 すべてデフ ォル ト 値を必要 と し ます。 フ ィ ール ド に

デフ ォル ト 値を割 り 当て るには、 ジ ョ ブ ・ テンプレー ト の Presets: の下にフ ィ ール ド名 と 対

応するデフ ォル ト 値を 1 行で記述し ます。いかな る 1 行の文字列もデフ ォル ト 値と し て使用す

る こ と ができ ます。

デフ ォル ト 値 と し て、 以下の 3 つの変数を使用する こ と ができ ます。

変数 値

$user ジ ョ ブを生成し よ う と し ている PERFORCE ユーザです。 P4USER の環境設定また

はレジス ト リ 変数で指定するか、 p4 -u username ジ ョ ブでオーバーラ イ ド指  

定し ます。

$now ジ ョ ブを保存する と きの日付と時刻です。

$blank テキス ト <enter description here> です。

ユーザによ る ジ ョ ブ入力時、 ジ ョ ブ ・ テンプレー ト でプ リ セ ッ ト 値が $blank
に設定されている フ ィ ール ド があ る場合、ジ ョ ブをシステムに追加する前に、そ

のフ ィ ール ド に必要な記述を入力し ておかなければな り ません。

標準的なジ ョ ブ ・ テンプレー ト の Presets: フ ィ ール ド は、 以下のよ う にな り ます。

Presets: 
        Status open 
        User $user 
        Date $now 
        Description $blank

Comments: フ ィ ールド

Comments: フ ィ ール ド には、p4 job フ ォームの先頭に表示される コ メ ン ト を記述し ます。p4 
job は、データ タ イプが select になっている フ ィ ール ド に指定でき る値や、 どのフ ィ ール ド

に記述が必要かなどの情報をユーザに通知し ません。 し たがって、 ユーザが必要とするすべて

の情報を Comments: フ ィ ール ド に記述し てお く 必要があ り ます。

Comments:フ ィ ール ド の各行は左端から少な く と も 1 タブはイ ンデン ト させて コ メ ン ト ・キ ャ

ラ ク タの # で始めます。
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p4 job のデフ ォル ト ・ジ ョ ブ・テンプレー ト の Comments: フ ィ ール ド は、以下のよ う に表示 

されます。

Comments: 
        # A PERFORCE Job Specification. 
        # Job: The job name. ’new’ generates a sequenced job number. 
        # Status: Either ’open’, ’closed’, or ’suspended’. Can be changed 
        # User: The user who created the job. Can be changed. 
        # Date: The date this specification was last modified. 
        # Description: Comments about the job. Required.

PERFORCE の Windows ク ラ イ アン ト P4Win を使用し ているユーザがいる場合、PERFORCE サーバ

の管理において コ メ ン ト の記述に特別な注意が必要です。

P4Win では、 以下の 2 つの方法でコ メ ン ト を表示し ます。

• P4Win ユーザがジ ョ ブの生成時または編集時にジ ョ ブ・ダ イ ア ロ グの Form Info ボタ ンを押す 

と 、 ポ ッ プア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウにコ メ ン ト が表示されます。

• （Windows の） カーソルが各フ ィ ール ド の上に行 く と 、ジ ョ ブ仕様に記述された該当フ ィ ール

ド 名 と コ ロ ンに続 く コ メ ン ト の 1 行目がツール ・ チ ッ プに表示されます。 実際にツール ・

チ ッ プ と し て表示されるのは、 各行の先頭のフ ィ ール ド名を除 く 残 り の部分です。

例えば、 先のジ ョ ブ仕様の Status: フ ィ ール ド のツール ・ チ ッ プは、 以下のよ う に表示さ

れます。

Either ‘open’, ‘closed’, or ‘suspended’. Can be changed.

警告、 注意、 勧告

こ のセ ク シ ョ ンの内容は、 すでに本章のほかの箇所で もお伝え し ていますが、 重要な こ と なの

で、 繰 り 返しお伝え し ておき ます。p4 jobspec でジ ョ ブ仕様を編集する と きは、 こ こ に示す 

指針に従って く だ さい。

警告 ! ジ ョ ブ仕様の編集を開始する前に、 必ずこ のセ ク シ ョ ンの内容
を読んで理解し て し て く だ さい。

◆ 101 ～ 105 のフ ィ ール ド に対し ては、 変更、 リ ネーム、 再定義はし ないで く だ さ い。 これ

らのフ ィ ール ド はPERFORCEが使用するので、削除も変更も し てはいけません。p4 jobspec 
は、 ジ ョ ブに新しいフ ィ ール ド （すなわち、 106 以降） を追加する目的のみに使用し て く

ださい。

• フ ィ ール ド 101 は PERFORCE に必要です。リ ネームする こ と も削除する こ と も でき ません。

• フ ィ ール ド 102 ～ 105 は、PERFORCE の ク ラ イ アン ト ・プロ グ ラ ム専用です。これらのフ ィ ー

ル ド を リ ネーム または削除する こ と は可能ですが、 望ま し く あ り ません。 PERFORCE ク ラ

イ ア ン ト ・ プ ロ グ ラ ムは、 チ ェ ン ジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト さ れ る たびに フ ィ ール ド 102

（Status: フ ィ ール ド） の値を closed に設定し ます。 これは、 システム管理者がフ ィ ー

ル ド 102 を、closed を許容値 と し て含まないフ ィ ール ド と し て使用する よ う に再定義し

て も変わ り ません。むし ろ、 このよ う な再定義は予測不可能な混乱を生じ る危険性があ り

ます。

◆ フ ィ ール ド が生成され、 ジ ョ ブが入力された後は、 そのフ ィ ール ド の ID 番号を変更し ない

で く だ さい。 p4 job でそのフ ィ ール ド に入力し たデータにア ク セスでき な く な り ます。

◆ フ ィ ール ド の名前はいつで も変更可能です。フ ィ ール ド名を変更する と きは、p4 jobspec 
の他のフ ィ ール ド に記述さ れた同じ フ ィ ール ド 名も忘れずに変更し て く だ さ い。 例えば、

severity と 名付けたフ ィ ール ド 106 を生成し た後、フ ィ ール ド名を bug-severityに変
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更する場合は、 ジ ョ ブ仕様の Presets: フ ィ ール ド の対応する行に記述された同じ フ ィ ー

ル ド名も、 bug-severity に変更し ます。

◆ Comments: フ ィ ール ド に記述する コ メ ン ト は、 ユーザに各フ ィ ール ド の要件を知らせる

唯一の手段です。 こ れら のコ メ ン ト はわか り やす く 、 完全な も のに し て く だ さ い。 特に、

PERFORCE の Windows ク ラ イ アン ト P4Win では、 このコ メ ン ト がツール ・ チ ッ プに利用さ

れます。各フ ィ ール ド のコ メ ン ト の1行目は、それだけで読んで分かる も のにし て く だ さい。

例 : カス タム ・ テンプレー ト

よ り 複雑なジ ョ ブ仕様と、 その仕様に基づき表示される ジ ョ ブ ・ フ ォームを以下に示し ます。

# A Custom Job Specification.
#
# Updating this form can be dangerous!
# See ’p4 help jobspec’ for proper directions.
Fields:

101 Job word 32 required
102 Status select 10 required
103 User word 32 required
104 Date date 20 always
111 Type select 10 required
112 Priority select 10 required
113 Subsystem select 10 required
114 Owned_by word 32 required
105 Description text 0 required

Values:
Status open/closed/suspended
Type bug/sir/problem/unknown
Priority A/B/C/unknown
Subsystem server/gui/doc/mac/misc/unknown

Presets:
Status open
User setme
Date $now
Type setme
Priority unknown
Subsystem setme
Owned_by $user
Description $blank

Comments:
# Custom Job fields:
# Job: The job name. ’new’ generates a sequenced job number.
# Status: Either ’open’, ’closed’, or ’suspended’. Can be changed
# User: The user who created the job. Can be changed.
# Date: The date this specification was last modified.
# Type: The type of the job. Acceptable values are
# ’bug’, ’sir’, ’problem’ or ’unknown’
# Priority: How soon should this job be fixed?
# Values are ’a’, ’b’, ’c’, or ’unknown’
# Subsystem: One of server/gui/doc/mac/misc/unknown
# Owned_by: Who’s fixing the bug
# Description: Comments about the job. Required. 

ジ ョ ブ・フ ォームで表示される フ ィ ール ド の順番は、p4 jobspec フ ォームの Fields: フ ィ ー 

ル ド でのフ ィ ール ド記述順によ って決ま り ます。 フ ィ ール ド は ID 番号順に並んでいる必要は

あ り ません。
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例のカ ス タ ム ・ ジ ョ ブ仕様で p4 job を実行する と、 以下のよ う なジ ョ ブ ・ フ ォームが表示さ 

れます。

# Custom Job fields:
# Job: The job name. ’new’ generates a sequenced job number.
# Status: Either ’open’, ’closed’, or ’suspended’. Can be changed
# User: The user who created the job. Can be changed.
# Date: The date this specification was last modified.
# Type: The type of the job. Acceptable values are
# ’bug’, ’sir’, ’problem’ or ’unknown’
# Priority: How soon should this job be fixed?
# Values are ’a’, ’b’, ’c’, or ’unknown’
# Subsystem: One of server/gui/doc/mac/misc/unknown
# Owned_by: Who’s fixing the bug
# Description: Comments about the job. Required. 

Job:  new
Status: open
User:  setme
Type:  setme
Priority: unknown
Subsystem: setme
Owned_by: edk
Description:

<enter description here>

サー ド ・ パーテ ィ の欠陥追跡システムとの連携

P4DTI を使用し、 PERFORCE をサード ・ パーテ ィ の欠陥追跡システム またはプロセス管理ソ フ

ト ウ ェ ア と 連携させる こ と ができ ます。

PERFORCE デ ィ ポでの作業 - 機能拡張、 バグ修正、 リ リ ース ・ ブラ ンチへの変更の伝達などは、  

P4DTI によ って自動的に欠陥追跡システムに入力する こ と ができ ます。 また、 欠陥追跡システ

ムに入力された発行物や状態 （バグ報告、 変更命令、 作業割当など） は、 自動的に PERFORCE

メ タデータに変換し、 PERFORCE ユーザによ ってア ク セスでき る よ う にする こ と ができ ます。

P4DTI は容易に他の製品へ拡張でき る よ う に設計されています。 TeamShare および Bugzilla が

最初に発表された 2 つの連携製品です。

P4DTI はオープン ・ ソース連携であ り 、 FreeBSD と 同様のラ イセン スで入手可能です。

P4DTI の使用 - PERFORCE 欠陥追跡統合

PERFORCE と 自社の欠陥追跡システム、 またはサー ド ・ パーテ ィ の欠陥追跡システムを連携さ

せる場合、 手始めに P4DTI を起用するのが最善の策でし ょ う 。

P4DTI 製品に関し ては、 下記のホームページをご覧 く だ さい。

http://www.perforce.com/perforce/products/p4dti.html

こ のホームページから、 TeamShare および Bugzilla への実装に関する情報、 P4DTI の機能の概

略説明、 他の製品や社内システム と の連携を行 う と きに必要なキ ッ ト （ソース ・ コード、 開発

文書など） など を入手する こ と ができ ます。

注 日本語版 PERFORCE は、P4DTI をサポー ト し てお り ませんので
ご注意 く だ さい。

独自の連携システムを構築する

最初に P4DTI キ ッ ト を使用し ない場合で も、PERFORCE ジ ョ ブ ・ システムを PERFORCE と欠陥追

跡システム と のイ ン ターフ ェ イ ス と し て利用する こ と ができ ます。 イ ン ターフ ェースは、 アプ

リ ケーシ ョ ンに応じ て、 以下の 1 つまたは複数で構成されます。
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• 欠陥追跡システム内でバグが追加、 更新、 削除される たびに PERFORCE のジ ョ ブを追加、 更

新、 削除する欠陥追跡システム側の ト リ ガまたはス ク リ プ ト 。

サード ・ パーテ ィ のシステムはデータ を生成し、 それを p4 job の手動 （イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 

な） 起動用フ ォームに合わせて再フ ォーマ ッ ト する ス ク リ プ ト に渡し ます。 ス ク リ プ ト は、

そ こ で生成されたフ ォームを p4 job -i コマン ド の標準入力と し て送出する こ と ができ ま  

す。

（p4 job に標準入力から直接ジ ョ ブ ・ フ ォームを読み込ませた場合は、 p4 job コマン ド  

の -i オプシ ョ ンを使用し ます。 これは、 通常ユーザが行 う 対話形式の 「フ ォーム ・ アン ド ・

エデ ィ タ」 方式の操作 と は異な り ます。-i オプシ ョ ンを用いた PERFORCE の自動化に関する

詳細については、 『PERFORCE コマン ド ・ リ フ ァ レ ン ス』 をご覧 く だ さい。）

• 必要なバグ修正完了情報を収集する ために、サブ ミ ッ ト されたチェ ンジ リ ス ト をチェ ッ クす

る PERFORCE 側の ト リ ガ。

• ジ ョ ブ修正完了のチェ ンジ リ ス ト が無事にサブ ミ ッ ト された こ と をチェ ッ ク し、欠陥追跡シ

ステムの対応データ を更新する ための適切な コマン ド を発行する PERFORCE レ ビ ュー ・ デー

モン。

ト リ ガおよびレ ビ ュー・デーモンについての詳細や使用例については、87 ページの 「PERFORCE

のス ク リ プ ト : ト リ ガ と デーモン」 をご覧 く だ さい。

さ らに情報を得るには

P4DTI を基本にし た TeamaShare や Bugzilla と の連携以外にも、 PERFORCE カス タマは PERFORCE

と 自社製の欠陥追跡システムや、 Remedy、 Scopus、 ClearTrack などのサー ド ・ パーテ ィ のシス

テム と の連携も行っています。

ほかの PERFORCE ユーザの実績に関心があ る場合は、 PERFORCE の Web サイ ト にア ク セス し、

perforce-user の メ ー リ ング・ リ ス ト の過去ロ グをお調べ く だ さい。Documentation ページに

あ り ます。

また、 連携検討中のサード ・ パーテ ィ ・ ツールをすでに連携させた こ と のあ るユーザがいるか

ど う か、 perforce-user に質問を送る こ と もでき ます。 貴社で必要 と なる設定作業をすでに

行った他のユーザが見つかるか も知れません。
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第 6 章  PERFORCE のスク リ プ ト :  

ト リ ガ とデーモン
 

PERFORCE のス ク リ プ ト には、 主 と し て次の 2 種類があ り ます。

• PERFORCE ト リ ガは、ユーザが記述する ス ク リ プ ト であ り 、特定の操作 ( チェ ンジ リ ス ト のサ  

ブ ミ ッ ト 、 フ ォームの変更、 ユーザによ る ロ グ イ ン試行、 パス ワード変更など ) が実行され 

る たびに PERFORCE サーバによ って呼び出されます。 ス ク リ プ ト が値 0 を返し た場合は操作    

を続行し、ス ク リ プ ト がそれ以外の値を返し た場合は操作を失敗させます。失敗時、エラー・

メ ッ セージ と し てス ク リ プ ト の標準出力 ( エラー出力ではない ) が PERFORCE ク ラ イ アン ト ・    

プロ グ ラ ムに送信されます。

• デーモンは事前に設定された時刻に実行され、PERFORCE メ タデータの変更を調べます。デー

モンは、 デ ィ ポの状態が何らかの指定されたかたちに変化し た と 判断する と 、 ほかのコマン

ド を実行し ます。 例えば、 新たにサブ ミ ッ ト されたチェ ンジ リ ス ト を調べ、 それらのフ ァ イ

ルに対する変更を追跡する こ と に関心のあ るユーザに、 電子 メ ールを送る こ と も でき ます。

PERFORCE はデーモンを書 く のを容易にする様々なツールを提供し ます。

本章の説明は、 読者がス ク リ プ ト の書き方を知っている こ と を前提にし ています。

ト リ ガ

ト リ ガはさ まざまな状況で利用でき ます。 よ く 使用されるのは次のよ う な場合です。

• PERFORCE のプロテ ク シ ョ ン･テーブルによ って提供される機構の範囲を超えてチェ ンジ リ ス 

ト の内容を検証する場合。 例えば、 サブ ミ ッ ト 前 ト リ ガを使用し て、 チェ ンジ リ ス ト 内の

file1 が サブ ミ ッ ト される たび file2 もサブ ミ ッ ト される よ う にする こ と ができ ます。

• チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト の一部 と し てフ ァ イルの内容を検証する場合。 例えば、 サブ

ミ ッ ト 中 ト リ ガを使用し て、file1 と  file2 がサブ ミ ッ ト された場合に両方のフ ァ イルが   

同じヘッ ダ ・ フ ァ イルのセ ッ ト を参照する よ う にする こ と ができ ます。

• チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト が成功し た後にビル ド ・ プロセス を開始する場合

• フ ォームを検証する場合や、カ ス タマ イ ズ されたバージ ョ ンのPERFORCEフ ォームを提供する

場合。 例えば、 フ ォーム ・ ト リ ガを使用し て、 カ ス タ マ イ ズ さ れたデフ ォル ト のワーク ス

ペース ・ ビ ューを p4 client コマン ド 実行時に生成し た り 、適切なワーク スペース説明を必ず  

入力させる よ う にし た り でき ます。

• LDAP や Active Directory などの外部の認証 メ カニズムに対応する よ う に PERFORCE を構成す   

る場合。
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• p4 user や p4 job などのコマン ド によ るデータの変更や削除を他のユーザに通知する場    

合や、 PERFORCE メ タデータへの更新の後にプロセス制御ツールを ト リ ガする場合。

警告 ! ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を使用する場合は、 デ ィ ポにデータ を書き込
む PERFORCE コマン ド は危険であ る ため、避け るべきであ る こ と に
注意し て く だ さい。 特に、p4 submit を ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト から実  
行する こ と は避けて く だ さい。

例 : 基本的な ト リ ガ

開発グループでは、 .exe フ ァ イルが含まれているチェ ンジ リ ス ト がデ ィ ポにサブ ミ ッ ト
される と きは必ず、 そのプロ グ ラ ムに対する リ リ ース ・ ノ ー ト が同時にサブ ミ ッ ト される
よ う にし たい と 考えています。

こ の場合は、 チ ェ ン ジ リ ス ト の番号を唯一の引数 と し、 チ ェ ン ジ リ ス ト に対 し て p4
opened を実行し、 その結果を解析し てチェ ンジ リ ス ト に含まれる フ ァ イルを探し、 サブ
ミ ッ ト されたすべての実行可能フ ァ イルについて同じデ ィ レ ク ト リ の RELNOTES フ ァ イ
ルもサブ ミ ッ ト されているかど う かを確かめる ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を書き ます。 チェ ンジ
リ ス ト に RELNOTES フ ァ イルが 1 つ含まれていれば、 ス ク リ プ ト は完了コード 0 で終了
し、 それ以外の場合は、 完了コード が 1 に設定されます。 

ス ク リ プ ト が書けた ら、 p4 triggers フ ォームを以下のよ う に編集し、 書いたス ク リ プ 
ト を ト リ ガ ・ テーブルに追加し ます。

Triggers:
   rnotes  submit  //depot/....exe   "/usr/bin/test.pl %changelist%"

（他の PERFORCE フ ォーム と 同様に、[Triggers:] フ ィ ール ド の下の各行を タブでイ ンデ
ン ト し て く だ さい。）

こ の ト リ ガは .exe で終わる名前のフ ァ イルがサブ ミ ッ ト される たびに実行されます。失
敗し た ら 0 以外の完了コード を返し、 ユーザのサブ ミ ッ ト は失敗し ます。 
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ト リ ガ ・ テーブル

ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を書いた後、 p4 triggers コマン ド を実行し て ト リ ガを作成し ます。 p4  
triggers フ ォームは次のよ う にな り ます。

Triggers:
   relnotes_check  submit  //depot/bld/... "/usr/bin/relcheck.pl %user%"
   verify_jobs     submit  //depot/...     "/usr/bin/job.py %change%"

フ ォームを使用するすべての PERFORCE コマン ド と同様に、 フ ィ ール ド名 (Triggers: など）

は左端で始め （イ ンデン ト し ない） 、 最後にコ ロ ンを付ける必要があ り 、 フ ィ ール ド 値 （ ト リ

ガご と に 1 行ずつ追加する、 行の並び） はフ ィ ール ド名の下の行に空白またはタブでイ ンデン

ト する必要があ り ます。

p4 triggers を実行するユーザは、 PERFORCE スーパー ・ ユーザでなければな り ません。

ト リ ガ ・ テーブルのフ ィ ールド

ト リ ガ ・ テーブルの各行には以下の 4 つのフ ィ ール ド があ り ます。

フ ィ ールド 意味

name ユーザ定義の ト リ ガ名。

連続する行に同一の ト リ ガ名があ る処理は、 複数の path が指定でき る よ う に単一の ト

リ ガ と し て扱われます。 この場合、 そのよ う な ト リ ガ行の最初の command のみが使用

されます。

type ト リ ガ ・ タ イプは 12 種類あ り 、 4 つのサブタ イプ （チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ

ガ、 修正 ト リ ガ、 フ ォーム ・ ト リ ガ、 認証 ト リ ガ） に分類されます。

チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガ

･ change-submit ： チェ ンジ リ ス ト の作成後、 フ ァ イル転送の前にチェ ンジ リ ス ト ・

ト リ ガを実行し ます。 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト はフ ァ イルの内容にア ク セスでき ません。

･ change-content ： チェ ンジ リ ス ト の作成およびフ ァ イルの転送後、 フ ァ イルのコ

ミ ッ ト 前にチェ ンジ リ ス ト ・ ト リ ガを実行し ます。

フ ァ イルの内容を取得するには、 リ ビジ ョ ン指定子 @=change を指定し て p4diff2、 

p4 files、p4 fstat、p4 print などのコマン ド を使用し ます。こ の場合、change    
は、 %changelist% 変数でス ク リ プ ト に渡される作業中チェ ンジ リ ス ト のチェ ンジ 

リ ス ト 番号です。

･ change-commit ： チェ ンジ リ ス ト 作成、 フ ァ イル転送、 およびフ ァ イル ・ コ ミ ッ ト

の後に、 チェ ンジ リ ス ト ・ ト リ ガを実行し ます。

修正 ト リ ガ

特殊変数 %jobs% を使用し て拡張が可能です。 こ の変数は p4 fix コマン ド ラ イ ン  
（あ るいは p4 change フ ォームや p4 submit フ ォームの [Jobs:] フ ィ ール ド）    

に リ ス ト 表示されるすべてのジ ョ ブに対し て 1 つずつ引数を拡張し ます。 その
ため、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト に指定される最後の引数でなければな り ません。

･ fix-add ： 修正を追加する前に修正 ト リ ガを実行し ます。

･ fix-delete ： 削除を追加する前に修正 ト リ ガを実行し ます。
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フ ォーム ・ ト リ ガ

･ form-save： フ ォームの内容が解析された後、その内容が PERFORCE データベースに 

保存される前に、 フ ォーム ・ ト リ ガを実行し ます。 ト リ ガは、 %formfile% 変数で 

指定されたフ ォームを変更でき ません。

･ form-out: エン ド ・ ユーザへのフ ォームの生成時にフ ォーム ・ ト リ ガを実行し ます。 

ト リ ガはフ ォームを変更でき ます。

･ form-in: PERFORCE サーバによ って内容が解析され、 検証される前に、 編集済み  

フ ォームに対し てフ ォーム・ ト リ ガを実行し ます。ト リ ガはフ ォームを変更でき ます。

･ form-delete: フ ォームの内容が解析された後、その内容が PERFORCE データベース  

から削除される前に、 フ ォーム ・ ト リ ガを実行し ます。 ト リ ガはフ ォームを変更でき

ません。

･ form-commit: フ ォーム ・ ト リ ガがコ ミ ッ ト された後それを実行し、 ジ ョ ブ名、 日 

付などの自動生成フ ィ ール ド へのア ク セス を有効に し ます。 ジ ョ ブ ・ フ ォームの場

合、 この ト リ ガは p4 fix コマン ド と同様 p4 job コマン ド でも実行されます （ス  

テータ ス更新後）。 form-commit ト リ ガは p4 job によ って作成された新しい 
ジ ョ ブ名へのア ク セス権を持っています。 form-in ト リ ガ と  form-save ト   

リ ガはジ ョ ブ名が作成される前に実行されます。

ジ ョ ブ ・ フ ォームの場合、 こ の ト リ ガは p4 change コマン ド （ジ ョ ブがチェ ンジ リ  

ス ト の [Jobs:] フ ィ ール ド の編集によ って追加または削除されている場合）、 およ

び p4 submit コマン ド （チェ ンジ リ ス ト の [Jobs:] フ ィ ール ド に存在するすべて 

のジ ョ ブに対 し て） に よ っ て も 実行 さ れます。 こ れ ら の場合は、 ジ ョ ブの form-
commit ト リ ガ ・ コマン ド ラ イ ンで特殊変数 %action% を使用し た拡張が可能です。

この ト リ ガはフ ォームを変更する こ と はでき ません。

認証 ト リ ガ ：

･ auth-check ： 認証チェ ッ ク ・ ト リ ガを実行し、 ロ グ イ ン時または新規パス ワード の

設定時にパス ワー ド を外部パス ワー ド 管理機構に対し て検証し ます。 auth-check
ト リ ガ が 存在す る 場合、 認証 は ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト に よ り 制御 さ れ る た め、

PERFORCEsecurity カ ウ ン タ （および関連するパス ワー ド の長さ についての必要条

件） は無視されます。

･ auth-set ： 認証セ ッ ト ・ ト リ ガを実行し、 新規パス ワード を外部パス ワード管理機

構に送信し ます。

auth-check ト リ ガを追加し た ら、 PERFORCE サーバを再起動し なければな り ません。

path チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガ (change-submit、 change-content、 および

change-commit) の場合は、 デ ィ ポ ・ シン タ ッ ク スのフ ァ イル ・ パターンです。 こ の 

フ ァ イル ・ パターン と一致する フ ァ イルが含まれているチェ ンジ リ ス ト をユーザがサブ

ミ ッ ト し た と きに、 この ト リ ガに リ ン ク されたス ク リ プ ト が実行されます。 除外マ ッ ピ

ングを使用する と、指定し たフ ァ イルに対し て ト リ ガが実行されるのを防ぐ こ と ができ

ます。

修正 ト リ ガ (fix-add または fix-delete) の場合は、 修正をパスの値と し て使

用し ます。

フ ォーム ・ ト リ ガ (form-save、 form-out、 form-in、 form-commit または form- 
delete) の場合は、 フ ォームの タ イ プの名前 (branch、 change、 client、 depot、  

group、 job、 label、 protect、 spec、 triggers、 typemap、 または user の う ち   

どれか ) です。 p4 triggers コマン ド に対し て起動する ト リ ガは無視されます。

認証 ト リ ガ (auth-check または auth-set) の場合は、path の値に auth を指定し て     

く ださい。

フ ィ ールド 意味
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ト リ ガ ・ スク リ プ ト の変数

command フ ィ ール ド に以下の変数を使用し て、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト にデータ を渡し ます。

command 一致する path が ト リ ガ ・ タ イプに適用された と きに、 PERFORCE サーバが実行する コ  

マン ド です。PERFORCE サーバのアカ ウ ン ト がコマン ド を見つけて実行でき る よ う に、コ 

マン ド を指定し ます。 コ マン ド は、 引用符で囲む必要があ り ます。 また、 91 ページの

「 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト の変数」 に示し た変数を引数に取る こ と ができ ます。

change-submit ト リ ガ と change-content ト リ ガの場合、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト が 0  

で終了し た と きはチェ ンジ リ ス ト のサブ ミ ッ ト が続行され、 ス ク リ プ ト がゼロ以外の値

で終了し た と きはチェ ンジ リ ス ト のサブ ミ ッ ト は失敗し ます。change-commit ト リ ガ 

の場合、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト の終了コード に関係な く チェ ンジ リ ス ト のサブ ミ ッ ト は成

功 し ます。 し か し、 ス ク リ プ ト がゼ ロ以外の値で終了 し た と き は、 後続の change-
commit ト リ ガは起動し ません。

form-in ト リ ガ、 form-out ト リ ガ、 form-save ト リ ガ、 form-delete ト リ ガの場   

合、 ス ク リ プ ト が 0 で終了し た と きに仕様内のデータが PERFORCE データベースに組み  

込まれます。 ゼロ以外の値で終了し た と きは、 データベースは更新されません。

form-commit ト リ ガ ・ タ イプは絶対に変更を拒否し ません。 これは最初から

存在する ため、 ジ ョ ブ作成処理中にス ク リ プ ト がジ ョ ブ番号に (%formname% 
値から ) ア ク セスでき ます。

fix-add ト リ ガ と fix-delete ト リ ガでは、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト が 0 で終了し

た場合は修正の追加や削除が続行し、 ス ク リ プ ト がゼロ以外の値で終了し た
と きは失敗し ます。

auth-check ト リ ガ （p4 login によ り 起動） の場合、 ユーザが入力し たパス ワード は  

標準入力から ト リ ガ ・ コマン ド に渡されます。 ト リ ガの実行に成功する と、PERFORCE チ

ケ ッ ト が発行されます。ユーザ名はコマン ド ラ イ ンに %user% を渡すこ と によ り 入手で

き ます。

auth-set ト リ ガ （p4 passwd によ り auth-check ト リ ガによ る検証成功後に起動）   

の場合、 ユーザの古いパス ワー ド と 新し いパス ワー ド は標準入力で ト リ ガに渡さ れま

す。 ユーザ名はコマン ド ラ イ ンに %user% を渡すこ と によ り 入手でき ます。

引数 解説 引数を使用できる タ イプ

%action% ジ ョ ブ ・ フ ォームにおいて、 ヌルまたはジ ョ ブが追加ま
たは削除される （作業中またはサブ ミ ッ ト 済） チェ ンジ
リ ス ト の状態を表し ます。

form-commit

%changelist% 
%change%

サ ブ ミ ッ ト す る チ ェ ン ジ リ ス ト の番号 ( 短縮形の

%change% は %changelist% と同等です )。

change-submit、 

change-content、 

change-commit 
fix-add, 
fix-delete, 
form-commit

%client% ト リ ガを行 う ユーザのク ラ イ アン ト ･ワーク スペース名 すべて

%clienthost% ク ラ イ アン ト のホス ト 名 すべて

%clientip% ク ラ イ アン ト の IP ア ド レ ス すべて

%jobs% p4 fix コマン ド で指定されたジ ョ ブ番号ご と に、 また  

は p4 submit フ ォ ー ム か p4 change フ ォ ー ム の   

[Jobs:] フ ィ ール ド に追加 （削除） されたジ ョ ブ番号ご

と に、 引数を 1 つずつ拡張し たジ ョ ブ番号の文字列。

fix-add, 
fix-delete

%serverhost% PERFORCE サーバのホス ト 名 すべて

%serverip% サーバの IP ア ド レ ス すべて

フ ィ ールド 意味
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チ ェ ンジ リ ス ト に対する ト リ ガ

ユーザがチ ェ ン ジ リ ス ト を サブ ミ ッ ト し た と き に ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を実行す る よ う に

PERFORCE を設定するには、 チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガ ( タ イプ change-submit、  

change-content、 および change-commit の ト リ ガ ) を使用し ます。

チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガの場合、 各 ト リ ガ行の path 列はデ ィ ポ ・ シン タ ッ ク ス  

のフ ァ イル ・ パターンです。 サブ ミ ッ ト されたチェ ンジ リ ス ト に このパス内のフ ァ イルが含ま

れている場合に、 ト リ ガが起動し ます。 フ ァ イルへの変更によ って ト リ ガが起動されるのを防

ぐには、 そのパスで除外マ ッ ピングを使用し ます。

チ ェ ンジ - サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガ

change-submit ト リ ガ ・ タ イプを使用し て、 チェ ンジ リ ス ト 作成の後、 フ ァ イルがサーバに 

転送される前に起動する ト リ ガを作成し ます。 チェ ンジ - サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガは、 フ ァ イルが

サーバに転送される前に起動されるので、 フ ァ イルの内容にア ク セスでき ません。 チェ ンジ -

サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガは、 システムフ ァ イルの内容にア ク セスする必要のないレポー ト ・ ツール

やシステムによ る反映操作で役に立ちます。

例 : 以下のチェ ンジ - サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガは、 サブ ミ ッ ト を行ったユーザがチェ ンジ リ ス ト に
ジ ョ ブを割 り 当てていない場合にそのチェ ンジ リ ス ト を拒否する MS-DOS バッ チ ・ フ ァ  
イルです。 こ の ト リ ガは、 //depot/qa ブラ ンチ内の少な く と も 1 つのフ ァ イルに影響   
するチェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト 試行に対し てのみ実行されます。

@echo off
if not x%1==x goto doit
echo Usage is %0[change#]
:doit
p4 describe -s %1|findstr "Jobs:\n\n\t" > nul
if errorlevel 1 echo No jobs found for changelist %1
p4 describe -s %1|findstr "Jobs:\n\n\t" > nul

こ の ト リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample1   submit //depot/qa/...   "jobcheck.bat %changelist%"

//depot/qa の下の任意のフ ァ イルに影響を与え るチェ ンジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト される 
たびに、 jobcheck.bat フ ァ イルが呼び出されます。 "Jobs: fixed..." と い う 文字列   

%serverport% PERFORCE サーバの IP ア ド レ ス と ポー ト 。 形式は   

ip_address:port
すべて

%serverroot% PERFORCE サーバの P4ROOT デ ィ レ ク ト リ すべて

%user% ト リ ガを実行するユーザの PERFORCE ユーザ名 すべて

%formfile% 一時フ ォーム仕様フ ァ イルのパス。in ト リ ガまたは out  
ト リ ガから フ ォームを変更するには、 こ のフ ァ イルを上

書き し ます。 タ イプ save の ト リ ガおよび delete の ト    

リ ガの場合、 こ のフ ァ イルは読み取 り 専用です。

form-save、 

form-out、 

form-in、 

form-delete

%formname% フ ォームの名前 ( ブラ ンチ名やチェ ンジ リ ス ト 番号など ) form-commit、 

form-save、 

form-out、 

form-delete

%formtype% フ ォームのタ イプ (branch や change など ) form-commit、 

form-save、 

form-out、 

form-in、 

form-delete

引数 解説 引数を使用できる タ イプ
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( 後ろに 2 つの改行 と タブ文字が続 く ) が検出される と 、 ス ク リ プ ト はジ ョ ブがチェ ンジ   
リ ス ト に割 り 当て られている と 想定し、チェ ンジ リ ス ト のサブ ミ ッ ト を続行する こ と を許
可し ます。 この文字列が検出されない と、 サブ ミ ッ ト は拒否されます。

2 つめの findstr コマン ド は、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト の最終エ ラー ・ レベルが、 エ ラー ・   
メ ッ セージを出力する かど う かを決定する エ ラー ・ レベル と 同じ であ る こ と を確認し ま
す。

チ ェ ンジ - コ ンテンツ ・ ト リ ガ

change-content ト リ ガ・ タ イプを使用し て、チェ ンジ リ ス ト 作成 と フ ァ イル転送の後、デー 

タベースにサブ ミ ッ ト を コ ミ ッ ト する前に、 起動される ト リ ガを作成し ます。 チェ ンジ - コ ン

テ ン ツ ・ ト リ ガは、 @=change リ ビ ジ ョ ン指定子を指定 し て p4 diff2、 p4 files、 p4    
fstat、 および p4 print の各コマン ド を使用し てフ ァ イルの内容にア ク セス し ます。 こ の   

場合、 change は、 %changelist% 変数で ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト に渡される作業中チェ ンジ リ   

ス ト の番号です。

チェ ンジ - コ ンテンツ ・ ト リ ガを使用し て、 チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト の一部と し てフ ァ イ

ルの内容を検証し、 検証に失敗し た場合はチェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト を中断し ます。

例 : 以下のチェ ンジ - コ ンテンツ ・ ト リ ガは、すべてのチェ ンジ リ ス ト 内のすべてのフ ァ イル 
に現年度の著作権情報が含まれている こ と を確認する Bourne シ ェル ・ ス ク リ プ ト です。

こ のス ク リ プ ト は、 //depot/src のすべてが含まれた copychecker と 呼ばれる ク ラ イ   
アン ト ・ ワーク スペースが存在する こ と を前提と し ます。 このワーク スペースは、 同期さ
れている必要はあ り ません。

#!/bin/sh
# Set target string, files to search, location of p4 executable...
TARGET="Copyright `date +%Y` Example Company"
DEPOT_PATH="//depot/src/..."
CHANGE=$1
P4CMD="/usr/local/bin/p4 -p 1666 -c copychecker"
XIT=0
echo ""
# For each file, strip off #version and other non-filename info
# Use sed to swap spaces w/"%" to obtain single arguments for "for"
for FILE in `$P4CMD files $DEPOT_PATH@=$CHANGE | \
  sed -e 's/\(.*\)\#[0-9]* - .*$/\1/' -e 's/ /%/g'`
do
  # Undo the replacement to obtain filename...
  FILE="`echo $FILE | sed -e 's/%/ /g'`"
# ...and use @= specifier to access file contents:
  # p4 print -q //depot/src/file.c@=12345
  if $P4CMD print -q "$FILE@=$CHANGE" | grep "$TARGET" > /dev/null
  then
  else
      echo "Submit fails: '$TARGET' not found in $FILE"
      XIT=1
  fi
done
exit $XIT

こ の ト リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample2 change-content //depot/src/... "copydate.sh %change%"

こ の ト リ ガは、//depot/src 内のフ ァ イルを少な く と も 1 つ持つチェ ンジ リ ス ト がサブ   
ミ ッ ト された と きに起動し ます。 ス ク リ プ ト に定義された対応する DEPOT_PATH によ っ  
て、 ト リ ガ対象のチェ ンジ リ ス ト 内のすべてのフ ァ イルの う ちで、 実際に //depot/src 
の下にあ る フ ァ イルだけがチェ ッ ク される よ う にな り ます。
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チ ェ ンジ - コ ミ ッ ト ・ ト リ ガ

change-commit ト リ ガ ・ タ イ プを使用し て、 チェ ンジ リ ス ト 作成、 フ ァ イル転送、 および 

データベースへのチェ ンジ リ ス ト のコ ミ ッ ト の後に起動される ト リ ガを作成し ます。チェ ンジ

リ ス ト のサブ ミ ッ ト の成功を前提 と する ( または必要と する ) プロセスの場合は、 チェ ンジ -  

コ ミ ッ ト ･ ト リ ガを使用し ます。

例 : 以下のチェ ンジ - コ ミ ッ ト ・ ト リ ガは、 サブ ミ ッ ト し たチェ ンジ リ ス ト 内のフ ァ イルを作
業状態にし ている他のユーザに電子 メ ールを送信し ます。

#!/bin/sh
# mailopens.sh - Notify users when open files are updated
changelist=$1
workspace=$2
user=$3
p4 fstat @$changelist,@$changelist | while read line
do
  # Parse out the name/value pair.
  name=`echo $line | sed 's/[\. ]\+\([^ ]\+\) .\+/\1/'`
  value=`echo $line | sed 's/[\. ]\+[^ ]\+ \(.\+\)/\1/'`
  if [ "$name" = "depotFile" ]
  then
    # Line is "... depotFile <depotFile>". Parse to get depotFile.
    depotfile=$value
  elif [ "`echo $name | cut -b-9`" = "otherOpen" -a \
    "$name" != "otherOpen" ] 
  then
    # Line is "... ... otherOpen[0-9]+ <otherUser@otherWorkspace>".
    # Parse to get otherUser and otherWorkspace.
    otheruser=`echo $value | sed 's/\(.\+\)@.\+/\1/'`
    otherworkspace=`echo $value | sed 's/.\+@\(.\+\)/\1/'`
    # Get email address of the other user from p4 user -o.
    othermail=`p4 user -o $otheruser | grep Email: \
      | grep -v \# | cut -b8-`
    # Mail other user that a file they have open has been updated
    mail -s "$depotfile was just submitted" $othermail <<EOM
The PERFORCE file: $depotfile
was just submitted in changelist $changelist by PERFORCE user $user
from the $workspace workspace.  You have been sent this message
because you have this file open in the $otherworkspace workspace.
EOM
  fi
done
exit 0

こ の ト リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample3  commit //... "mailopens.sh %changelist% %client% %user%"

ユーザがチェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト する たびに、そのチェ ンジ リ ス ト の影響を受け る作
業状態のフ ァ イルを持つすべてのユーザが電子 メ ール通知を受信し ます。

修正に対する ト リ ガ

ユーザがチェ ンジ リ ス ト に修正を追加または削除し た と きに ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を実行する よ

う に PERFORCE を設定するには、修正 ト リ ガを使用し ます。修正 ト リ ガは、 タ イプ fix-add お 

よび fix-delete の ト リ ガです。

フ ィ ッ ク ス - ア ド ・ ト リ ガおよびフ ィ ッ ク ス - デ リー ト ・ ト リ ガ

例 : 次のス ク リ プ ト は、 fixadd.sh および fixdel.sh にコ ピーされる と 、 ユーザが p4    
fix コマン ド を使用するか p4 change コマン ドおよび p4 submit コマン ド によ って表   
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示される フ ォームの [Jobs:] フ ィ ール ド を修正する こ と によ り 、 修正レ コード を追加ま
たは削除し た と きに実行されます。 .

#!/bin/bash 
# fixadd.sh, fixdel.sh - illustrate fix-add and fix-delete triggers

COMMAND=$0 
CHANGE=$1 
NUMJOBS=(($# - 1 ))

echo $COMMAND: fired against $CHANGE with $NUMJOBS job arguments. 
echo $COMMAND: Arguments were: $*

例 : fix-add ト リ ガおよび fix-delete ト リ ガは、ユーザがチェ ンジ リ ス ト に修正レ コード を
追加 （または削除） し よ う とする たびに実行されます。 これらの ト リ ガを使用するには、
ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample4   fix-add    fix "fixadd.sh %change% %jobs%" 
sample5   fix-delete fix "fixdel.sh %change% %jobs%"

両方の ス ク リ プ ト の コ ピ ー を 使用 し て、 fixadd.sh が p4 fix に よ っ て起動 さ れ、  
fixdel.sh ス ク リ プ ト が p4 fix -dによ って起動される こ と 、またどち らかのス ク リ プ ト   
がチェ ンジ リ ス ト ・ フ ォームの [Jobs:] フ ィ ール ド内に手動でジ ョ ブ番号を追加 （また
は削除） する こ と によ り 、 p4 change の処理または p4 submit 処理の一部によ って起動   
される可能性があ る こ と を確認し て く だ さい。

%jobs% 変数は、 p4 fix コマン ド ラ イ ン（または p4 change あ るいは p4 submit のフ ォー    
ムの [Jobs:] フ ィ ール ド ） に リ ス ト されたジ ョ ブご と に 1 つずつ引数を拡張する ため、
fix-add ト リ ガまたは fix-delete ト リ ガのス ク リ プ ト に渡される最後の引数でなければ   
な り ません。
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フ ォームに対する ト リ ガ

ユーザがフ ォームを編集し た と きに ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を実行する よ う に PERFORCE を設定す 

るには、 フ ォーム ト リ ガを使用し ます。 フ ォーム ト リ ガは、 タ イプ form-save、 form-in、

form-out、 form-delete、 form-commit の ト リ ガです。

フ ォーム ト リ ガを使用し て、 ユーザ用にカス タマ イ ズ されたフ ォームを生成し た り 、 フ ォーム

を検証し た り 、 フ ォームに対する変更を他のユーザに通知し た り 、 あ るいはプロセス制御ツー

ルおよびプロセス管理ツール と通信し ます。

フ ォーム - セーブ ・ ト リ ガ

form-save ト リ ガタ イプを使用し て、ユーザが変更し たフ ォームをサーバに送信し た と きに 

起動する ト リ ガを作成し ます。また、フ ォームがサーバによ って解析された後、変更し たフ ォー

ムが PERFORCE メ タデータに保存される前に呼びされます。

例 : 特定のユーザに ク ラ イ ア ン ト ・ ワ ー ク スペース の変更を禁止す る には、 そのユーザを
lockedws と い う 名前のグループに追加し、 以下の form-save ト リ ガを使用し ます。

こ の ト リ ガは、 lockedws グループに属する ユーザの ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕 
様の変更を拒否し、 ユーザ名、 ユーザのワーク ステーシ ョ ンの IP ア ド レ ス、 および変更 
が行われたワーク スペースの名前が記述されたエラー・ メ ッ セージを出力し て管理者に通
知し ます。

#!/bin/bash
NOAUTH=lockedws
USERNAME=$1
WSNAME=$2
IPADDR=$3
GROUPS=`p4 groups "$1"`
if echo "$GROUPS" | grep -qs $NOAUTH
then
   echo "$USERNAME ($IPADDR) in $NOAUTH may not change $WSNAME" 
   mail -s "User $1 workspace mod denial" admin@127.0.0.1
   exit 1
else
   exit 0
fi

form-save ト リ ガは、 client フ ォームに対し てのみ動作し ます。 ト リ ガを使用するに  
は、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample6 form-save client "ws_lock.sh %user% %client% %clientip%"

p4 groups lockedws の出力に名前が表示されたユーザの ク ラ イ アン ト ・ワーク スペー   
スに対する変更がサーバに よ って解析 さ れ、 それ ら の変更が構文的に正し い場合で も、
ワーク スペースに対する変更は拒否され、管理者に変更されよ う と し た こ と が通知されま
す。

フ ォーム - アウ ト ・ ト リ ガ

form-out ト リ ガ タ イプを使用し て、 PERFORCE サーバがユーザに表示する ためのフ ォームを  

生成する たびに起動する ト リ ガを作成し ます。

警告 form-out ト リ ガ では、 同 じ form-out ト リ ガ を 起動す る  
PERFORCE コマン ド を使用し ないで く だ さ い。そのよ う な コマン 
ド を使用する と、無限に反復する こ と にな り ます。例えば、job
フ ォームに対し て動作する form-out ト リ ガ・ ス ク リ プ ト 内か 
ら p4 job -o を実行し ないで く だ さい。
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例 : デフォル ト の PERFORCE ク ラ イアン ト ・ ワーク スペース ・ ビューでは、 ディ ポ //depot/...    
全体がユーザの ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースにマ ッ ピング されます。慣れないユーザが
デ ィ ポ全体を同期するのを防ぐために、 こ の Perl ス ク リ プ ト で、 p4 client フ ォーム   
のデフ ォル ト ・ ワーク スペース ・ ビ ュー //depot/... を変更し て、 
//depot/releases/main/... の現在の リ リ ースのコード ラ イ ンだけをマ ッ ピ ング し ま
す。

#!/usr/bin/perl
# default_ws.pl - Customize the default client workspace view.
$p4 = "p4 -p localhost:1666";
$formname = $ARGV[0];  # from %formname% in trigger table
$formfile = $ARGV[1];  # from %formfile% in trigger table
# Default server-generated workspace view and modified view
# (Note: this script assumes that //depot is the only depot defined)
$defaultin = \t//depot/... //$formname/...\n";
$defaultout = "\t//depot/releases/main/... //$formname/...\n";
# Check "p4 clients": if workspace exists, exit w/o changing view.
open CLIENTS, "$p4 clients |" or die "Couldn't get workspace list";
while ( <CLIENTS> )
{
        if ( /^Client $formname .*/ ) { exit 0; }
}
# Build a modified workspace spec based on contents of %formfile%
$modifiedform = "";
open FORM, $formfile or die "Trigger couldn't read form tempfile";
while ( <FORM> )
{       ## Do the substitution as appropriate.
        if ( m:$defaultin: ) { $_ = "$defaultout"; }
        $modifiedform .= $_;
}
# Write the modified spec back to the %formfile%,
open MODFORM, ">$formfile" or die "Couldn't write form tempfile";
print MODFORM $modifiedform;
exit 0;

form-out ト リ ガは、 client ワーク スペース ・ フ ォームに対し てのみ動作し ます。 ト   
リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample7 form-out client "default_ws.pl %formname% %formfile%"

ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース を作成する新しいユーザには、 カ ス タマイ ズ されたデフ ォ
ル ト のビ ューが提供されます。
PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド 97



第 6 章 : PERFORCE のス ク リ プ ト : ト リ ガ とデーモン

 
 

フ ォーム - イ ン ・ ト リ ガ

form-in ト リ ガ タ イ プを使用 し て、 ユーザが フ ォーム をサーバに送信 し よ う と し た と き、 

フ ォームが PERFORCE サーバによ って解析される前に起動する ト リ ガを作成し ます。

例 : ジ ョ ブの編集が許可されているすべてのユーザが jobbers と い う 名前の指定グループ  
に配置されています。次の Python ス ク リ プ ト は、-G (Python 配置オブジ ェ ク ト ) オプシ ョ     
ン を指定し た p4 group -o jobbers を実行し て、 ス ク リ プ ト を ト リ ガか ら実行し た    
ユーザが jobbers グループに属するかど う かを判断し ます。

import sys, os, marshal
# Configure for your environment
tuser = "triggerman"    # trigger username
auth_group = "jobbers"  # PERFORCE group authorized to edit jobs
# Get trigger input args
user = sys.argv[1]
# Get authorized user list
# Use global -G flag to get output as marshaled Python dictionary
CMD = "p4 -G -u %s -p 1666 group -o %s" % \
        (tuser, auth_group)
result = {}
result = marshal.load(os.popen(CMD, 'r'))
auth_users = []
for k in result.keys():
        if k[:4] == 'User': # user key format: User0, User1, ...
                u = result[k]
                auth_users.append(u)
# Compare current user to authorized users.
if not user in auth_users:
        print "\n\t>>> You don't have permission to edit jobs."
        print "\n\t>>> You must be a member of '%s'.\n" % auth_group
        sys.exit(1)
else: # authorized user -- OK to create/edit jobs
        sys.exit(0)

form-in ト リ ガは、 job フ ォームに対し てのみ動作し ます。 ト リ ガを使用するには、 ト   
リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample8 form-in job "python jobgroup.py %user%"

ユーザが jobbers グループに属する場合、 form-in ト リ ガは成功し、 ジ ョ ブは解析の  
ために PERFORCE サーバに渡されます。 それ以外の場合は、 エラー ・ メ ッ セージが表示さ  
れ、 ジ ョ ブに対する変更は拒否されます。

フ ォーム - デリー ト ・ ト リ ガ

form-delete ト リ ガタ イプを使用し て、 ユーザがフ ォームを削除し よ う と し た と き、 フ ォー 

ムが PERFORCE サーバによ って解析された後、 そのフ ォームが PERFORCE データベースから削

除される前に起動する ト リ ガを作成し ます。

例 : ジ ョ ブをシステムから削除せず、対象のジ ョ ブの状態を closed にする と い う 規則を、管  
理者がユーザに徹底させたい と し ます。

#!/bin/sh
echo "jobs may not be deleted. Please mark jobs as closed instead."  
exit l

form-delete ト リ ガは、 job フ ォームに対し てのみ動作し ます。 ト リ ガを使用する に  
は、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample9 form-delete job "nodeljob.sh"
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ユーザがジ ョ ブを削除し よ う と する と 、 ジ ョ ブ削除要求は拒否され、 エラー メ ッ セージが出
力されます。

フ ォーム - コ ミ ッ ト ・ ト リ ガ

他のフ ォーム ・ ト リ ガ と は異な り 、 form-commit ト リ ガはフ ォームがデータベースにコ ミ ッ 

ト された後に実行されます。 こ の ト リ ガはフ ォームのサブ ミ ッ ト が正常に完了する こ と が想定

される （または要求される） 処理に使用し て く だ さい。 ジ ョ ブ ・ フ ォームでは、 ジ ョ ブがデー

タベースにコ ミ ッ ト される までジ ョ ブ名は設定されません。 form-commit ト リ ガは、 ジ ョ ブ 

作成処理の一部で新しいジ ョ ブの名前を取得でき る唯一の方法です。

例 : newjob.sh にコ ピーし た と き、 次のス ク リ プ ト はジ ョ ブ作成処理中にジ ョ ブ名を取得す
る方法を示し、 ジ ョ ブ修正に関連するチェ ンジ リ ス ト のステータ ス を報告し ます。

#!/bin/sh

# newjob.sh - illustrate form-commit trigger

COMMAND=$0

USER=$1

FORM=$2

ACTION=$3

echo $COMMAND: User $USER, formname $FORM, action $ACTION >> log.txt

ト リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample10 form-commit job "newjob.sh %user% %formname% %action%"

%action% 変数を使用する と 、 ジ ョ ブへの変更がジ ョ ブを直接操作する ユーザによ って 
p4 job を使用し て要求されたのか、または p4 fix のコ ンテキス ト 内またはチェ ンジ リ    
ス ト の [Jobs:] フ ィ ール ド でジ ョ ブを修正する こ と によ って間接的に要求されたのかを
識別する こ と ができ ます。

最も簡単なケースは p4 job コマン ド によ る新しいジ ョ ブの作成 （または既存ジ ョ ブへ 
の変更） です。 こ の処理では ト リ ガが実行され、 ス ク リ プ ト はユーザに新規に作成された
（または編集された） ジ ョ ブの名前を報告し ます。 これらのケースでは、 %action% 変数 
はヌルです。

また この ト リ ガは、 変更されたジ ョ ブが p4 fix、 p4 fix -d の実行によ り 、 あ るいは    
p4 change フ ォーム または p4 submitフ ォームで示されるチェ ンジ リ ス ト の[Jobs:]    
フ ィ ール ド の編集によ り 操作されているかど う かにかかわらず、ユーザがジ ョ ブをチェ ン
ジ リ ス ト に追加または削除する と きに も実行されます。 その場合には、 %action% 変数 
はジ ョ ブが追加または削除されるチェ ンジ リ ス ト のステータ ス （作業中またはサブ ミ ッ ト
済） を保持し ます。

%action% 変数は常に設定される と は限ら ないため、form-commit ト リ ガ・ ス ク リ プ ト  
に渡される最後の引数でなければな り ません。

外部認証のための ト リ ガの利用

外部認証管理 （LDAP や Active Directory など） が機能する よ う PERFORCE を構成するには、 認   
証 ト リ ガ （auth-check および auth-set） を使用し ます。 こ れら の ト リ ガはそれぞれ、 p4   

login コマン ド と p4 passwd コマン ド で起動し ます。

認証 ト リ ガがチェ ンジ リ ス ト やフ ォーム ・ ト リ ガ と 異な る点は、 認証プ ロ セ スの一部 と し て

ユーザに入力されたパス ワード は、 コマン ド ラ イ ン上ではな く 標準入力と し て認証ス ク リ プ ト
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に渡される こ と です。 （コ マン ド ラ イ ンに渡される引数は、 %user%、 %clientip% などすべ 

ての ト リ ガタ イプに共通する引数のみです。）

警告 ト リ ガを ト リ ガ・テーブルに追加する際は ト リ ガ名のつづ り を間違えない
よ う 注意し て く だ さい。 つづ り を間違え る とすべてのユーザが PERFORCE

にロ グ イ ンでき な く な る こ と があ り ます。

ト リ ガおよび ト リ ガテーブルの起動については本番環境に実装する前に
十分に試験を行って く だ さい。

サーバへのア ク セ スの回復に補助が必要な場合は PERFORCE 技術サポー  
ト に連絡し て く だ さい。

本書にあ る例は説明のための一例にすぎません。 LDAP 環境用のサンプル ・ コードへの リ ン ク 

を含む詳細な解説は、 以下の TechNote を参照し て く だ さい。

http://www.perforce.com/perforce/technotes/note074.html

auth-check ト リ ガを追加し た後、 こ の ト リ ガを有効にする ために PERFORCE サーバを再起動  

し なければな り ません。 ただし、 サーバを再起動せずに既存の auth-check ト リ ガ ・ テーブ

ルのエン ト リ （または ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト ） を変更する こ と も でき ます。

auth-check ト リ ガ を配置し てサーバを再起動する と、 PERFORCE の security カ ウ ン タは    

無視されます。 それは、 認証が ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト によ り 制御される よ う になったため、 パス

ワード強度の要求に対するサーバのデフ ォル ト の メ カニズムは冗長であ るからです。

認証チ ェ ッ ク ・ ト リ ガ

auth-check タ イプ ト リ ガはユーザが p4 login コマン ド を実行し た と き起動し ます。 ス ク    

リ プ ト が 0 を返すと、 ロ グ イ ンは成功し、 そのユーザのチケ ッ ト ・ フ ァ イルが作成されます。

例 : 簡単な認証チェ ッ ク ・ ス ク リ プ ト を示し ます。 すべてのユーザはロ グ イ ン ・ チケ ッ ト を受
け取る ために "secret" と い う パス ワード を入力し なければな り ません。ユーザが指定する 
パス ワード は標準入力から ス ク リ プ ト に送られます。

#!/bin/bash 
# checkpass.sh - a trivial authentication-checking script

# in this trivial example, all users have the same "secret" password 
USERNAME=$1 
PASSWORD=secret

# read user-supplied password from stdin 
read USERPASS

# compare user-supplied password with correct password  
if [ "$USERPASS" = $PASSWORD ] 
then 
    # Success 
    exit 0 
fi

# Failure 
echo checkpass.sh: password $USERPASS for $USERNAME is incorrect 
exit 1

 

ユーザが p4 login を起動する たびに auth-check ト リ ガが起動し ます。 ト リ ガを使用    
するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の行を追加し ます。

sample11 auth-check auth "checkpass.sh %user%"

"secret" と い う パス ワード を入力し たユーザは、 ロ グ イ ン ・ チケ ッ ト を与え られます。
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認証セ ッ ト ・ ト リ ガ

auth-set タ イプの ト リ ガは、 ユーザが p4 passwd コマン ド を実行し、 古いパス ワード に対す    

る auth-check ト リ ガによ る認証が成功し た と きに起動し ます。

1. ユーザが p4 passwd コマン ド を起動し ます。

2. PERFORCE サーバがユーザにパス ワード の入力を要求し ます。

3. PERFORCE サーバが auth-check ト リ ガを起動し、外部の認証サービ スに対する古いパス

ワード を検証し ます。

4. auth-check ト リ ガに関連付け られたス ク リ プ ト が起動し ます。 auth-check ト リ ガが

失敗する と、 プ ロ セ スは直ちに終了し ます。 ユーザは新し いパス ワー ド を要求 さ れず、

auth-set ト リ ガは起動し ません。

5. auth-check ト リ ガが成功する と、 PERFORCE サーバはユーザに新しいパス ワード の入力

を要求し ます。

6. PERFORCE サーバは auth-set ト リ ガを起動し、 標準入力から古いパス ワード と新しいパ

ス ワード の両方を改行で区切って ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト に渡し ます。

注 I ほ と んどの場合、 外部の認証環境のユーザはそのま ま PERFORCE を使用
せずにパス ワー ド を設定し ます。 auth-set ト リ ガ タ イ プは万全を期す 
る ために用意されています。

PERFORCE サーバはユーザの現在のパス ワード を検証する必要があ る ため、auth-set ト リ ガを作 

成する前に、 正し く 機能する auth-check ト リ ガが用意されていなければな り ません。

例 : 簡単な認証設定ス ク リ プ ト  

#!/bin/bash 
# setpass.sh - a trivial authentication-setting script

USERNAME=$1

read OLDPASS 
read NEWPASS

echo setpass.sh: $USERNAME attempted to change $OLDPASS to $NEWPASS

 

auth-set ト リ ガはユーザが p4 passwd を実行し auth-check ト リ ガに要求される外    
部認証に合格し た後に起動し ます。 ト リ ガを使用するには、 ト リ ガ ・ テーブルに以下の 2
行を追加し ます。

sample11 auth-check auth "checkpass.sh %user%"

sample12 auth-set auth "setpass.sh %user%"

こ の例では実際にはパス ワード の変更は行われません。ユーザが試行し た内容を返すだけ
です。
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複数の ト リ ガの利用

チェ ンジ リ ス ト およびフ ォーム ・ ト リ ガは ト リ ガ ・ テーブル上の順番に従って実行されます。

1 つのフ ァ イル ・ パターンにつき同じパスに対し て実行される同じ タ イプの複数の ト リ ガを生

成し た場合、 各 ト リ ガが ト リ ガ ・ テーブル上の順番に従って実行され、 いずれかの ト リ ガが失

敗すれば、 それ以下の ト リ ガは実行されません。

例 : 同じ フ ァ イルに対する複数 ト リ ガの実行

すべての *.c フ ァ イルがス ク リ プ ト check1.sh、check2.sh、check3.sh をパス し な
ければな り ません。 

Triggers:
   check1  submit   //depot/src/*.c  "/usr/bin/check1.sh %change%"
   check2  submit   //depot/src/*.c  "/usr/bin/check2.sh %change%"
   check3  submit   //depot/src/*.c  "/usr/bin/check3.sh %change%"

いずれかの ト リ ガ （例えば check1.sh） が失敗すれば、 サブ ミ ッ ト も失敗し、 以下の ト  
リ ガ （この場合、 check2.sh と check3.sh） は実行されません。 1 つの ト リ ガが成功す
れば、 次の該当する ト リ ガが実行されます。

複数のフ ァ イル指定を同一の ト リ ガ （および ト リ ガ･タ イプ） に リ ン クするには、 ト リ ガ ・ テー

ブルの中にその ト リ ガを複数回記述し ます。

例 : 複数のフ ァ イル指定に対する同じ ト リ ガの起動

Triggers:
   bugcheck  submit   //depot/*.c   "/usr/bin/checkit.pl %change%"
   bugcheck  submit   //depot/*.h   "/usr/bin/checkit.pl %change%"
   bugcheck  submit  //depot/*.cpp  "/usr/bin/checkit.pl %change%"

こ の場合 ト リ ガ bugcheck は、 *.c フ ァ イル、 *.h フ ァ イルおよび *.cpp フ ァ イルに対
し て適用されます。

同じパスに対し て実行される タ イプの異な る複数のチェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト ・ ト リ ガは、

以下の順番で実行されます。

1. change-submit ( フ ァ イル転送の前に、 チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト に対し て実行され 

る )

2. change-content ト リ ガ ( チェ ンジ リ ス ト ・ サブ ミ ッ ト およびフ ァ イル転送の後 )

3. change-commit ト リ ガ ( サーバによ る自動チェ ンジ リ ス ト ・ナンバ リ ングに対し て実行  

される )

同様に、 タ イプの異な る仕様 ト リ ガは以下の順番で起動されます。

1. form-out ( フ ォーム生成 )

2. form-in ( 変更されたフ ォームがサーバに転送される )

3. form-save ( 検証されたフ ォームが PERFORCE データベースへの保存のための準備がで   

き る )

4. form-delete ( 検証されたフ ォームは既に PERFORCE データベースに保存されている )
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複数の PERFORCE サーバをサポー ト する ト リ ガの作成

複数の PERFORCE サーバから同じ ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を呼び出すには、 変数 %serverhost%、   

%serverip%、 および %serverport% を使用し て ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト の移植性を高めます。

例えば、 ハー ド コーデ ィ ング されたポー ト 番号 と ア ド レ ス を使用する ス ク リ プ ト があ る場合

は、 以下のス ク リ プ ト を作成する こ と にな り ます。

#!/bin/sh
# Usage: jobcheck.sh changelist
CHANGE=$1
P4CMD="/usr/local/bin/p4 -p 192.168.0.12:1666"
$P4CMD describe -s $1 | grep "Jobs fixed...\n\n\t" > /dev/null

ト リ ガ ・ テーブル内の以下の行で上記のス ク リ プ ト を呼び出し ます。

sample1  submit //depot/qa/... "jobcheck.sh %change%"

移植性を高めるには、 ス ク リ プ ト を以下のよ う に変更し ます。

#!/bin/sh
# Usage: jobcheck.sh changelist server:port
CHANGE=$1
P4PORT=$2
P4CMD="/usr/local/bin/p4 -p $P4PORT"
$P4CMD describe -s $1 | grep "Jobs fixed...\n\n\t" > /dev/null

次に、 サーバ固有のデータ を上記の ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト に引数 と し て渡し ます。

sample2  submit //depot/qa/... "jobcheck.sh %change% %serverport%"

各 ト リ ガ ・ タ イプに適用される変数の完全な一覧については、 91 ページの 「 ト リ ガ ・ ス ク リ プ

ト の変数」 を参照し て く だ さい。

ト リ ガ と セキュ リ テ ィ

警告 ! p4d プロセスは ト リ ガを生成する ため、 UNIX システム上では
p4d を root で実行し ないよ う 強 く お勧めし ます。

ト リ ガ と Windows

デフ ォル ト では、 PERFORCE のサービ スは Windows のローカル ・ システム ・ アカ ウ ン ト のも と

で実行されます。

Windows では、 ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブ上のフ ァ イルにア ク セスする ためには実のアカ ウ ン ト

名と パス ワード が必要です。 し たがって、 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト がネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブ上に

あ る場合には、実のユーザ ID と パス ワード を用いてそのス ク リ プ ト にア ク セスでき る よ う に、

サービ ス を構成し なければな り ません。

詳し く は、 125 ページの 「ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブへの PERFORCE サービ スのイ ン ス ト ール」 を

ご覧 く だ さい。

デーモン

デーモンは、 バッ ク グ ラ ウ ン ド で定期的に呼び出されるプロセス、 または連続的に実行される

プロセスです。 PERFORCE を使用するデーモンは通常、 必要に応じ てサーバの メ タデータ を調

べ、 必要に応じ てア ク シ ョ ンを起こ し ます。

代表的なデーモンのアプ リ ケーシ ョ ンには、 次のよ う な ものがあ り ます。

• 10 分ご と に起動し て、プロ ダ ク シ ョ ン ・デ ィ ポにチェ ンジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト されていない

かど う かをチェ ッ クするチェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモン。 チェ ンジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト され
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ていた ら、 そのチェ ンジ リ ス ト に含まれる フ ァ イルに 「サブス ク ラ イブ」 し ているユーザに

電子 メ ールを送 り 、 ユーザが関わっている フ ァ イルが変更された こ と を知らせます。

• 一日の終わ り に、 作業状態のジ ョ ブに関する レポー ト を毎日生成する ジ ョ ブ ・ デーモン。 カ

テゴ リ 別のジ ョ ブの数、 各ジ ョ ブの重要度など を示し ます。 こ の報告は メ ールですべての関

係ユーザに送られます。

• 特定のデ ィ ポ・サブデ ィ レ ク ト リ にあ る フ ァ イルが変更されたかど う かを調べる Web デーモ

ン。 新しいフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンが見つかった ら、 それを運用中の Web ページを含むク ラ

イ アン ト ・ ワーク スペースに同期させます。

PERFORCE の メ タデータが変更された と きは、 様々な タ ス ク の起動が必要にな り ます。 デーモ

ンを使用すれば、 これらのタ ス ク のほ と んど を起動する こ と ができ ます。 主 と し てサブ ミ ッ ト

の妥当性評価に用いられる ト リ ガ と 異な り 、 デーモンはデ ィ ポへの情報書き込み （すなわち、

フ ァ イルのサブ ミ ッ ト ） にも使えます。

PERFORCE のチ ェ ンジ ・ レビ ュー ・ デーモン

PERFORCE チ ェ ン ジ リ ス ト ・ レ ビ ュ ー ・ デーモン (p4review.py) は、 以下の Web サ イ ト の   

PERFORCE Supporting Programs ページから入手でき ます。

http://www.perforce.com/perforce/loadsupp.html#daemon

チェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモンは http://www.python.org/ から入手でき る Python 上で動

作し ます。 レ ビ ュー ・ デーモン を実行する前に、 デーモン本体に含まれる構成説明書を読み、

指示に従って く だ さい。

ユーザは、p4 user を呼び出し て、Email: フ ィ ール ド に電子 メ ール ・ ア ド レ ス を入力し、 関   

心のあ る フ ァ イルに対応する フ ァ イル ・ パターンの番号を Reviews: フ ィ ール ド に入力し て、  

フ ァ イルにサブス ク ラ イブし ます。

User:     sarahm
Email:    sarahm@elmco.com
Update:   1997/04/29 11:52:08
Access:   1997/04/29 11:52:08
FullName: Sarah MacLonnogan
Reviews:
        //depot/doc/...
        //depot.../README

チェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモンは、 個々の新しいサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト に含まれていた

フ ァ イルを監視し、 そのフ ァ イルのいずれかに 「サブス ク ラ イブ」 し ているすべてのユーザに

電子 メ ールを送 り 、 問題のフ ァ イルが変更された こ と を知らせます。

特別なパス //depot/jobs を Reviews: フ ィ ール ド に含める こ と によ り 、ジ ョ ブのデータが更新さ

れた と きにも、 ユーザは PERFORCE チェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモンから メ ールを受け取る こ と が

でき ます。

チェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモンは、 次のスキームを実行し ます。

1. p4 counter を使用し て、PERFORCE メ タデータ中のカ ウ ン タ と呼ばれる変数を読み取 り 、 

変更し ます。 このデーモンが使用する カ ウ ン タ review は、 レ ビ ューされた最新のチェ

ンジ リ ス ト の番号を保存し ます。

2. p4 review -t review で PERFORCE のデ ィ ポをポー リ ング し、 まだレ ビ ューされてい   

ないサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト を探し ます。

3. p4 reviews を使用し て、 見つかったチェ ンジ リ ス ト のそれぞれについてレ ビ ュー者の 

リ ス ト を生成し ます。

4. Python メ ール ・ モジ ュールを使用し て、p4 describe で出力されるチェ ンジ リ ス ト の情 

報を電子 メ ールでレ ビ ューアに送 り ます。
104 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 6 章 : PERFORCE のス ク リ プ ト : ト リ ガ とデーモン  
5. 前記 1 ～ 3 のステ ッ プは 3 分ご と に繰 り 返されます。 この時間間隔は、デーモンを イ ン ス

ト ールする と きに変更でき ます。

ステ ッ プ 4 で使用される コマン ド （p4 describe） は、 直接レポー ト する コマン ド です。 そ 

の他のコマン ド （p4 review、 p4 reviews、 p4 counter） は、 ほ と んどの場合レ ビ ュー ・   

デーモンによ って実行されます。

その他のデーモンの生成

p4review.py （104 ページの 「PERFORCE のチェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモン」 を参照） を も と

に、 必要に応じ て変更を行 う こ と で、 独自のデーモンを生成する こ と ができ ます。 1 例 と し て、

チェ ンジ リ ス ト のサブ ミ ッ ト 後に、 PERFORCE のジ ョ ブ情報を外部のバグ追跡システムにア ッ

プロード するデーモンなどが考え られます。 こ のデーモンはまず、 新しいレ ビ ュー ・ カ ウ ン タ

p4 review を使用し て、新しいチェ ンジ リ ス ト を リ ス ト し、p4 fixes を使用し て、新たにサ  

ブ ミ ッ ト されたチェ ンジ リ ス ト によ って修正完了 と なったジ ョ ブの リ ス ト を取得し ます。最後

に、 その情報を外部のシステムに送 り 、 一部のジ ョ ブが完了し た こ と を知らせます。

独自のデーモン を作成し、 それを他のユーザ と 共用し たい場合には、 それを PERFORCE Public 

Depot へサブ ミ ッ ト し て く だ さい。 詳し く は、 http://www.perforce.com にア ク セス し、

「PERFORCE Public Depot」 リ ン ク をご覧 く だ さい。
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デーモンで使用される コ マン ド

PERFORCE コマン ド には、 ほ と んど レ ビ ュー ・ デーモンによ ってのみ実行される コマン ド があ

り ます。 これらのコマン ド は以下の とお り です。

コマン ド 使用法

p4 review -c change# change# か ら最新のサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト まで

の全チェ ンジ リ ス ト について、 チェ ンジ リ ス ト 番号、 生

成者、 および生成者の電子 メ ール ・ ア ド レ ス を リ ス ト し

ます。

実行するには、 少な く と も review ア ク セス権限が必要

です。

p4 reviews -c change# filespec 指定 さ れたチ ェ ン ジ リ ス ト 内の指定フ ァ イ ルま たは任

意のフ ァ イ ルのレ ビ ューにサブ ス ク ラ イ ブ さ れてい る

ユーザ全員を リ ス ト し ます。

p4 counter name [value] 新 し いカ ウ ン タ を作成する か ま たは既存のカ ウ ン タ に

値を設定するには、少な く と も review 権限が必要です。 

カ ウ ン タの値を表示するには、 少な く と も list 権限が 

必要です。

引数 value が指定されていない場合、 p4 counter は 

name の値を返し ます。 カ ウ ン タが存在し ない場合は 0
を返し ます。

引数 value が指定 さ れてい る場合、 p4 counter は 

nameの値にvalueをセ ッ ト し ます。name と い う カ ウ ン 

タが存在し ない場合は作成されます。

警告: レ ビ ュー・カ ウ ン タ journal、job、およびchange 
は、PERFORCE の内部で使用されます。 これらのいずれか

を レ ビ ュー ・ ナンバー と し て使用する と、 PERFORCE の 

データベースが破損する こ と があ り ます !

カ ウ ン タの値は、 内部的に符号付整数 （signed int） 

で表現さ れています。 ほ と んどのプ ラ ッ ト フ ォー

ムにおいて、 最大値は 231 - 1 または 2147483647 で  

す。

64 ビ ッ ト のプラ ッ ト フ ォームでは、 263 - 1 または  

9223372036854775807 と な り ます。

p4 counters すべてのカ ウ ン タ な らびにその値を リ ス ト し ます。

p4 changes -m 1 -s submitted PERFORCE サーバが認識し ている最大のチェ ンジ リ ス ト

番号ではな く 、 最新のサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト の番

号を 1 行に表示し ます。

デーモン と カウン タ

チェ ンジ ・ レ ビ ュー ・ デーモン、 またはサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト を扱 う 他のデーモンを作

成する場合、 通常は最新のサブ ミ ッ ト 済チェ ンジ リ ス ト の番号を追跡する必要があ り ます。 こ

の番号は、p4 changes -m 1 -s submitted コマン ド のア ウ ト プ ッ ト の第 2 フ ィ ール ド と     

し て取得でき ます。

これは p4 counter change のア ウ ト プ ッ ト と同じではあ り ません。PERFORCE サーバが認識  

し ている最新のチェ ンジ リ ス ト 番号 （p4 counter change のア ウ ト プ ッ ト ） は、 ユーザに  

よ って生成されたが、 まだデ ィ ポにサブ ミ ッ ト されていない作業中のチェ ンジ リ ス ト も含んで

います。
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スク リ プ ト 作成とバッ フ ァ リ ング

ご使用のプラ ッ ト フ ォームによ って、 個々の p4 コマン ド のア ウ ト プ ッ ト が完全にバッ フ ァ リ

ング されている （所定のバイ ト 数が生成された と こ ろで初めてア ウ ト プ ッ ト がフ ラ ッ シ ュ され

る） 場合、 行単位でバッ フ ァ リ ング されている （tty のよ う に、 改行ご と に 1 行が送られる） 場

合、 バッ フ ァ リ ングが行われていない場合があ り ます。

一般に、 フ ァ イルまたはパイプへの標準出力は十分にバッ フ ァ リ ング されていて、 tty への標

準出力は行単位でバッ フ ァ リ ング されています。 ト リ ガまたはデーモンが行単位のバッ フ ァ リ

ング （またはバッ フ ァ リ ングな し） を必要 と し ていれば、 当該の p4 コマン ド に -v0 デバッ

グ ・ オプシ ョ ンを付け る こ と で、 バッ フ ァ リ ングを無効にする こ と ができ ます。

パイプを用いて PERFORCE コマン ド からの標準出力を転送し よ う と し ている場合には （-v0 オ

プシ ョ ンの有無にかかわらず） 、 カーネルによ って も た ら されるバッ フ ァ リ ングの問題に遭遇

する こ と があ り ます。 -v0 オプシ ョ ンは、 コマン ド その ものの出力のバッ フ ァ リ ングを無効に

するのみです。
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第 7 章  PERFORCE のパフ ォーマンス調整
PERFORCE サーバは、 本来システム ・ リ ソース をそれほど消費し ません。 しかし、 システムが

拡大し て く る と 、 あ ら ためてシ ス テム構成を調べ、 最適なパフ ォーマン スが得られる構成に

なっているかど う かを確認する必要があ り ます。

本章では、 PERFORCE サーバのパフ ォーマン スに影響し そ う ない く つかの要因について簡単に

概略を説明する と と もに、 ネ ッ ト ワーク に関する問題の診断に役立つ情報を紹介し、 システム

の大型化によ るサーバの負荷を軽減する方法を説明し ます。

パフ ォーマンスを調整する

PERFORCE サーバのパフ ォーマン スに影響する因子は次の と お り です。

メ モ リ

サーバのパフ ォーマン スは十分な メ モ リ が確保されているかど う かに大き く 依存し ます。 これ

に関し て 2 つの問題点があ り ます。 この問題点を回避する 1 つの方法は、 大量の ク エ リ を実行

中のサーバにページング させない こ と です。 も う 1 つの方法は、 db.rev テーブル （または少

な く と も その実際的な大き さ） が メ イ ン ・ メ モ リ にキ ャ ッ シュ される よ う にする こ と です。

• 大量の ク エ リ に必要な メ モ リ 量は簡単に割 り 出せます。サーバはページングを避け る ために

フ ァ イル当た り 約1KBのRAMを必要と し ます。10,000フ ァ イルな ら 10MBのRAMが必要です。

• db.rev をキ ャ ッ シ ュするには、既存のイ ン ス ト レーシ ョ ンの db.rev フ ァ イルのサイ ズを

確認し、1 つの目安と し て利用すればよいでし ょ う 。新しいイ ン ス ト レーシ ョ ンの PERFORCE

では、 db.rev は リ ビジ ョ ン当た り 約 150 ～ 200 バイ ト 必要で、 フ ァ イル当た り 約 3 リ ビ 

ジ ョ ン と する と 、 フ ァ イル当た り 約 0.5KB の RAM が必要と い う こ と にな り ます。

し たがって、フ ァ イル当た り 1.5KB、 100,000 フ ァ イルに対し て 150MB の RAM が利用可能であ 

れば、 た と え全フ ァ イルが関係する動作を実行し て も、 サーバはページング し ないこ と にな り

ます。 も ちろん、 複数の大規模な動作を同時に実行する こ と も あ り 得るので、 ページングを避

け る ためには、 さ らに メ モ リ が必要です。 ただし、 大多数の操作は小さ なサブセ ッ ト のフ ァ イ

ル く らいしか使用し ません。

通常のイ ン ス ト レーシ ョ ンの場合、 デ ィ ポにフ ァ イル当た り 1.5KB 程度の RAM があれば十分

でし ょ う 。
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フ ァ イルシステムのパフ ォーマンス

PERFORCE はデ ィ ス ク I/O の利用に関し て優れています。 メ タデータが検索しやす く 、 ア ク セ

スは、 通常限られたサブセ ッ ト のデータのシーケンシ ャル ・ スキ ャ ンです。

唯一のデ ィ ス ク集約的な動作はフ ァ イルのチェ ッ ク イ ンで、 PERFORCE サーバがアーカ イブの

フ ァ イルの書き込み と リ ネームを し なければな ら ない場合です。サーバのパフ ォーマン スはオ

ペレーテ ィ ング ・ システムのフ ァ イルシステムの実装、 特に、 デ ィ レ ク ト リ 更新が同期式かど

う かに強 く 依存し ています。

PERFORCE は特定のフ ァ イルシステムを推奨し ませんが、 Linux サーバは一般に動作が最も速い

（Linux の非同期式デ ィ レ ク ト リ 更新によ る） 反面、 不適切な タ イ ミ ングで電源が切れる と 、 復

旧に手間取る こ と があ り ます。 BSD フ ァ イルシステム （Solaris で も使用されている） は比較的

動作が遅い反面、 信頼性は高 く な り ます。 NTFS のパフ ォーマン スは前の 2 つの中間に落ち着

く でし ょ う 。 IRIX や OSF で使用されている フ ァ イルシステムは、 速度と 丈夫さの両方を う ま

く 兼ね備えています。

データベース と バージ ョ ン管理されたフ ァ イルが、NFS マウ ン ト されているボ リ ュームに保存

されている システムのパフ ォーマン スは、 通常その NFS の実装やその土台と な る ス ト レージ ・

ハード ウ ェ アに依存し ます。PERFORCE はSolaris の NFS上でテス ト され、サポー ト されています。

Linux および FreeBSD 上では、 フ ァ イル ・ ロ ッ キングが比較的遅いため、 NFS を介するデータ

ベース更新に問題が生じ る可能性があ り ます。 これらのプラ ッ ト フ ォーム上では、 ジ ャーナル

が NFS マウ ン ト されている場合、すべての動作が遅 く な るでし ょ う 。一般に （Linux や FreeBSD

では特に） PERFORCE のデータベース、 デ ィ ポ、 ジ ャーナルのフ ァ イルは、 PERFORCE サーバ ・ 

プロセス を実行するマシンのローカル ・ デ ィ ス ク上に保存する こ と をお勧めし ます。

上記の問題は、 PERFORCE サーバ ・ プロセス （p4d） だけに影響し ます。 PERFORCE ク ラ イ アン

ト ・ プロ グ ラ ム （PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト の p4 など） はいつで も NFS マウ

ン ト された ド ラ イブ （例えば、 ユーザのホーム ・ デ ィ レ ク ト リ ） 上の ク ラ イ アン ト ・ ワーク ス

ペースで作業する こ と ができ ます。

デ ィ スク容量の割り当て

PERFORCE が使用するデ ィ ス ク容量は次の 3 つの要素によ って決ま り ます。

• ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースの数と サイ ズ

• サーバ ・ データベースのサイ ズ

• サーバの全バージ ョ ン化フ ァ イルのアーカ イブのサイ ズ

3 つと も、 扱 う データの性質 と PERFORCE の利用度に応じ て変わ り ます。

必要な ク ラ イ アン ト ・ フ ァ イル ・ スペースは、 ユーザが任意の時点に ク ラ イ アン ト ・ ワーク ス

ペースで必要 と する フ ァ イルのサイ ズです。

サーバのデータベースのサイ ズはかな り の精度で計算でき ます。 推定で、 1 ユーザ 1 フ ァ イル

当た り 0.5KB が必要でし ょ う （すなわち、 10,000 フ ァ イルのシステムで、 ユーザが 50 人いれ

ば、 データベースに 250MB のデ ィ ス ク容量が必要にな り ます）。 データベースは、 時間が経過

し、 個々のフ ァ イルの履歴が増加するにつれて、 大き く な る と 考え られます。

サーバのバージ ョ ン化フ ァ イルのアーカ イブのサイ ズは、 保存されているオ リ ジナル ・ フ ァ イ

ルのサイ ズに依存し、 リ ビジ ョ ンが増え るにつれて大き く な り ます。 通常はオ リ ジナル ・ フ ァ

イルのサイ ズの少な く と も 3 倍のデ ィ ス ク空間を割 り 当てておき ます。

データベースが GB レベルまで大き く な る と 予想される な ら、 ご使用のプラ ッ ト フ ォームが大

規模なフ ァ イルシステムを適切にサポー ト し ている こ と を確認し ておいた方がよいでし ょ う 。

21 ページの 「成長を見越し た十分なデ ィ ス ク容量の割当」 をご覧 く だ さい。
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db.haveフ ァ イルは ク ラ イ アン ト ・ワーク スペースで作業状態になっている フ ァ イルの リ ス ト

を保持し てい る ため、 データベース の他のフ ァ イ ル よ り 急速に大き く な る傾向があ り ます。

db.haveフ ァ イルのサイ ズに関する問題を抱えていて、大き なフ ァ イルを適切にサポー ト し て

いるサーバにすぐに切 り 換え られない場合は、 使っていない ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕

様を削除し、 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースのビ ューの範囲をせま く すれば、 問題は多少緩和

されるでし ょ う 。

デ ィ スク空き容量の監視

デ ィ ポ内 （の一部） のフ ァ イルに現在占有されているデ ィ ス ク容量を調べるには、 p4 sizes 
コマン ド にサイ ト のデ ィ ス ク記憶方法で使用されるブロ ッ ク ・ サイ ズを指定し ます。 例えば、

p4 sizes -a -s -b 512 //depot/...

と い う コマン ド は、 ブロ ッ ク ・ サイ ズが 512 バイ ト であ る場合の //depot/... 内にあ るす   

べての リ ビジ ョ ン (-a) の合計値 (-s) を示し ます。

//depot/... 34161 files 277439099 bytes 5429111 blocks

ネ ッ ト ワーク

PERFORCE は TCP/IP ネ ッ ト ワーク上で動作する こ と ができ ます。ネ ッ ト ワーク上の制限はまだ

見つかっていませんが、帯域幅は広ければ広いほど よいでし ょ う 。おそ ら く 、10Mb/s の Ethernet

よ り FDDI の方が よ いで し ょ う が、 一部のユーザか ら、 T1 （1.5 Mb/s） を使用し ていて も、  

PERFORCE を ローカルで使用し ている と きに匹敵する応答時間を得られた と い う 報告も あ り ま

す。 PERFORCE 社の従業員は、 ISDN （64 Kb/s） 回線で問題な く 作業し ています。

PERFORCE は各ク ラ イ アン ト のサーバ と のや り と り に TCP/IP 接続を使用し ます。サーバのポー

ト ・ ア ド レ スは P4PORT で定義されますが、 ク ラ イ アン ト のポー ト 番号は TCP/IP によ って決

められます。 コマン ド が完了し、 接続が閉じ る と、 ポー ト は 2 分間、 TIME_WAIT と い う 状態

に置かれます。 ポー ト 番号は 1025 ～ 32767 の範囲ですが、 一般に数 100 ～数 1000 の番号だ

けが同時に使用でき ます。 こ のため、 PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ コマン ド を、 例えばス ク リ プ

ト など を用いて何度も立て続けに呼び出すこ と によ り 、利用可能なポー ト をすべてふさ ぐ こ と

も でき ます。

リ リ ース 99.2 よ り 前には、 サーバも接続の ク ラ イ アン ト 側も TIME_WAIT の状態に と ど ま り 、

1 ユーザのマシンで動作し てい る ス ク リ プ ト がサーバ側のすべての利用可能なポー ト と つな

がっている ため、 他のユーザがサービ ス を受け られな く な る こ と があ り ま し た。 リ リ ース 99.2

以降はク ラ イ アン ト 側だけが TIME_WAIT にな り 、 PERFORCE サーバは自由に他の ク ラ イ アン

ト の処理ができ る よ う になっています。

CPU

PERFORCE はク ラ イ アン ト / サーバ・アーキテ クチャ を基本にし ています。ク ラ イ アン ト もサー

バも、 CPU の リ ソース消費量は少なめです。 例えば、 ローエン ド （140 MHz） SPARC Ultra サー   

バ上で 80 ユーザをサポー ト し ている PERFORCE サーバの、 1 日あた り の CPU 時間は 7 分程度 

または利用可能な処理能力の約 0.5% です。 ピーク時の利用や処理時間の余裕を考え る と 、 こ

のよ う なサーバで 800 以上のユーザをサポー ト でき るでし ょ う 。

一般に、 CPU の能力は PERFORCE サーバを イ ン ス ト ールするプラ ッ ト フ ォームを決める と きの

主要な検討項目ではあ り ません。

応答時間の遅延を診断する

PERFORCE は通常、 ネ ッ ト ワーク ・ リ ソース をあ ま り 使用し ません。 ユーザが極端に大規模な

操作を行 う と、 PERFORCE サーバの応答が遅 く な る可能性はあ り ますが、 p4 コマン ド に対する
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応答が一貫し て遅いのはたいていネ ッ ト ワークの問題に起因し ます。応答時間が遅 く な る原因

と な り 得る ものは、 以下の と お り です。

1. ド メ イ ン ・ ネーム ・ システム （DNS） の構成の誤 り

2. Windows ネ ッ ト ワーキングの構成の誤 り

3. ネ ッ ト ワーク化されたフ ァ イルシステムで p4 実行フ ァ イルへのア ク セス障害

初めに p4 info を実行し て確認し ます。 これがすぐに応答し なければ、 ネ ッ ト ワーク に問題 

があ り ます。 ネ ッ ト ワーク の問題を解決する こ と はこ のマニ ュ アルの対象外ですが、 以下に若

干の ト ラブルシ ューテ ィ ングの ヒ ン ト を紹介し ておき ます。

ホス ト 名を IP ア ド レスに変えてみる

ク ラ イ アン ト ・ マシン上で P4PORT をホ ス ト 名の代わ り にサーバの IP ア ド レ スに設定し てみ

ます。 例えば、

P4PORT=host.domain:1666

と する代わ り に、 サイ ト 特定の IP ア ド レ ス と ポー ト 番号を使って、

P4PORT=1.2.3.4:1666

と 設定し ます。

通常、 ホ ス ト の IP ア ド レ スは次のコマン ド でわか り ます。

ping hostname

p4 info が、IP ア ド レ ス を使 う とすぐに応答するに もかかわらず、ホ ス ト 名を使 う と なかなか 

応答し ない場合には、 問題は DNS に関係し ている可能性が高いでし ょ う 。

p4 info と P4Win の応答時間を比べてみる

P4win を使用し ている場合は、 P4win の ［接続情報を表示］ （［ヘルプ］ （Help） → ［接続情報を 

表示］ （Show Connection Info）） の応答時間を コマン ド ラ イ ン p4 info コマン ド の応答時間と   

比べてみる と いいでし ょ う 。

P4Win の方が速 く 情報 を 返すが p4 info が遅い場合には、 DNS 関係に問題が あ り ま す。    

（PERFORCE サーバはコマン ド ラ イ ン または P4V から p4 info の要求を受け取る と 、 ク ラ イ ア   

ン ト と サーバのホ ス ト 名を他の構成情報 と と も に送 り 返すため、 リ バース ・ ネーム ・ ル ッ ク

ア ッ プを行います。 しかし、 サーバが P4win の ［接続情報を表示］ の要求を受け取った と きに  

は、 IP ア ド レ ス を返すだけです。）

注 こ のテス ト は リ リ ース 99.1 以降のサーバにのみ有効です。 99.1 
よ り 前は、 PERFORCE サーバは常に リ バース ・ ネーム ・ ル ッ ク 
ア ッ プを行いま し た。

Windows のワイルド カー ド

デ ィ ポ ・ シン タ ッ ク ス と ワ イル ド カード を組み合わせていてフ ァ イルパターンが引用されてい

ない p4 コマン ド、 例えば、

p4 files //depot/*

などは Windows 上で応答時間が遅 く な る こ と があ り ます。 こ の遅れは、 前後にダブルク ォー

テーシ ョ ンマーク を入れる こ と によ って防ぐ こ と ができ ます。

p4 files “//depot/*”

こ の問題の原因は、 p4 コマン ド がワ イル ド カード を拡張する Windows の機能を利用する と こ

ろにあ り ます。 ダブルク ォーテーシ ョ ンマーク がついていない と 、 //depot はネ ッ ト ワーク
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接続された コ ン ピ ュータ ・ パス と し て解釈されて し まい、 時間をかけて、 depot と い う 名のマ

シンがむな し く 検索されます。

DNS ルッ クア ッ プ と ホス ト ・ フ ァ イル

Windows では、 %SystemRoot%¥system32¥drivers¥etc¥hosts フ ァ イルを用いて IP ア ド

レ ス と ホ ス ト 名の組をハード コード 化する こ と ができ ます。 このフ ァ イルへのエン ト リ を追加

す る こ と に よ っ て、 DNS の問題 を 回避で き ま す。 UNIX の こ れに対応す る フ ァ イ ルは

/etc/hosts です。

“p4” 実行フ ァ イルの位置

以上のどの診断ポ イ ン ト によ って も応答時間の遅延を説明でき ない場合は、 p4 の実行可能プ

ロ グ ラ ムそのものが、 きわめてパフ ォーマン スの低いネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イルシステム上に存

在し ている可能性があ り ます。 この点を確認するには、 次のコマン ド を実行し ます。

p4 -V

これは、 ネ ッ ト ワーク ・ ア ク セス を試みずにただバージ ョ ン情報をプ リ ン ト ア ウ ト するだけの

コマン ド です。 応答時間が遅いのは、 p4 実行フ ァ イルその ものへのネ ッ ト ワーク ・ ア ク セス

に問題があ る と 思われます。 ローカル ・ フ ァ イルシステム上に p4 を コ ピーまたはダウ ン ロー

ド すれば、 応答時間は改善されるでし ょ う 。

サーバの停滞を防止する

一般に PERFORCE のパフ ォーマン スは、 デ ィ ポのサイ ズではな く 、 ユーザが 1 回のコマン ド 実

行で操作し よ う と する フ ァ イルの数に左右されます。 すなわち、 3,000,000 フ ァ イルのデ ィ ポ

から 30 フ ァ イルの ク ラ イ アン ト ・ ビ ューを同期するのも、30 フ ァ イルのデ ィ ポから 30 フ ァ イ

ルの ク ラ イ アン ト ・ ビ ューを同期するのも それほど時間は変わら ないはずです。

1 つのコマン ド によ って影響を受ける フ ァ イルの数は、主 と し て次の項目によ り 決定されます。

• p4 コマン ド ラ イ ンの引数 （GUI 操作の場合は選択されたフ ォルダ）

引数がなければ、 ほ と んどのコマン ド はその ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース ・ ビ ューのすべ

てのフ ァ イルに対し て実行されるか、 少な く と もすべてのフ ァ イルを参照し ます。

• ク ラ イ アン ト ・ ビ ュー、 ブラ ンチ ・ ビ ュー、 ラベル ・ ビ ュー、 プロ テ ク シ ョ ン

引数のないコマン ド は、 そのワーク スペース ・ ビ ューのすべてのフ ァ イルに対し て動作する

ので、 ビ ューを無制限にし、 プロ テ ク シ ョ ン も設定し ていない と 、 コマン ド はデ ィ ポのすべ

てのフ ァ イルに対し て実行される こ と にな り ます。

サーバは、 要求に答えて処理を開始する と 、 その間データベース を ロ ッ ク し ます。 通常の動作

の場合は、 サーバが要求のバッ ク ロ グを防げる程度にすばや く 「入出力」 でき る ため、 この方

法で成功し ます。 しかし、 異常に大き な要求は数秒ないしは数分かかる こ と も あ り ます。 いら

いら し たユーザが CTRL キー と C キーを同時に押し て リ ト ラ イする と、 問題はよ けいに悪化し

ます。 サーバはさ らに メ モ リ を消費し、 応答はますます遅 く な り ます。

きわめて大き なデ ィ ポを持つサイ ト では、 ビ ューの範囲を無制限にし た り 、 引数を指定し ない

でコマン ド を実行する と 、 PERFORCE サーバの動作が必要以上にきびし く な り ます。 ユーザ と

管理者は、 次の方法によ り サーバにかかる負荷を緩和する こ と ができ ます。

• “絞 り 込んだ” ビ ューを使用する

• プロ テ ク シ ョ ンを割 り 当てる

• データベースへの問い合わせを制限する

• 効率のいいス ク リ プ ト を作成する
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• 効率的に圧縮を使用する

絞り込んだビ ューを使用する

次のよ う な “制限のゆるい” ビ ューは、 設定は簡単ですが、 きわめて大き なデ ィ ポでは ト ラブ

ルの原因と な る こ と があ り ます。

//depot/...        //workspace/...

こ のビ ューでは、 デ ィ ポ全体が ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースへマ ッ ピング されています。 通

常、 このビ ューはまだまだ “絞 り 込む” こ と ができ ます。 例えば、 次のビ ューはデ ィ ポの特定

の領域に限定されています。

//depot/main/srv/devA/...          //workspace/main/srv/devA/... 
//depot/main/drv/lport/...         //workspace/main/dvr/lport/... 
//depot/rel2.0/srv/devA/bin/...    //workspace/rel2.0/srv/devA/bin/... 
//depot/qa/s6test/dvr/...          //workspace/qa/s6test/dvr/...

また、 ク ラ イ アン ト ・ ビ ューは、 ブラ ンチ ・ ビ ューやラベル ・ ビ ューに対し て も、 ユーザに必

要な作業を行 う のに十分な範囲だけを与え る よ う に設定する必要があ り ます。

ク ラ イ アン ト 、 ブラ ンチ、 ラベルの各ビ ューは、 PERFORCE 管理者または個々のユーザによ り 、

それぞれ p4 client、 p4 branch、 p4 label のコマン ド を用いて設定されます。

ス ク リ プ ト を最適化する方法の う ちの 2 つ （117 ページの 「ブラ ンチ ・ ビ ューの使用」 および

118 ページの 「一時ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースの活用」 をご覧 く だ さい） は、 同様のテ ク

ニ ッ ク を利用し ます。 コマン ド に使用でき る ビ ューのサイ ズを制限する こ と によ り 、 実行する

必要のあ る コマン ド の数を減らす と と もに、 コマン ド の実行に必要な リ ソース も減ら し ます。

プロテ クシ ョ ンを割り当てる

プロ テ ク シ ョ ン （69 ページの 「PERFORCE の管理 : プロ テ ク シ ョ ン」 をご覧 く だ さい） は別タ 

イプの PERFORCE ビ ューです。 p4 protect コマン ド で設定され、 ユーザが実行する コマン ド 

によ って影響を受けるデ ィ ポ ・ フ ァ イルを制限し ます。

ただし、 ク ラ イ アン ト 、 ブラ ンチ、 ラベルの各ビ ューと は異な り 、 プロ テ ク シ ョ ンによ って使

用さ れる ビ ューは、 PERFORCE スーパー ・ ユーザに し か設定で き ません。 （プ ロ テ ク シ ョ ンは

デ ィ ポ ・ フ ァ イルに対する読み取 り 、 書き込みの権限も制限し ますが、 この権限のレベルその

ものはサーバのパフ ォーマン スに影響し ません。） PERFORCE スーパー ・ ユーザは、 PERFORCE の 

中にプロ テ ク シ ョ ンを割 り 当て る こ と によ り 、 ユーザが “制限のゆるい” ク ラ イ アン ト 仕様を 

使用し ていて も、 ユーザのビ ューのサイ ズを効果的に制限する こ と ができ ます。

プロ テ ク シ ョ ンは、 次のよ う にユーザにも グループにも割 り 当て る こ と ができ ます。

write     user       sam           *     //depot/admin/... 
write     group      rocketdev     *     //depot/rocket/main/... 
write     group      rocketrel2    *     //depot/rocket/rel2.0/...

PERFORCE グループは、スーパー・ユーザが p4 group コマン ド を使って作成し ます。PERFORCE 

グループはプロ テ ク シ ョ ンの割 り 当てを容易にするだけでな く 、 次に説明する maxresults
および maxscanrows と い う エラー防止機構を使えます。

データベースへの問い合わせを制限する

各 PERFORCE グループには、 それぞれ maxresults、 maxscanrows および maxlocktime と い う 値が

あ り ます。 デフ ォル ト では、 unlimited （無制限） ですが、 スーパー ・ ユーザは、 p4 group 
コマン ド を用いて特定グループにおける これらの値を制限する こ と ができ ます。
114 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 7 章 : PERFORCE のパフ ォーマン ス調整 
こ のグループのユーザは、 そのグループの MaxResults の値よ り 多いデータベース行に影響

する コマン ド を実行する こ と はでき ません。（ほ と んどのコマン ド の場合、使用するデータベー

ス行の数は使用する フ ァ イルの数 と ほぼ等し く なっています。）

MaxResults と 同様に、MaxScanRows もサーバへの過度の要求に対し て、 ユーザからの特定

のコマン ド を制限し ます。（ほ と んどのコマン ド の場合、走査される可能性があ る行の数は、使

用する フ ァ イルの数にデ ィ ポ内のフ ァ イルが持つ平均 リ ビジ ョ ン数を積算し た結果 と ほぼ等

し く なっています。）

最後に、 MaxLockTime はあ る種のコマン ド がデータベース を長期間にわたって ロ ッ ク し続け 

ないよ う にする ため使用されます。 MaxLockTime は ミ リ 秒単位の数値によ り 、 データベース 

のロ ッ ク を最大限許容する時間を設定し ます。

これらの制限を設定するには、p4 group コマン ド の表示フ ォーム内で当該フ ィ ール ド に数値 

を入力し ます。 1 人のユーザが複数のグループに登録さ れてい る場合、 それら のグループの

MaxResults （ま た は MaxScanRows ま た は MaxLockTime） 制限値の最大値 （デ フ ォ ル ト の   

unlimited 設定 を 除 く ） が そ の ユーザの MaxResults （ま た は MaxScanRows ま た は

MaxLockTime） 値とみな されます。

例 : maxresults、 maxscanrows および maxlocktime 設定の効果 :

管理者が、 グループ rocketdev の メ ンバーの操作を 20,000 フ ァ イル以下の操作に、 さ
らに走査を 100,000 リ ビジ ョ ン以下の走査に、 そ し てデータベース ・ テーブルを 30 秒を  
超えて ロ ッ ク し ないよ う に制限する も の と し ます。

Group:        rocketdev
MaxResults:   20000
MaxScanRows:  100000
MaxLockTime:  100000
Timeout:      43200
Subgroups:
Users:        
        bill
        ruth
        sandy

制限のない （“ゆるい”） ク ラ イ アン ト ・ ビ ューに設定されているルースが、

p4 sync

と コマン ド入力し た と き、 デ ィ ポに 20,000 を超え る フ ァ イルがあ る と 、 こ の sync コマ
ン ド は拒否されます。MaxResults の制限を回避するには、自分の ク ラ イ アン ト ・ ビ ュー
を限定するか、 ビ ューの全フ ァ イルが必要な ら、次のよ う に小さいセ ッ ト のフ ァ イルに分
けて同期させます。

p4 sync //depot/projA/... 
p4 sync //depot/projB/...

いずれの方法で も、 サーバを 1 つの極端に大き な コマン ド の処理に専念させる こ と な く 、
ルースは目的のフ ァ イルを自分のワーク スペースに同期させる こ と ができ ます。

ルースが次の よ う に全フ ァ イルの全 リ ビジ ョ ン を走査する よ う な コ マン ド を実行し よ う
と し、

p4 filelog //depot/projA/...

こ の と き フ ァ イル数は 20,000 よ り 少な く て も、 リ ビジ ョ ン数が 100,000 よ り 多い （も し
かし た ら projA には 8000 フ ァ イルを持つデ ィ レ ク ト リ が存在し、 それぞれのフ ァ イルは
20 リ ビジ ョ ンずつを保持し ているか も しれません） 場合には、 MaxResults の制限は適
用されませんが、 MaxScanRows の制限が適用されます。
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ど ち ら の 制限 が 有効 で あ る か に か か わ ら ず、 ルー ス が 実行 し た ど の コ マ ン ド も、
MaxLockTime であ る 30000 ミ リ 秒を超えてデータベース を ロ ッ クする こ と は許されま  
せん。

特定のグループについて、 処理された結果の行数 （または走査されたデータベースの行数） の

制限を解除するには、そのグループのMaxResults: またはMaxScanRows:の値をunlimited
に設定し ます。

これらの制限はユーザを不便にする こ と があ る ため、特定の操作がサーバの動作を遅 く し てい

ない限 り 、 使用し ないで く ださ い。 また、 MaxResults: の値は、 PERFORCE の Windows ク ラ イ

アン ト P4Win によ って実行される特定の操作に 5,000 ～ 8,000 必要になる ため、 10,000 よ り 小

さ く し ないで く だ さい。 同様に MaxScanRows: の値も、 50,000 よ り 小さい値に設定する必要

はあ り ません。

PERFORCE コマン ド と 関連する フ ァ イル数 と の対応など、 さ らに詳しい情報は、 コマン ド ラ イ

ンから、

p4 help maxresults

p4 help maxscanrows

p4 help maxlocktime

を実行し て、 見る こ と ができ ます。

複数グループのユーザを対象とする MaxResults、 MaxScanRows および MaxLockTime

前述の よ う に、 ユーザが複数のグループに登録さ れていれば、 所属するすべてのグループの

MaxResults 制限値の最大値がそのユーザに適用されます。デフ ォル ト 値 unlimited は数値上の制

限ではあ り ません。 MaxResults （、 MaxScanRows または MaxLockTime） が “unlimited” に設

定されている グループに属し ているユーザであって も、他のグループに所属し ていればそのグ

ループの MaxResults （、 MaxScanRows または MaxLockTime） 値の最大値によ って制限されま

す。 ユーザのコマン ド が実際に無制限にな るのは、 そのユーザがどのグループにも属さ ない と

き、 あ るいは、 そのユーザが属するすべてのグループの MaxResults が “unlimited” に設定され

ている と きだけです。

こ の動作の結果、 スーパー ・ ユーザのグループ と し て unlimited を割 り 当てたグループを作

成する こ と はでき ません。こ のグループに属するユーザのいずれかが MaxResults の数値上の制

限を もつ別のグループに も属し ている場合、他のグループに設定されている数値上の制限の最

大値が適用 さ れ る 制限値 と な り ます。 こ の現象に対 し て有効な回避策は、 き わめて大 き な

MaxResults 値を スーパー ・ ユーザのグループに割 り 当て る こ と です。

例 :

Group:        superusers 
Maxresults:   10000000 
Maxscanrows:  100000000 
MaxLockTime:  100000000

（設定可能な MaxResults、MaxScanRows または MaxLockTime の最大値は、プラ ッ ト フ ォー

ムによ って異な り ます。 ほ と んどのプラ ッ ト フ ォームで 32 ビ ッ ト 整数です。）

効率のいいスク リ プ ト を作成する

PERFORCE のコマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト であ る p4 は、 対話形式で実行でき る こ と をすべて

ス ク リ プ ト 内で実行可能にし ます。 PERFORCE サーバは、 ユーザが発行する よ り も速 く コマン

ド を処理でき る ため、 完全な対話形式の環境での応答時間については優れています。 しかし、

ス ク リ プ ト  -- 例えば、 ト リ ガ、 レ ビ ュー ・ デーモン、 コマン ド ・ ラ ッパ -- によ って発行され   

た p4 コマン ド は、 効率に注意し ておかない と パフ ォーマン ス上の問題を引き起こす可能性が
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あ り ます。 p4 コマン ド が、 本来非効率的だからではな く 、 ユーザが対話し ながら処理を行 う

と きの p4 の実行方法が、 繰 り 返しの操作に必ずし も適し ていないからです。

こ のセ ク シ ョ ンでは、 よ く 発生する効率上の問題 と その解決法をい く つか紹介し ます。

フ ァ イルに対する操作の繰り返し

発行された PERFORCE の各コマン ド によ り 接続ス レ ッ ド が生じ る と 、 p4d サブプロセス を起動

し ます。 ス ク リ プ ト によ って実行する PERFORCE コマン ド の数を減らすこ と は、 ス ク リ プ ト の

効率を よ く する第一歩です。

ス ク リ プ ト では、 各フ ァ イルに対し て同じ PERFORCE コマン ド を繰 り 返し実行する よ う な記述

を避けて く ださ い。 フ ァ イルの リ ス ト に対し て 1 つの PERFORCE コマン ド を実行し、 その実行

結果に対し て繰 り 返し処理を行 う こ と によ り 上記のよ う な操作が可能であれば、 この方法を採

用し て く だ さい。

例えば、 よ り 効率的な手法 と し て、 次のよ う にし て く だ さい。

for i in `p4 diff2 path1/... path2/...` 
do 
    [process diff output] 
done

以下のよ う な効率の悪い方法は避けて く だ さい。

for i in `p4 files path1/...` 
do 
    p4 diff2 path1/$i path2/$i 
    [process diff output] 
done

リ ス ト 入力フ ァ イルの利用

PERFORCE コマン ド が、コマン ド ラ イ ンの引数にフ ァ イルの リ ス ト を指定でき る場合、あ る フ ァ

イルから同じ引数の リ ス ト を読み取る こ と もでき ます。 最初にフ ァ イルの リ ス ト を作成し、 そ

の リ ス ト ・ フ ァ イルを p4 -x に引き渡すこ と によ り 、 ス ク リ プ ト にその リ ス ト 入力フ ァ イル 

を利用する こ と ができ ます。

例えば、 ス ク リ プ ト が以下のよ う に記述されている場合、

for components in header1 header2 header3

do

p4 edit ${component}.h

done

次のよ う に記述する と よ り 効率がよ く な り ます。

for components in header1 header2 header3 
do 
    echo ${component}.h >> LISTFILE 
done 
p4 -x LISTFILE edit

-x オプシ ョ ンは、p4 に対し て指定のフ ァ イルから 1 行ずつ引数を読み取る こ と を指示し ます。

フ ァ イル名が “-” （ダ ッ シ ュ） の場合は、 標準入力が読み取られます。

ブ ラ ンチ ・ ビ ューの使用

ブラ ンチ ・ ビ ューは、 p4 integrate または p4 diff2 で、 PERFORCE コマン ド の実行回数を  

減らすために使用でき ます。 例えば、 次のコマン ド を実行する ス ク リ プ ト があれば、
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p4 diff2 pathA/src/...   pathB/src/... 
p4 diff2 pathA/tests/... pathB/tests/... 
p4 diff2 pathA/doc/...   pathB/doc/...

次のよ う なブラ ンチ ・ ビ ューを作成する こ と によ り 、 効率を よ く する こ と ができ ます。

Branch:        pathA-pathB 
View: 
        pathA/src/...      pathB/src/... 
        pathA/tests/...    pathB/tests/... 
        pathA/doc/...      pathB/doc/...

そ し て上記の 3 つのコマン ド を次のよ う に 1 つにま と める こ と ができ ます。

p4 diff2 -b pathA-pathB

ラベル参照を制限する

大き な ラベルへの反復参照は特に無駄を増やし ます。 リ ビジ ョ ンにラベルを使用する フ ァ イル

参照コ マン ド は、 個々のフ ァ イ ルに対 し て、 ラ ベル全体の走査が行われ る こ と にな り ます。

PERFORCE サーバに無駄な動作を させないために、 サーバから ラベルの適用されている フ ァ イ

ルを取 り 出し、取 り 出されたフ ァ イルに対し て必要なフ ァ イルを走査する ス ク リ プ ト にし た方

がよいでし ょ う 。

例えば、 次のよ う なス ク リ プ ト の方が、

p4 files path/...@label | egrep “path/f1.h|path/f2.h|path/f3.h”

次のよ う なス ク リ プ ト や、

p4 files path/f1.h@label path/f2.h@label path/f3.h@label

次のよ う なス ク リ プ ト よ り PERFORCE サーバに与え る負荷が軽 く な り ます。

p4 files path/f1.h@label 
p4 files path/f2.h@label 
p4 files path/f3.h@label

次に説明する “一時ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース” の活用も、 ラベルを使ってフ ァ イルを参

照する回数を減らすのに役立ちます。

一時ク ラ イアン ト ・ ワークスペースの活用

ほ と んどの PERFORCE コマン ド は、現在のワーク スペース・ビ ューのすべてのフ ァ イルを 1 つの

コマン ド ラ イ ン引数で処理でき ます。作業し たいフ ァ イルだけが含まれている一時ク ラ イ アン

ト ・ ワーク スペース ・ ビ ューを利用すれば、 実行する コマン ド の数や各コマン ド に与え る必要

のあ る フ ァ イル引数の数を減らすこ と ができ ます。

例えば、 次のコマン ド を実行する ス ク リ プ ト を考えます。

p4 sync pathA/src/...@label 
p4 sync pathB/tests/...@label 
p4 sync pathC/doc/...@label

次のよ う な ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース仕様を使えば、 1 度にま と めて コマン ド を実行し、

ラベル走査を 3 回から 1 回に減らすこ と ができ ます。

Client:        XY-temp 
View: 
        pathA/src/...      //XY-temp/pathA/src/... 
        pathB/tests/...    //XY-temp/pathB/tests/... 
        pathC/doc/...      //XY-temp/pathC/doc/...

こ のワーク スペース仕様を使って実行する と きは、 次のよ う に入力し ます。
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p4 -c XY-temp sync @label

効率的に圧縮を使用する

デフ ォル ト では、 フ ァ イルタ イプが binary のフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンは、 PERFORCE サーバに

保存される際に圧縮されます。

フ ァ イル ・ フ ォーマ ッ ト の一部に圧縮を含むフ ァ イル （例えば、 .GIF および .JPG イ メ ージ、

.MPG および .AVI メ デ ィ ア ・ コ ンテンツ、 .gz や .ZIP で圧縮されたフ ァ イル） があ り ます。

PERFORCE サーバで こ のよ う なフ ァ イルを圧縮し よ う と する と 、 デ ィ ス ク容量の節約がほ と ん

どでき ない割に、 サーバの CPU リ ソース を消費する結果 と な り ます。

これらのフ ァ イルタ イプに対し てサーバ領域の圧縮の無効にするには、 コマン ド ラ イ ン または

p4 typemap テーブルを用いて、フ ァ イルタ イプ と し て binary+F （圧縮せずにサーバへ格納 

するバイナ リ ） を指定し ます。

サンプルのタ イプマ ッ プ ・ テーブルを含め、 p4 typemap についての詳細は 46 ページの 「p4 

typemap でフ ァ イルタ イプを定義する」 をご覧 く だ さい。

データベース ・ ツ リーのバラ ンス回復のためのチ ェ ッ クポイ ン ト

PERFORCE の内部データベースでは、 データは Bayer ツ リ ー （通称 : B ツ リ ー） と い う 構造で保 

存されます。 B ツ リ ーは高速ア ク セスのためのきわめて一般的なデータ構成方法ですが、 時間

の経過 と と もに、 ツ リ ーに対するエレ メ ン ト の追加、 削除が行われ、 しだいにデータ構造がア

ンバラ ン スになって く る こ と があ り ます。

最終的には、 そのツ リ ーがアンバラ ン スにな る あ ま り 、 パフ ォーマン スに悪い影響が出る こ と

も あ り ます。 PERFORCE のチェ ッ ク ポ イ ン ト と 復旧のプロセス （25 ページの 「バッ ク ア ッ プ と

リ カバ リ の考え方」 をご覧 く だ さい） を実行すれば、 ツ リ ーはバラ ン スの と れた状態に再生さ

れます。結果的に、 バッ ク ア ッ プ、db.* フ ァ イルの削除、 チェ ッ ク ポイ ン ト からの db.* フ ァ

イルの再生の後、 サーバのパフ ォーマン スにあ る程度の改善が見られるでし ょ う 。

こ のツ リ ーのバラ ン ス回復は、 通常はデータベース ・ フ ァ イルがチェ ッ ク ポイ ン ト のサイ ズの

10 倍以上になった と きに初めて有効にな り ます。 PERFORCE を正常に使用し ている と きは、 ツ

リ ーがアンバラ ン スにな る までに必要な時間の長さ から考えて、大多数のサイ ト ではパフ ォー

マン ス改善のためにチェ ッ ク ポ イ ン ト からのデータベースの復旧 （ツ リ ーのバラ ン ス回復） を

行 う 必要はないでし ょ う 。
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第 8 章  PERFORCE と Windows
本章では、 Windows 上で PERFORCE サーバをセ ッ ト ア ッ プし、 保守する管理者に と って重要な

情報を記述し ます。

注 異な る 記述のない限 り 、 本章の内容は Windows 、 Windows 
2000 および Windows XP にも同様に適用されます。

PERFORCE イ ンス ト ーラの使用

PERFORCE のイ ン ス ト ーラ・プロ グ ラ ム、perforce.exe を実行する と 、ユーザ と し て（PERFORCE

コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト ）、 通常の管理者と し て （PERFORCE は Windows サービ ス と し て

イ ン ス ト ールされる） またはカ ス タ ムの管理者 と し て （PERFORCE はカ ス タ マ イゼーシ ョ ン ・

オプシ ョ ン を加えたサービ ス と し て イ ン ス ト ール さ れる） PERFORCE を イ ン ス ト ールし た り 、

PERFORCE をシステムから アン イ ン ス ト ールし た り する こ と ができ ます。

P4Win や P4V など、 他の PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムには別のイ ン ス ト ーラが用意さ

れています。

Administrator の特権を持っている場合は、 通常、 PERFORCE をサービ ス と し て イ ン ス ト ールす

るのが最善の選択です。 Administrator の特権を持っていない場合は、 サーバ と し て イ ン ス ト ー

ルし て く だ さい。

Windows 2000 以上で使用す る 場合、 サー ビ ス と し て PERFORCE を イ ン ス ト ールす る には 

Administrator の権限が必要です。 また、サーバ と し て PERFORCE を イ ン ス ト ールするには Power

User の権限が必要です。

ア ッ プグレー ド ・ ノ ー ト

PERFORCE イ ン ス ト ーラは、 97.3 よ り 前のバージ ョ ン も含め、 あ ら ゆる タ イプの PERFORCE サー

バ （またはサービ ス） を自動的にア ッ プグレード し ます。 このア ッ プグレード はきわめて安全

な方法で実行されます。 途中で何らかの処理が う ま く 行えなかった場合、 イ ン ス ト ーラはア ッ

プグレード を停止し ます。 その後も、 従来のサーバ （またはサービ ス） を引き続き使用する こ

と ができ ます。

イ ンス ト ーラ使用時のオプシ ョ ン

イ ン ス ト ーラ を起動する と、 初期画面に対象の PERFORCE ソ フ ト ウ ェ アの リ ビジ ョ ンが一覧表

示されます。 次に、 以下の操作のいずれかを選択し ます。

• ユーザ と し てのイ ン ス ト ール （user install）

• 管理者 と し ての標準イ ン ス ト ール (typical administrator install)

• 管理者 と し てのカス タ ム ・ イ ン ス ト ール （custom administrator install）

NT
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• PERFORCE のアン イ ン ス ト ール （deinstall）

ユーザと し てのイ ンス ト ール

“user install” オプシ ョ ンでは PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト （p4.exe） のみがイ ン 

ス ト ールされます。

その他の Windows 環境の PERFORCE ク ラ イ アン ト であ る PERFORCE ビジ ュ アル ・ ク ラ イ アン ト

（P4V） や PERFORCE Windows ク ラ イ アン ト （P4Win）、 およびサード パーテ ィ のプラ グ イ ンをダ 

ウ ン ロードおよびイ ン ス ト ールする方法については、 PERFORCE ウ ェブサイ ト の Downloads の

ページをご覧 く だ さい。

http://www.perforce.com/perforce/loadprog.html

イ ン ス ト ールに際し ては、 ク ラ イ アン ト 実行フ ァ イルの保存場所、 ク ラ イ アン ト が PERFORCE

サーバに接続する ためのポー ト （P4PORT）、 デフ ォル ト ・ エデ ィ タ、 デフ ォル ト ・ ユーザ名の

指定が要求されます。

ク ラ イ アン ト が使用するポー ト を指定する と きには、 hostname:port と い う 形式にし、 ホ ス

ト 名を含めるのを忘れないで く だ さい。P4PORT の設定方法については、15 ページの「PERFORCE

ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムにサーバの接続ポー ト を指定する」 をご覧 く だ さい。

イ ン ス ト ーラがマシン上の古いバージ ョ ンのPERFORCE ク ラ イ アン ト またはサーバ・ソ フ ト ウ ェ

アを検出し た場合は、 PATH に基づ く 衝突を防ぐ ために古い実行フ ァ イルを リ ネームする選択

肢が与え られます。

管理者と し ての標準イ ンス ト ール

“typical administrator install” では、 PERFORCE の ク ラ イ アン ト と サーバ両方の ソ フ ト ウ ェ アを イ  

ン ス ト ールし ます。 この操作には、 Administrator の権限が必要です。

イ ン ス ト ールに際 し て は、 ク ラ イ ア ン ト お よ びサーバの実行 フ ァ イ ルのデ ィ レ ク ト リ 、

PERFORCE サーバまたはサービ スが ク ラ イ アン ト か らの接続要求待ちをする ローカル ・ マシン

上のポー ト （P4PORT）、 デフ ォル ト ・ エデ ィ タ、 デフ ォル ト ・ ユーザ名の指定が要求されます。

イ ン ス ト ーラは、 P4LOG エラー ・ ロ グ ・ フ ァ イル と journal フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場

所を選択し ます。 マシンに古いバージ ョ ンの PERFORCE がイ ン ス ト ールされている場合は、 従

来使用されていた保存場所が選択されます。

管理者特権があ る場合、 イ ン ス ト ーラは PERFORCE を イ ン ス ト ールし、 自動開始サービ ス と し

て構成し ます。 こ のサービ スは、 PERFORCE のイ ン ス ト ール完了後にセ ッ ト ア ッ プ され、 自動

で開始し ます。 以後、 マシンが リ ブー ト される たびに自動で再開し ます。 管理者特権がない場

合は、 PERFORCE をサーバ と し て起動する ためのシ ョ ー ト カ ッ ト が、 ス ター ト ・ メ ニ ューに作

成されます。

イ ン ス ト ーラがマシン上の古いバージ ョ ンのPERFORCE ク ラ イ アン ト またはサーバ・ソ フ ト ウ ェ

アを検出し た場合は、 PATH に基づ く 衝突を防ぐ ために古い実行フ ァ イルを リ ネームする選択

肢が与え られます。

管理者と し てのカス タム ・ イ ンス ト ール

“custom administrator install” では、 特定のカ ス タマイ ズを行って PERFORCE の ク ラ イ アン ト と   

サーバ両方のソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし ます。 この操作には、 Administrator の権限が必要

です。

イ ン ス ト ールに際し ては、管理者 と し ての標準イ ン ス ト ールの場合 と 同様に ク ラ イ アン ト およ

びサーバの実行フ ァ イルの保存場所、 PERFORCE サーバまたはサービ スが ク ラ イ アン ト からの

接続要求待ちをする ローカル ・ マシン上のポー ト 、 デフ ォル ト ・ エデ ィ タ、 デフ ォル ト ・ ユー

ザ名の指定が要求されます。
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管理者 と し ての標準イ ン ス ト ールの場合 と 異な り 、オプシ ョ ンで ク ラ イ アン ト およびサーバの

実行フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を別々に指定する こ と ができ ます。 さ ら に、 サーバ ・ ルー ト 、

サーバ ・ ポー ト に加えて、 PERFORCE を自動開始 （または手動開始） のサービ ス またはサーバ ・

プロセスのどち らにするかなどの指定も行えます。 既存の P4LOG フ ァ イルおよび journal
フ ァ イルの保存場所が参照用に表示され、 後で p4 set を用いて変更する こ と ができ ます。

別の PERFORCE サーバ動作中に PERFORCE サービ ス を イ ン ス ト ールし よ う と する と 、次のエラー・

メ ッ セージが表示されます。

Setup has determined that a PERFORCE Server could be running. Please 
shut down all PERFORCE Servers before continuing the installation.

（別の PERFORCE サーバが動作中の可能性があります。インストールを続行する前に、す

べての PERFORCE サーバを終了させてください。）

動作中の PERFORCE サーバ・プロセス を終了させるのを怠る と 、新たにイ ン ス ト ールされたサー

ビ ス と 既存のサーバ と の間で衝突が発生し ます。

イ ン ス ト ールに際し ては、 他のイ ン ス ト ール操作の場合と 同様に、 イ ン ス ト ーラがマシン上の

古いバージ ョ ンのPERFORCE ク ラ イ アン ト またはサーバ・ソ フ ト ウ ェ アを検出し た場合は、PATH
に基づ く 衝突を防ぐために古い実行フ ァ イルを リ ネームする選択肢が与え られます。

PERFORCE のアン イ ンス ト ール

Windows マシンから PERFORCE をアン イ ン ス ト ールするには、 Uninstall を選択し ます。 この操

作には、 Administrator の権限が必要です。

アン イ ン ス ト ールによ り 、 サーバ ・ データ を除き、 PERFORCE サーバ、 サービ ス、 ク ラ イ アン

ト の実行フ ァ イル、 レジス ト リ ・ キー、 サービ ス ・ エン ト リ などがすべて削除されます。 ただ

し、 サーバ ・ ルー ト のデータベースおよびデ ィ ポ ・ フ ァ イルは保持されます。

スク リ プ ト 化された展開と自動イ ンス ト ール

PERFORCE イ ン ス ト ーラはス ク リ プ ト 化された イ ン ス ト ールをサポー ト し ています。 これによ

り 、 PERFORCE を多数のデス ク ト ッ プに迅速に展開する こ と ができ ます。

ス ク リ プ ト 化された イ ン ス ト ールは、 PERFORCE イ ン ス ト ーラのス ク リ プ ト 可能なバージ ョ ン

に付属し ている設定フ ァ イルで制御し ます。 こ のフ ァ イルを編集する と、 PERFORCE の環境変

数 （P4PORT など） の事前設定、 サイ ト で使用する PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムの自

動選択などを行 う こ と ができ ます。

PERFORCE の展開を自動化する方法については、 次のページの Tech Note 68 をご覧 く だ さい。

http://www.perforce.com/perforce/technotes/note068.html

PERFORCE テ ク ニカル ・ サポー ト のス タ ッ フは、 PERFORCE 展開の自動化についてのいかな る ご

質問、 お問い合わせに もお答え し ます。

Windows サービス と Windows サーバ

Windows サーバ と し て タ ス ク を実行するには、ユーザ・アカ ウ ン ト のロ グ イ ンが必要です。ユー

ザ ・ アカ ウ ン ト にロ グ イ ン し ない と、 ユーザの ［ス ター ト ア ッ プ］ フ ォルダのシ ョ ー ト カ ッ ト

を実行する こ と ができ ません。一方、Windows サービ スはマシン起動時に自動的に開始し、ユー

ザがそのマシンにロ グ イ ン し ているかど う かに関係な く 動作し ます。

たいていどの文書で も、 “PERFORCE サーバ” も “p4d” も、 “データベース を管理し、 PERFORCE

の ク ラ イ アン ト からの要求に応じ るバッ ク ・ エン ド のプロセス” を指す言葉 と し て使われてい

ます。 Windows では、 こ のよ う な表現では不明確かも知れません。 このバッ ク エン ド ・ プロセ

スは、 サービ ス （ス レ ッ ド と し て動作する p4s.exe） と し て も、 サーバ （レギ ュ ラー ・ プロ

セス と し て動作する p4d.exe） と し て も実行される こ と があ るから です。 Windows の管理者
PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド 123



第 8 章 : PERFORCE と Windows
の観点からは、 これらは重要な違いです。 本章では、 そのよ う な用語を厳密に区別し て使用し

ます。

PERFORCE サービ ス （p4s.exe） と PERFORCE サーバ （p4d.exe） の実行フ ァ イルは相互にコ

ピーになっています。 フ ァ イル名が違 う だけで、 この 2 つは全 く 同じ ものです。 実行時、 これ

らは起動に使用し た名前の最初の 3 文字 （p4s または p4d） で動作を決定し ます。 例えば、

p4smyservice.exe と い う 名前のコ ピーを起動すればサービ ス と し て、p4dmyserver.exe と

い う 名前のコ ピーを起動すればサーバ と し て起動し ます。

PERFORCE サービスの開始と停止

PERFORCE がサービ ス と し て イ ン ス ト ールされていれば、 Administrator の特権を持つユーザは

［コ ン ト ロールパネル］ の ［サービ ス］ アプレ ッ ト を用いてそれを起動、 停止する こ と ができ

ます。

リ リ ース 99.2以降を動作させる場合は、 次のコマン ド を使って も サービ ス を停止する こ と がで 

き ます。

p4 admin stop

PERFORCE サーバの起動と停止

PERFORCE がサーバ と し て イ ン ス ト ールされている場合は、 ［ス ター ト ］ メ ニ ューに “PERFORCE

Server” のシ ョ ー ト カ ッ ト があ るはずです。 サーバを起動するには、 このシ ョ ー ト カ ッ ト をダ

ブルク リ ッ ク し ます。 サーバを停止するには、 タ ス クバーの “PERFORCE Server” ボタ ンを右ク 

リ ッ ク し、 ［閉じ る］ を選択し ます。

PERFORCE サーバはコ マンド ・ プロ ンプト から 手動で起動する こ と も でき ま す。 サーバ実行ファ

イ ル p4d.exe は、 通常は P4ROOTのディ レク ト リ にあり ま す。 サーバを起動する には、 ま ず現

在のP4ROOT、P4PORT、P4LOG、P4JOURNALの設定が正し いこ と を確認し てから 、%P4ROOT%\p4d
を実行し ま す。

P4ROOT、 P4PORT、 P4LOG、 または P4JOURNAL の設定 と は異な る設定によ ってサーバを起動

し たい場合は、 p4d コマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ンを使用し ます。 例えば、

c:¥test¥p4d -r c:¥test -p 1999 -L c:¥test¥log -J c:¥test¥journal

とする と、ルー ト ・デ ィ レ ク ト リ c:¥test、接続待ちポー ト 1999、エラー・ロ グ c:¥test¥log、

ジ ャーナル ・ フ ァ イル c:¥test¥journal と い う 設定で PERFORCE サーバ ・ プロセスが起動し

ます。

p4d コマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ンでは大文字と小文字が区別される こ と に注意し て く だ さい。

リ リ ース 99.2 以降を動作させている場合は、 コマン ド、

p4 admin stop

を使って も PERFORCE サーバを停止する こ と ができ ます。

注 99.1 以前の リ リ ース を動作させている場合は、 コマン ド ・ プロ
ンプ ト ・ ウ ィ ン ド ウに Ctrl-C と入力するか、 コマン ド ・ プロ ン
プ ト ・ ウ ィ ン ド ウの ［閉じ る］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

こ のよ う な PERFORCE サーバの停止方法は、 PERFORCE のすべて
のバージ ョ ンで有効ですが、 必ずし も 「いい方法」 と はいえま
せん。 リ リ ース 99.2 以降では p4 admin stop コマン ド が使  
え る よ う になっているので、 この方法はもはやお勧めでき ませ
ん。
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ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブへの PERFORCE サービスのイ ンス ト ール

デフ ォル ト では、 PERFORCE サービ スはローカル ・ シ ス テム ・ アカ ウ ン ト の下で動作し ます。

ローカル ・ システム ・ アカ ウ ン ト には、 ネ ッ ト ワーク ・ ア ク セス権がないので、 メ タデータ と

デ ィ ポ ・ フ ァ イルがネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブに保存されている場合、 PERFORCE サービ ス を機

能させるには、 正規のユーザ ID と パス ワード が必要です。

ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブにサーバ ・ ルー ト を イ ン ス ト ールする場合、 PERFORCE イ ン ス ト ーラ

（perforce.exe）はイ ン ス ト ールの時点で有効なユーザ ID と パス ワード の組み合わせを要求

し ます。 ユーザは管理者の特権を持っていなければな り ません。 （サービ スは、 動作し ている

と きには、 System ではな く 、 このユーザの名前のも と に動作し ます。）

PERFORCE サービ スはネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブをサーバ ・ ルー ト と し て使用し て信頼でき る動

作を し ますが、 ネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク が増加し、 フ ァ イル ・ ア ク セスが遅 く な る ため、

やは り パフ ォーマン スは著し く 低下し ます。 このため、 デ ィ ポ ・ フ ァ イル と PERFORCE データ

ベースは、 PERFORCE サービ スが動作し ているマシンのローカル ・ ド ラ イブに配置する こ と を

お勧めし ます。

Windows 環境下での複数の PERFORCE サービスの使用

デフ ォル ト では、Windows 用の PERFORCE イ ン ス ト ーラは単一の PERFORCE サーバを単一のサー

ビ ス と し て イ ン ス ト ールし ます。 同一のマシン上で複数の PERFORCE システムを （例えば、 1

つを開発用と し て、 1 つをテス ト 用 と し て） 動作させたい場合には、 コマン ド ラ イ ンから手動

で PERFORCE サーバを起動するか、PERFORCE に付属のユーテ ィ リ テ ィ svcinst.exe を用いて

追加の PERFORCE サービ ス を設定する こ と ができ ます。

警告 ! サポー ト するユーザの数を増やす目的で、 ユーザ ・ ラ イセン ス
を追加購入せずに複数のサービ ス をセ ッ ト ア ッ プする こ と は、
PERFORCE ラ イセン ス契約の合意条項に違反し ます。

PERFORCE の構成を決定する際に環境変数が優先される こ と を理解し ている と、 同一マシン上

で複数の PERFORCE サービ ス を構成する と きに役に立ちます。 操作を始める前に 126 ページの

「Windows 環境下での構成パラ メ ータの優先順位」 を読んで理解し ておいて く だ さい。

2 番目の PERFORCE サービ ス をセ ッ ト ア ッ プするには ：

1. PERFORCE サービ ス用にデ ィ レ ク ト リ を生成し ます。

2. サーバ実行フ ァ イル、 サービ ス実行フ ァ イル、 およびラ イセン ス ・ フ ァ イルを上記のデ ィ

レ ク ト リ にコ ピーし ます。

3. 下記の例のよ う に、 svcinst.exe ユーテ ィ リ テ ィ を用いて新しい PERFORCE サービ ス を

生成し ます。 （svcinst.exe ユーテ ィ リ テ ィ は PERFORCE イ ン ス ト ーラに付属し てお り 、

PERFORCE サーバ ・ ルー ト に格納されています。）

4. 環境変数を設定し、 新しいサービ ス を開始し ます。

最初の PERFORCE サービ スは PERFORCE イ ン ス ト ーラ を用いて イ ン ス ト ールする こ と をお勧め

し ます。 こ の最初のサービ ス を “PERFORCE” と いい、 そのサーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ に、

当該マシン上に生成する他の PERFORCE サービ スによ って必要 と される フ ァ イルが格納されて

います。

例 : 2 番目の PERFORCE サービ スの追加

2 番目の PERFORCE サービ ス を、 C:\p4root2 にルー ト を置いて、 “PERFORCE2” と い う
サービ ス名で生成する もの と し ます。 svcinst 実行フ ァ イルは C:\PERFORCE にイ ン ス
ト ールし た最初の PERFORCE システムのサーバ ・ ルー ト にあ り ます。
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p4d.exe 実行フ ァ イルが リ リ ース 99.1/10994 以降であ る こ と を確認し ます。

p4d -V

99.1/10994 よ り 前の リ リ ース を使用し ている場合には、以下の手順を実行する前に、 まず
http://www.perforce.com からそれ以降の リ リ ース をダウ ン ロード し、サーバをア ッ
プグレード し なければな り ません。

新しいサービ ス用の P4ROOT デ ィ レ ク ト リ を生成し ます。

mkdir c:¥p4root2

サーバ実行フ ァ イル - p4d.exe （サーバ） と p4s.exe （サービ ス） の両方 およびラ イ    
セン ス ・ フ ァ イルを上記の新デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

copy c:¥perforce¥p4d.exe c:¥p4root2 
copy c:¥perforce¥p4d.exe c:¥p4root2¥p4s.exe 
copy c:¥perforce¥license c:¥p4root2¥license

PERFORCE の svcinst.exe （サービ ス ・ イ ン ス ト ーラ） を使用し て “PERFORCE2” サービ
ス を生成し ます。

svcinst create -n PERFORCE2 -e c:¥p4root2¥p4s.exe -a

“PERFORCE2” サービ ス を生成し た ら、 “PERFORCE2” サービ ス用のサービ ス ・ パ ラ メ ータ
を設定し ます。

p4 set -S PERFORCE2 P4ROOT=c:¥p4root2 
p4 set -S PERFORCE2 P4PORT=1667 
p4 set -S PERFORCE2 P4LOG=log2 
p4 set -S PERFORCE2 P4JOURNAL=journal2

最後に、PERFORCE サービ ス・イ ン ス ト ーラ を使用し て”PERFORCE2”サービ ス を開始し ます。

svcinst start -n PERFORCE2.

これで 2 番目のサービ ス も稼動状態にな り ま し た。 次に リ ブー ト する と 、 1 番目と 2 番目
の両方のサービ スが自動的に開始し ます。

Windows 環境下での構成パラ メ ータの優先順位

Windows では、PERFORCE 構成パラ メ ータ を さ まざ まな形で設定する こ と ができ ます。PERFORCE

ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム （例えば p4 や p4v）、 または PERFORCE サーバ ・ プロ グ ラ ム （p4d）

が起動される と 、 以下の優先順位にし たがって構成パラ メ ータ を読み込みます。

1. プロ グ ラ ムのコマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ン （最優先）

2. P4CONFIG フ ァ イル （P4CONFIG が設定されている場合）

3. ユーザ環境変数

4. システム環境変数

5. PERFORCE ユーザ ・ レジス ト リ （p4 set によ って設定）

6. PERFORCE システム ・ レジス ト リ （p4 set -s によ って設定）

PERFORCE サービ ス （p4s） は、 開始する と 以下の優先順位にし たがって構成パラ メ ータ を読み

込みます。

1. Windows サービ ス ・ パラ メ ータ （p4 set -S servicename で設定） （最優先）

2. システム環境変数

3. PERFORCE システム ・ レジス ト リ （p4 set -s によ って設定）

ユーザ環境変数は、 以下のいずれかの手段によ って設定し ます。
126 PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド



第 8 章 : PERFORCE と Windows 

    
• MS-DOS の set コマン ド

• AUTOEXEC.BAT フ ァ イル

• メ ニ ュー操作 （ ［コ ン ト ロールパネル］ → ［システム］ → ［詳細］ → ［環境設定］ →ユーザ

環境変数）

システム環境変数は、 以下の メ ニュー操作によ り 設定し ます。

• メ ニ ュー操作 （ ［コ ン ト ロールパネル］ → ［システム］ → ［詳細］ → ［環境変数］ →システ

ム環境変数）

Windows に関連し た動作不安定の解消

PERFORCE が Windows 上で問題な く 動作し ている大規模なサイ ト は、 数多 く あ り ます。 その一

方で、 PERFORCE サービ ス またはサーバの動作が不安定なサイ ト も あ り ます。 サーバが不可解

に停止し た り 、 サービ スが開始し なかった り 、 極端な場合は、 システムが ク ラ ッ シ ュ し た り す

る こ と も あ り ます。 こ のよ う な場合、 通常マシンに加え られた変更か、 オペレーテ ィ ング ・ シ

ステムの欠陥が原因になっています。

PERFORCE の故障がすべて OS に起因するわけではあ り ません。 しかし、 システムが ク ラ ッ シ ュ

する、エラーロ グの記録や Windows によ るサーバ・ク ラ ッ シ ュの表示も ないま ま PERFORCE サー

バが終了し て し ま う 、 PERFORCE サービ スが正常に開始し ない と い う よ う な現象は、 OS の欠陥

を示すもの と 考え られます。

PERFORCE は、Windows 2000 Intel x86、Windows XP Intel x86、Windows Server 2003 を始め、Windows    

NT4.0 sp6a 以降でサポー ト されています。

サービ スパッ ク のイ ン ス ト ール後に他の ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする と 、サービ スパッ ク

によ って イ ン ス ト ールされた重要なフ ァ イルが上書き される こ と があ り ます。そのよ う な場合

は、最後にイ ン ス ト ールし たサービ スパッ ク を再イ ン ス ト ールする こ と によ り 問題が解消する

こ と がしばしばあ り ます。サービ スパッ ク のイ ン ス ト ール後に別のアプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス

ト ールし た ら サーバの動作が不安定になった と 思われる場合は、 サービ スパ ッ ク の再イ ン ス

ト ールを検討し て く だ さい。

それで も問題を解決でき ない場合は、 PERFORCE を他のシステムにイ ン ス ト ールし、 同じ問題

が発生するかど う かを見た り 、 問題が発生し たシステムに OS と PERFORCE を再イ ン ス ト ール

し てみた り する こ と も問題解決に役立つ可能性があ り ます。

P4EDITOR、 P4DIFF 使用上の問題点

Windows ユーザに と っては、P4EDITOR またはP4DIFF環境変数を使用し ている場合、PERFORCE

コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト （p4.exe） を使用しに く い こ と があ るかも しれません。

これは、 PERFORCE ク ラ イ アン ト がユーザ指定のエデ ィ タや差分ユーテ ィ リ テ ィ などのプロ グ

ラ ムの起動に DOS シェル（cmd.exe）を使用する場合があ るからです。DOS シェルは、Windows

コマン ド （例えば、 notepad.exe のよ う な GUI ベースのエデ ィ タ） が実行されている と きで

も、そのコマン ド の実行完了を待たずに終了する こ と ができ ます。そのよ う な状態で DOS シェ

ルが終了する と 、 PERFORCE ク ラ イ アン ト は Windows コマン ド の実行が完了し た と 判断し て処

理を進めよ う と し ます。 その結果、 Windows のエデ ィ タや差分ユーテ ィ リ テ ィ が使用し ていた

一時フ ァ イルが削除されて し ま う こ と があ り ます。 そ う する と 、 一時フ ァ イルが見つから ない

と い う エラー ・ メ ッ セージが出た り 、 他のおかし な現象が発生する こ と にな り ます。

こ の問題は、 次の 2 つの方法で回避する こ と ができ ます。

• 環境変数 SHELL の設定を解除し ます。 Windows で動作し ている PERFORCE ク ラ イ アン ト は、

SHELL が設定されている と きのみ cmd.exe を使用し ます。それ以外の場合は、spawn() を

起動し て、 Windows プロ グ ラ ムの完了を待ちます。
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• P4EDITOR または P4DIFF の変数の名前に、以下のコマン ド が入っているバッチフ ァ イルの

名前を指定し ます。

start /wait program %1 %2

こ こ で、 program は起動し たいエデ ィ タ または差分ユーテ ィ リ テ ィ の名前です。 /wait オ

プシ ョ ンの指定によ り 、システムはエデ ィ タ または差分ユーテ ィ リ テ ィ の終了を待つよ う に

な り 、 PERFORCE ク ラ イ アン ト は正常に動作する こ と ができ ます。

Windows 用エデ ィ タ の中には、 待機の指示があ っ て も 正常に動作 し ない も のがあ り ます

（Wordpad が代表例）。 現在、 そのよ う なプロ グ ラ ムへの対策はあ り ません。
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PERFORCE は、広範なネ ッ ト ワーク形態における分散開発を取 り 扱え る よ う になっています。分

散拠点へのバン ド 幅が限られている場合に、 P4P （PERFORCE プ ロ キシ） は頻繁に転送さ れる

フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンをキ ャ ッ シュする こ と によ って PERFORCE ク ラ イ アン ト ／サーバ間を調

整し、 パフ ォーマン ス を改善し ます。 キ ャ ッ シ ュ されたフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンに対する要求を

横取 り し、 P4P は PERFORCE サーバおよびネ ッ ト ワークへの要求を減ら し ます。

複数の PERFORCE ク ラ イ アン ト が、 WAN を通じ て中央の PERFORCE サーバへア ク セスする際の

パフ ォーマン ス を改善する ためには、 ク ラ イ アン ト に近い側のネ ッ ト ワーク に P4P を構成し、

その P4P にア ク セスする ク ラ イ アン ト を構成し、 さ らに中央の PERFORCE サーバへア ク セスす

る P4P を構成し ます。 （LAN においては、 プロ キシをセ ッ ト ア ッ プする こ と によ って、 中央の

サーバにおけ る CPU やデ ィ ス ク の負荷を軽減させる こ と ができ ます。）

次の図は、 典型的な P4P の構成を表し ています。

WAN

outpostcentral

P4PORT=outpost:1999P4PORT=central:1666

/src/p4root/... /var/proxyroot/...

p4d p4p

こ の図において、 リ モー ト 開発拠点のユーザによ って要求されたフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンは、 ま

ず中央の PERFORCE サーバ （central で動作し ている p4d） から取 り 出され、比較的遅い WAN

を通じ て転送されます。 しかし、 同一の リ ビジ ョ ンに対する次の要求は、 PERFORCE プロ キシ

（outpost で動作する p4p） で処理されます。 これは、 リ モー ト 開発拠点の LAN を使用し た

転送であ り 、 WAN におけ るネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク と 中央サーバの CPU 負荷の両方を軽

減し ている こ と にな り ます。
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システム要求

PERFORCE プロ キシを使用するには、 以下が必要です。

• リ リ ース 2002.2 以降の PERFORCE サーバ

• フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンのキ ャ ッ シ ュ を保持する ための、 プ ロ キシ ・ ホ ス ト におけ る十分な

デ ィ ス ク容量

P4P を イ ンス ト ールする

UNIX

UNIX 上に P4P を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う に実行し ます。

1. プロ キシを実行し たいマシンに、 p4p の実行形式をダウ ン ロード し ます。

2. キ ャ ッ シ ュする フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ン を保持する ためのデ ィ レ ク ト リ （P4PCACHE） を、

こ のマシン上に用意し ます。

3. PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムからの要求を受け付け る ためのポー ト （P4PORT） を

決定し ます。

4. こ のプロ キシがキ ャ ッ シ ュする ためのターゲ ッ ト PERFORCE サーバ （P4TARGET） を決定

し ます。

Windows

イ ン ス ト ーラの custom/administrator イ ン ス ト ール・ ダ イ ア ロ グから、P4P を イ ン ス ト ールし ま

す。

P4P を実行する

P4P を起動するには、環境変数も し く はコマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ンを設定し p4p を実行し ま

す。 コマン ド ラ イ ンにおいて設定し たオプシ ョ ンは、 環境変数によ る設定をオーバラ イ ド し ま

す。

例えば、 次のコマン ド ラ イ ンを実行する こ と で起動するプロ キシは、 central と い う 名前の

ホ ス ト においてポー ト 1666 で接続待ちを し ている PERFORCE サーバ と通信し ます。

p4p -p 1999 -t central:1666 -r /var/proxyroot

こ の P4Proxy を使用する ためには、 PERFORCE ク ラ イ アン ト は、 プロ キシが起動し ている ホ ス

ト においてポー ト 1999 で接続待ちを し ている P4P に接続し ます。 P4P がキ ャ ッ シ ュする フ ァ

イル ・ リ ビジ ョ ンは、 /var/proxyroot と い う 名前のデ ィ レ ク ト リ に保持されます。

Windows サービス と し て起動する

P4P を Windows のサービ ス と し て起動するには、P4P を Windows イ ン ス ト ーラから イ ン ス ト ー   

ルするか、 p4p.exe 起動時に -s オプシ ョ ンを指定するか、 P4P 実行フ ァ イルを p4ps.exe 
に リ ネーム し ます。 環境変数が設定されていない場合は、 P4POPTIONS 変数で p4p.exe また

は p4s.exe 起動時に指定する コマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ンを設定し ます。
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P4P のオプシ ョ ン

PERFORCE プロ キシのコマン ド ラ イ ン ・ オプシ ョ ン と し て、 以下がサポー ト されます。

オプシ ョ ン 意味

-c PERFORCE サーバから P4P へ転送される フ ァ イルを圧縮し ません。（ネ ッ ト ワー

ク のバン ド 幅に少し余裕があ る と きには、 こ のオプシ ョ ンによ って中央サーバ

の CPU 負荷を軽減する こ と ができ ます。）

-d デーモン と し て起動し ます。 － まず fork し てから実行し ます。 （UNIX のみ）

-f fork し ません。－ シングル・ ス レ ッ ド ・サーバ と し て起動し ます。（UNIX のみ）

-i inetd と し て起動し ます。 （stdin/stdout 上の socket － UNIX のみ）

-q 起動時の メ ッ セージを抑止し ます。

-s NT サービ ス と し て起動し ます。 （Windows のみ） 

p4p.exe -s と起動するのは、 p4ps.exe を起動するの と同じです。

-e size

次のグ ローバル ・ オプシ ョ ンがサポー ト されます。

オプシ ョ ン 意味

-h または -? ヘルプ ・ メ ッ セージを表示し ます。

-L logfile ロ グフ ァ イルの場所を指定し ます。 

デフ ォル ト は P4LOG であ り 、 も し P4LOG が設定されていない場合は、 p4p が

起動されたデ ィ レ ク ト リ と な り ます。

-p port PERFORCE ク ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ムからの要求を受け付ける ためのポー ト を指 

定し ます。 

デフ ォル ト は P4PORT であ り 、 も し P4PORT が指定されていない場合は、 1666

と な り ます。

-r root リ ビジ ョ ンをキ ャ ッ シュする ためのデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 

デフ ォル ト は P4PCACHE であ り 、 も し P4PCACHE が指定されていない場合は、

p4p が起動されたデ ィ レ ク ト リ と な り ます。

-t port ターゲ ッ ト PERFORCE サーバのポー ト を指定し ます。（ こ のサーバに対し て、P4P  

はプロ キシ と し て動作し ます。） 

デフ ォル ト は P4TARGET であ り 、 も し P4TARGET が指定されていない場合は、

perforce:1666 と な り ます。

-v level サーバの ト レース ・ レベルを指定し ます。 デバ ッ グの メ ッ セージがプ ロ キシ･

サーバのロ グフ ァ イルに格納されます。p4p からのデバッ グ・ メ ッ セージは p4d
に渡されず、 p4d からのデバッ グ ・ メ ッ セージは p4p のイ ン ス タ ン スに渡され  

ません。 

デフ ォル ト は P4DEBUG であ り 、 も し P4DEBUG が指定されていない場合は、 設 

定な し と な り ます。

-V PERFORCE プロ キシのバージ ョ ンを表示し ます。

P4P を管理する

バッ クア ッ プは不要

P4P のキ ャ ッ シ ュ ・デ ィ レ ク ト リ は、一切バッ ク ア ッ プの必要はあ り ません。 も し必要な らば、

P4P は PERFORCE サーバの メ タデータに基づいたキ ャ ッ シ ュ を構築し ます。
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P4P を終了する

P4P は事実上、 独立し たプロセス と し て動作し ます。 し たがって、 UNIX 上で p4p を終了する

には SIGTERM または SIGKILL を指定し て kill コマン ド を実行し ます。Windows 上では、［タ

ス ク マネージ ャ］ から ［プロセスの終了］ を選択し ます。

デ ィ スク容量の消費を管理する

P4P は、 キ ャ ッ シ ュ ・ デ ィ レ ク ト リ 配下にフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンをキ ャ ッ シ ュ し ます。 これら

の リ ビジ ョ ンは、 ユーザが削除し ない限 り 蓄積され続けます。 P4P は自身のキ ャ ッ シ ュ ・ フ ァ

イルを削除し ませんので、 別の方法によ ってデ ィ ス クの消費を管理する必要があ り ます。

警告 ! も し、ユーザによ ってキ ャ ッ シ ュ ・ フ ァ イルが削除されない と 、

デ ィ ス ク容量はついには枯渇し ます。 デ ィ ス ク の空き を作るに

は、 プロ キシのルー ト 配下にあ る フ ァ イルを削除し ます。 これ

らのアーカ イブ ・ フ ァ イルを削除するのは、 プロ キシが動作中

であって も構いません。

PERFORCE ク ラ イアン ト がプロキシを使用し ているかど うかを判断する

も し PERFORCE ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムがプロ キシを使用し ている な らば、p4 info の出力に 

プロ キシのバージ ョ ン情報が表示されます。

例えば、 PERFORCE サーバが central:1666 で起動 し てお り 、 PERFORCE ク ラ イ ア ン ト が

outpost:1999 で起動し ている PERFORCE プロ キシに接続し ている と し た ら、p4 info の出力 

は次のよ う にな り ます。

$ export P4PORT=outpost:1999

$ p4 info

User name: p4adm 
Client name: admin-temp 
Client host: remotesite22 
Client root: /home/p4adm/tmp 
Current directory: /home/p4adm/tmp 
Client address: 192.168.0.123:55768 
Server address: central:1666 
Server root: /src/p4root 
Server date: 2002/10/14 15:03:05 -0700 PDT 
Server version: P4D/FREEBSD4/main/36609 (2002/09/30) 
Proxy version: P4P/SOLARIS26/main/36884 (2002/10/14) 
Server license: P4 Admin <p4adm> 20 users (expires 2003/02/01)

P4P と プロテ クシ ョ ン

PERFORCE プロ キシを使 う ユーザの IP ア ド レ ス をプロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルに対し て指定する

には、 ワーク ステーシ ョ ンの IP ア ド レ スに proxy- の文字列を付加し ます。

例えば、192.168.10.0/24 のサブネ ッ ト 上のワーク ステーシ ョ ンで リ モー ト 開発を行ってい

る組織を考えます。 この組織にはローカル開発を行っている中央のオフ ィ ス も あ り 、 中央のオ

フ ィ スは 10.0.0.0/8 のサブネ ッ ト に属し ています。 PERFORCE サーバは 10.0.0.0/8 のサ

ブネ ッ ト にあ り 、 PERFORCE プロ キシは 192.168.10.0/24 のサブネ ッ ト にあ り ます。 リ モー

ト サイ ト のユーザはグループ remotedev に属し てお り 、 と きお り 中央のサーバに対し てア ク

セスする場合も あ る と し ます。
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プロ テ ク シ ョ ン ・ テーブルに次のよ う な行を追加する こ と によ り 、 グループ remotedev の メ

ンバーは確実に、 リ モー ト サイ ト で作業する間はプロ キシを使用し、 かつローカルサイ ト で作

業する と きにはプロ キシを使用し ないこ と にな り ます。

list group remotedev 192.168.10.* -//... 
write group remotedev proxy-192.168.10.* //... 
list group remotedev proxy-10* -//... 
write group remotedev 10.* //...

最初の行では、 remotedev グループに属するすべてのユーザから、 192.168.10.* のサブ

ネ ッ ト にあ る ワーク ステーシ ョ ンからプロ キシを使わずに PERFORCE にア ク セス し よ う とする

際の list ア ク セス を拒否し ます。 2 行目では、 remotedev グループに属するすべてのユー

ザが 192.168.10.* サブネ ッ ト から PERFORCE プロ キシを使ってア ク セスする場合に、write
ア ク セス を保証し ます。 リ モー ト ・ サイ ト のワーク ステーシ ョ ンにいるユーザは、 プロ キシを

使わなければな り ません。

同様に 3 行目 と 4 行目では、 remotedev グループのユーザが中央オフ ィ スのサブネ ッ ト

（10.0.0.0/8） 上のワーク ステーシ ョ ンからプロ キシを使お う と し た と きに list ア ク セス

を拒否し、 中央オフ ィ スのサブネ ッ ト 上のワーク ステーシ ョ ンから直接 PERFORCE サーバを使

お う と し た と きに write ア ク セス を保証し ます。ローカル・オフ ィ スにいる と き、remotedev
グループのユーザは PERFORCE サーバを直接ア ク セス し なければな り ません。

特定のフ ァ イルがプロキシから提供されたのかど うかを判断する

-Zproxyverbose オプシ ョ ンをつけて p4 を実行する と 、その リ ビジ ョ ンがプロ キシ（p4p）か
ら転送されるのか、 中央のサーバ （p4d） から転送されるのかを示す メ ッ セージが表示されま
す。

例えば、 :

$ p4 -Zproxyverbose sync noncached.txt 
//depot/main/noncached.txt - refreshing /home/p4adm/tmp/noncached.txt

$ p4 -Zproxyverbose sync cached.txt 
//depot/main/cached.txt - refreshing /home/p4adm/tmp/cached.txt 
File /home/p4adm/tmp/cached.txt delivered from proxy server

最大限にパフ ォーマンスを改善する

ネ ッ ト ワーク形態と P4P

中央の PERFORCE サーバ と 同じサブネ ッ ト にあ るネ ッ ト ワーク のバン ド 幅がほぼ飽和状態にあ
る と き、 同じサブネ ッ ト 内にプロ キシを展開する こ と は、 パフ ォーマン スの改善にはな り ませ
ん。 その代わ り 、 ルータ を またいだサブネ ッ ト にプロ キシを展開すれば、 PERFORCE サーバが
あ るサブネ ッ ト から切 り 離されますので、 ク ラ イ アン ト からプロ キシへの ト ラ フ ィ ッ クは独立
し ます。 
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例えば、 :

( ルータ )

p4d

NAS

RDMBS

192.168.10.0/24

p4p

p4p

192.168.21.0/24

192.168.30.0/24

192.168.22.0/24
(artists サブネット )

(development サブネット )

( サーバルーム ) (sales サブネット )

ネ ッ ト ワーク のバン ド 幅がほぼ飽和状態の と き、そのサブネ ッ ト 上に追加のプロ キシを展開す

る こ と は、 パフ ォーマン スの改善にはな り ません。 その代わ り サブネ ッ ト を複数に分割し、 そ

のそれぞれにプロ キシを展開し ます。

図に示し た構成では、サーバルームに会社の PERFORCE サーバ、ネ ッ ト ワーク記憶装置 （NAS）、

データベース ・ サーバ （RDBMS） があ り ます。 営業部門はデータベースに対し て絶えず日々の

更新を行ってお り 、 開発部門と グ ラ フ ィ ッ ク設計部門は PERFORCE サーバに対し て頻繁に大き

なフ ァ イルのア ク セス を行っている ため、 サーバルームのネ ッ ト ワーク ・ セグ メ ン ト は飽和状

態にあ り ます。

2 つの PERFORCE プロ キシを展開し、 その 1 つは development サブネ ッ ト に、 も う 一つは artists

サブネ ッ ト に置 く こ と にし ます。 これによ って、 サーバルームのネ ッ ト ワーク使用率が減 り 、

3 つの部門すべてに対し て よい結果が得られま し た。

最適化された初期パフ ォーマンスを得るためにキャ ッ シュ ・ デ ィ レ ク ト リ を事
前取得する

P4P は、 ク ラ イ アン ト の 1 つから要求があった場合のみ、 そのフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンを保持し
ます。 すなわち、 フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンを “事前取得” し ているわけではあ り ません。 P4P に
よ ってパフ ォーマン スが改善でき るのは、 フ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンがキ ャ ッ シ ュ された後に限 り
ます。

P4P が起動し た後、 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース を作成し てデ ィ レ ク ト リ を同期する こ と に

よ って、 効果的にキ ャ ッ シ ュ を事前取得する こ と ができ ます。 続いてプロ キシに接続し たすべ

ての ク ラ イ アン ト は、 直ちに P4P によ るパフ ォーマン ス改善を得る こ と ができ ます。

例えば、 北米の PERFORCE サーバを ターゲ ッ ト と し ている PERFORCE プロ キシを もつアジアの

開発サイ ト では、 北米サイ ト の開発作業が完了し た頃を見計ら って、 デ ィ ポ全体に対し て p4
sync を実行する よ う な自動ス ク リ プ ト を実行し ます。 こ のタ イ ミ ングはアジア ・ サイ ト で作

業を開始する前にな り ますので、 こ う する こ と によ ってキ ャ ッ シ ュ ・ デ ィ レ ク ト リ を事前取得

でき る こ と にな り ます。 
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デ ィ スクの消費を分散する

P4P は、 ただ 1 つのデ ィ ポ ・ ツ リ ーが存在するかのよ う に リ ビジ ョ ンを保持し ます。 も し、 こ

れによ って 1 つのフ ァ イルシステムに格納される フ ァ イルが多すぎ る よ う にな るのであれば、

シンボ リ ッ ク リ ン ク を使って複数のフ ァ イルシステムに分散させる こ と もでき ます。

例えば、 P4P のキ ャ ッ シ ュ ・ ルー ト が /disk1/proxy にあ り 、 PERFORCE サーバが 2 つのデ ィ

ポ //depot と //released を持つな らば、次のよ う にし て //depotを disk1 に、//released
を disk2 に保持する よ う デ ィ ス ク を分散させる こ と ができ ます。 :

mkdir /disk2/proxy/released 
cd /disk1/proxy 
ln -s /disk2/proxy/released released

 

こ の設定は、 P4P が //released デ ィ ポのフ ァ イルを /disk1/proxy/released にキ ャ ッ

シ ュ し よ う と し た と き、そのフ ァ イルが /disk2/proxy/released に格納される こ と を意味

し ています。

フ ァ イルの圧縮を無効にし てサーバ CPU の使用を抑える

デフ ォル ト で P4P は、 PERFORCE と の通信において圧縮を行いますので、 サーバに対し て余計

なオーバヘッ ド を発生させる こ と にな り ます。

圧縮を無効にするには、p4p を実行する と きに -c オプシ ョ ンを指定し ます。（サーバではな く ）

プロ キシは、 ク ラ イ アン ト にフ ァ イルを転送する前にキ ャ ッ シ ュのフ ァ イルを圧縮し ます。 し

たがって こ のオプシ ョ ンは、 超過し たネ ッ ト ワー ク と デ ィ ス ク容量を持ち、 大量のバイナ リ

フ ァ イルをデ ィ ポに保持し ている場合に対し て特に有効 と な り ます。
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付録 A  PERFORCE サーバ （p4d） ・ リ フ ァ レ

ンス
概要

PERFORCEサーバの起動、およびチェ ッ ク ポ イ ン ト /ジ ャーナル作成（システム管理）作業の実行。

シン タ ッ クス

p4d [ options ] 
p4d.exe [ options ] 
p4s.exe [ options ] 
p4d -j [ -z ] [ args ... ]

説明

上記最初の 3 形式のコマン ド は、 PERFORCE のバッ ク グ ラ ウ ン ド ・ プロセス （“PERFORCE サー

バ”） を起動し ます。 4 番目の形式のコマン ド は、 システム管理作業に使用し ます。

UNIX および Mac OS X 上での実行フ ァ イルは p4d です。

Windows 上での実行フ ァ イルは p4d.exe （サーバ と し て動作） または p4s.exe （サービ ス  

と し て動作） です。

完了コー ド

p4d は起動成功後、 通常次の起動 メ ッ セージ、

PERFORCE server starting...

を出力し、 バッ ク グ ラ ウ ン ド で動作し ます。

起動に失敗する と 、 p4d は 0 以外のエラー ・ コード を返し ます。

また、 -j オプシ ョ ン （チェ ッ ク ポイ ン ト / ジ ャーナル作成） 付きで起動し た場合も、 エラー

が発生する と 、 p4d は 0 以外のエ ラー ・ コード を返し て終了し ます。
PERFORCE 2007.2 システム管理者ガ イ ド 137



付録 A: PERFORCE サーバ （p4d） ・ リ フ ァ レン ス
オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 意味

-d デーモン と し て （バッ ク グ ラ ウ ン ド で） 動作し ます。

-f シングルス レ ッ ド （fork を行わない） プロセス と し て動作し ます。

-i UNIX 上の inetd から動作し ます。

-q 起動 メ ッ セージなど表示せずに動作し ます。

-s NT サービ ス と し て p4d.exe を実行し ます （p4s.exe の実行に相当）。

-xi PERFORCE サーバ （およびその メ タデータ） を UNICODE モード で動作する よ   

う に不可逆的に再構成し ます。 UNICODE モー ド を必要 と する こ と がわかっ 

て い な い限 り 、 こ の オ プ シ ョ ン は使用 し な い で く だ さ い。 詳 し く は、

PERFORCE 国際語モード に関する注意事項 （i18nnotes.txt） をご覧 く ださい。

-xu データベース をア ッ プグレード し て終了し ます。

-c command データベース ・ テーブルを ロ ッ ク し て コ マン ド を実行し、 テーブルをアン

ロ ッ ク し て終了し ます。

-jc [ prefix ] ジャーナル - 作成 （Journal-create） ; チェ ッ ク ポイ ン ト を作成し、 ジャーナ 

ルの保存 / ト ラ ンケー ト （空にする） を行います。

-jd [ file ] ジャーナル - チェ ッ ク ポイ ン ト （Journal-checkpoint） ; チェ ッ ク ポイ ン ト の 

作成を行い、 ジャーナルの保存 / ト ラ ンケー ト は行いません。

-jj [ prefix ] ジャーナルのみ （Journal-only） ; ジャーナルの保存 / ト ラ ンケー ト を行い、 

チェ ッ ク ポイ ン ト は作成し ません。

-jr file ジャーナル - 復元 （Journal-restore） ; チェ ッ ク ポイ ン ト やジャーナルから 

メ タデータ を復元し ます。

-z チェ ッ ク ポ イ ン ト およびジ ャーナルを圧縮し ます （gzip フ ォーマ ッ ト 使

用）。

-h, -? ヘルプ ・ メ ッ セージを表示し ます。

-V サーバ ・ バージ ョ ンを表示し ます。

-A auditlog 監査ロ グ ・ フ ァ イルを指定し ます。 P4AUDIT の設定をオーバーラ イ ド し ま 

す。 デフ ォル ト 設定は null です。

-J journal ジャーナル ・ フ ァ イルを指定し ます。 P4JOURNAL の設定をオーバーラ イ ド

し ます。 デフ ォル ト 設定は journal です。

-L log ロ グ ・ フ ァ イルを指定し ます。 P4LOG の設定をオーバーラ イ ド し ます。 デ

フ ォル ト 設定は stderr です。

-p port 接続待ちポー ト を指定し ます。P4PORT の設定をオーバーラ イ ド し ます。デ

フ ォル ト 設定は 1666 です。

-r root サーバ ・ ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 P4ROOT の設定をオーバーラ

イ ド し ます。 デフ ォル ト 設定は現在の作業デ ィ レ ク ト リ です。

-v debuglevel サーバ ト レースオプシ ョ ンを設定し ます。 P4DEBUG の設定値をオーバーラ

イ ド し ます。 デフ ォル ト 設定は null です。

使用上の注意

• すべてのプラ ッ ト フ ォーム環境において、ジ ャーナル作成はデフ ォル ト で有効になっていま

す。 サーバの起動時に P4JOURNAL が未設定の場合、 ジ ャーナルを作成するデフ ォル ト の場

所は、 $P4ROOT/journal にな り ます。 ジ ャーナル作成を手動で無効にするには、 明示的

に P4JOURNAL に off を設定し なければな り ません。

• チェ ッ ク ポ イ ン ト の作成と ジ ャーナルの ト ラ ンケー ト をひんぱんに行って く だ さい。できれ

ば毎日のバッ ク ア ッ プ ・ プロセスの中に組み入れて く だ さい。

• チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナルによ って保存されるのは、PERFORCE の メ タデータ （保存され

ている フ ァ イルに関する情報） だけです。 保存フ ァ イルその もの （すなわち、 ソース ・ コー
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ド ） は P4ROOT にあ り 、やは り 日常のバッ ク ア ッ プの手順の一環 と し てバッ ク ア ッ プし て く  

ださい。 

• ユーザが ト リ ガを使用し ている場合は、 -f （ ノ ンフ ォーキング ・ モード） オプシ ョ ンを使 

用し ないで く だ さい。 ト リ ガ ・ ス ク リ プ ト を実行するには、 PERFORCE サーバはコ ピーの生

成 （“fork”） を行わなければな り ません。

• ハード ウ ェ アが故障し た場合、 チェ ッ ク ポ イ ン ト と ジ ャーナル ・ フ ァ イルからの メ タデータ

の復元に必要なオプシ ョ ンは、 データが破損し ているかど う かによ って異な り ます。

• P4ROOT のフ ァ イルが消失し た り し た後にバッ ク ア ッ プからデータ復旧を行 う 場合、 しばし

ばジ ャーナル ・ フ ァ イルが必要にな り ます。 し たがって、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルは、P4ROOT
と は別のフ ァ イル ・ システムに配置する こ と を強 く お勧めし ます。 そのよ う にし ておけば、

P4ROOTが存在する フ ァ イル・システムが破損し て も、ジ ャーナルへのア ク セスは可能でし ょ

う 。

• データベース ・ ア ッ プグレード ・ オプシ ョ ン （-xu） はかな り のデ ィ ス ク容量を要するかも

しれません。 2000.2 以前のサーバから 2001.1 以降のサーバへア ッ プグレー ドする場合は、リ  
リ ース ノ ー ト および 18 ページの 「 リ リ ース 2001.1 以降に関する重要な注意事項」 をご覧 く

ださい。

関連コ マン ド

サ ー バ を 起 動 し ま す。 接 続 待 ち ポ ー ト は

1999、 ジャーナル作成機能は有効、 ジャーナ

ル書き込み先は journalfile です。

p4d -d -p 1999 -J /opt/p4d/journalfile

デフ ォル ト 以外のジ ャーナル ・ フ ァ イルを用

いてサーバのチ ェ ッ ク ポ イ ン ト を作成 し ま

す。 -J オプシ ョ ンの引数 （ま たは環境変数

P4JOURNAL） は、 サーバ起動時に指定 し た

ジ ャーナル ・ フ ァ イル と 合致し ていなければ

な り ません。

チェ ッ ク ポイ ン ト 作成コマン ド :

p4d -J /p4d/jfile -jc

または

P4JOURNAL=/p4d/jfile ; export P4JOURNAL 
p4d -jc

デ ィ レ ク ト リ P4ROOT のフ ァ イルを使用し、

サーバか ら圧縮チェ ッ ク ポ イ ン ト を作成し ま

す。

p4d -r $P4ROOT -z -jc 

デ ィ レ ク ト リ P4ROOT のフ ァ イルを使用し、

サーバからユーザ指定のプレ フ ィ ク ス “ckp”

を付け た圧縮チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を作成 し ま

す。

p4d -r $P4ROOT -z -jc ckp

ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ P4ROOT のサーバの

チェ ッ ク ポ イ ン ト checkpoint.3 か ら メ タ

データ を復元し ます。

p4d -r $P4ROOT -jr checkpoint.3 

ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ P4ROOT のサーバの圧

縮チェ ッ ク ポイ ン ト checkpoint.3.gzから

メ タデータ を復元し ます。

p4d -r $P4ROOT -z -jr checkpoint.3.gz
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